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豊田厚生病院理念

私たちはたえず
新しい医療のあり方を追求し
優しさと温かさを大切にして
地域の人たちと共に歩みます
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基本方針

私たちは、次の基本方針に基づいて患者に適切な
医療・保健・福祉サービスを提供します。

1. 公的病院として、地域住民の健康増進・病気の治療と予防に努めます。

2. 患者の権利に配慮した安全で安心できる医療・保健・福祉サービス
の提供を行います。

3. 常に医学の進歩に目を向け、人的・設備的な質向上に努めます。

4. 地域の医療機関との緊密な連携を図り、患者中心の地域医療体系の
構築に努めます。

患者の権利と責任
1. 個人の尊厳

人格が尊重され人間としての尊厳を守られる権利があります。

2. 平等な医療を受ける権利
良質で安全な医療を平等に受ける権利があります。

3. 知る権利
病状・検査・治療について十分な説明を受ける権利があります。

4. 自己決定の権利
納得できるまで説明を受けた上で、自ら治療方法を選択する権利があ
ります。また、セカンド・オピニオンを求めることができます。

5. プライバシーが守られる権利
ご自分の情報を承諾なしに第三者に提示されない権利があります。

6. 参加と協同の責任
患者は、これらの権利を守るため、医療従事者との信頼関係の構築に
努め、医療に参加、協力する責任があります。
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1.令和３年度事業概要
　急速な高齢化の進展を背景に社会保障費給付費は増加し、少子化の影響も重なって労働力人口は減少して
国の財政は大きく逼迫した状況が続いています。そして、新型コロナウイルス感染症による景気の低迷に対
して緊急経済対策を実施したことで、財政再建は更に厳しい状況になっています。
　新型コロナウイルス感染症の対応で多くの医療機関が疲弊し、医療崩壊が危ぶまれるなかでも、国は医療
提供体制の構築に向けて地域医療構想、医師・医療従事者の働き方改革、医師偏在対策の三位一体の取り組
みを進めています。地域医療構想においては新型コロナウイルス感染症をふまえた構想のあり方が議論され
ており、今後の動向を注視していく必要があります。また、医師・医療従事者の働き方改革に対応する体制
作りも急務になっています。
　こうしたなか、当院は西三河北部医療圏の中核病院として高度医療の提供、地域における役割を果たすと
ともに、地域住民に安全で安心な医療を提供するため、以下の取り組みを行いました。

①　感染症指定医療機関として新型コロナウイルス感染症患者を受け入れ、愛知県の要請にも応えて専用
の病床を確保・増床しました。また、一般外来患者と感染者・発熱者の動線を分けて、患者が安心して
受診できる環境整備に努めました。

②　新型コロナワクチン接種では、当院かかりつけ患者に対して個別接種を実施し、愛知県や豊田市か
らの要請に応えて大規模集団接種会場等へ職員を派遣しました。また、ＪＡ職員に対する職域接種に加
え、地域の高校生への集団接種を行いました。

③　電子カルテシステムを更新し、看護、検査、手術、経営分析、物流管理等あらゆる分野で利用される
システムを有機的に結び付けました。質の高い、安全な医療提供に繋がっています。

④　がん診療連携拠点病院として 2年連続で、愛知県内で最も多くのがん地域連携パスを活用するととも
に、がんゲノム医療連携病院として更なるがん医療の充実に向け、がん遺伝子パネル検査を実施してい
ます。

⑤　効率的な病床運用の検討を進めるとともに、ＤＰＣ制度における標準的な治療を提供するため、クリ
ニカルパスの見直しを実施、継続しています。

　運営面では、外来は １日当りの患者数１,352人（予算１,350人、前年度１,3１8人） １人当りの診療単価
27,523円（予算25,35１円、前年度26,24１円）となりました。入院は、 １日当りの患者数5１6人（予算539人、
前年度5１3人） １ 人当りの診療単価8１,760円（予算8１,8１2円、前年度8１,259円）となりました。新型コロナ
ウイルス感染症の影響はありましたが、前年度を若干上回る結果となりました。
　今後も診療機能の更なる向上に加え、病院経営の健全化維持に向けて職員一丸となって取り組むととも
に、地域住民の健康増進に配慮した安全で安心できる医療・保健・福祉サービスを提供して参ります。

令和 4年１0月 １ 日　　　
病院長　服部　直樹

発刊にあたり
豊田厚生病院　病院長　服部直樹
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主な出来事

4月　新人研修

昨年に続く発熱者対応外来
　採取の様子

9月　救急医療功労者として川口病院長受賞
　多年にわたり救急医療の向上に尽力したとして表彰
されました。

6月　新型コロナワクチン行列
　ワクチン接種の予約開始日に多くの人が集まり、た
だちに完売となりました。

新型コロナワクチン接種
医療従事者に加え、個別接種・休日の集団接種・職域接種・高校生へ行いました。
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主な出来事

1月　中学生より応援メッセージ
　中学生よりメッセージプレートの寄贈をいただきま
した。

9月　電子カルテシステム更新
　

2月　医療従事者不足の沖縄へ看護師を派遣
　クラスターが発生し医療従事者不足となった病院に
看護師1名が2週間応援に入りました。

3月　ECMO（体外式膜型人工肺）による治療
　入院患者の多くが中等症・重症でEＣMOによる治療
を行った患者もいました。

3月　臨床研修修了式3月　名古屋刑務所より感謝状
　新型コロナウイルスワクチン接種を行ったことによ
る感謝状をいただきました。
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カモメイト院外版
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豊田厚生病院概要

豊田厚生病院概要 令和4年３月1日現在

■　名　　称　　　　　　
　　愛知県厚生農業協同組合連合会　豊田厚生病院

■　所在地　　　　　　　
　　〒470-0396　愛知県豊田市浄水町伊保原500-１
　　TEL(0565）43-5000　FＡX(0565）43-5１00

■　設立年月日　　　　
　　昭和22年５月1日（豊田厚生病院開院　平成20年1月1日）

■　病床数　　　　　　
　　606床（一般600床・感染症6床）

■　標榜科目　39科　　
内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、脳神経内科、内分泌・代謝内科、腎臓内科、血液内
科、アレルギー科、緩和ケア内科、精神科、小児科、放射線科、放射線治療科、放射線診断科、臨床検
査科、病理診断科、感染症内科、外科、消化器外科、乳腺外科、血管外科、小児外科、呼吸器外科、
脳神経外科、心臓外科、救急科、泌尿器科、眼科、耳鼻いんこう科、麻酔科、歯科口腔外科、整形外
科、リウマチ科、形成外科、皮膚科、産婦人科、リハビリテーション科、化学療法内科

■　専門外来　38科　　
血液内科、膠原病外来、腎臓外来、糖尿病外来、脳神経内科、小児循環器科、小児神経科、小児血液
科、小児アレルギー科、小児外科、ストーマ外来、内分泌外来、肝臓外来、ペースメーカークリニッ
ク、血管外科、インプラント外来、助産師外来、アレルギー外来、乳腺外来、婦人科腫瘍外来、禁煙外
来、糖尿病フットケア外来、女性専門外来、小児腎臓外来、ボトックス外来、緩和ケア外来、肥満外
来、セカンドオピニオン外来、ペインクリニック、胃瘻交換外来、母乳外来、耳鼻いんこう科腫瘍外
来、糖尿病療養指導士外来、リウマチ外来、不整脈外来、骨粗鬆症外来、心不全外来、側弯症外来

■　関連施設　　　　　　
豊田厚生訪問看護ステーション、豊田厚生地域包括支援センター、豊田厚生居宅介護支援事業所、加茂
看護専門学校

■　施設認定　　　　　　
救急告示病院、病院群輪番制病院（二次）、臨床研修病院（医科）、臨床研修施設（歯科）、エイズ治
療協力病院、難病医療協力病院、地域がん診療連携拠点病院、地域中核災害拠点病院、肝疾患専門医
療機関、救命救急センター、肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業指定医療機関、脳死下臓器提供施
設、ＤMＡT指定医療機関、地域医療支援病院、ＤＰＣ特定病院群（旧：ＤＰＣⅡ群病院）、がんゲノム医
療連携病院、第二種感染症指定医療機関、保険医療機関、労災保険指定医療機関、生活保護法指定医療
機関、結核医療機関、更生・育成医療指定、養育医療指定、原爆医療指定（一般・認定疾病）、二次健
康診断指定医療機関、病院機能評価認定病院、全国循環器撮影研究会認定被ばく線量低減推進施設、日
本栄養療法推進協議会認定ＮＳT稼働施設、マンモグラフィ（乳房エックス線写真）検診施設、卒後臨
床研修評価機構（ＪＣEＰ）認定病院、人間ドック健診施設機能評価認定病院、下肢静脈瘤血管内焼灼術
実施施設、医療被ばく低減施設、関連１0学会構成腹部ステントグラフト実施施設、浅大腿動脈ステント
グラフト実施施設、胸部ステンドグラフト実施施設、日本脊椎脊髄病学会　椎間板酵素注入療法実施可
能施設
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豊田厚生病院概要

■　管　理　者　　　　　

　

■　学会認定　　　　　　
　

■　その他認定　　　　　
病院機能評価認定病院	 卒後臨床研修評価機構（ＪＣEＰ）認定病院
人間ドック健診施設機能評価認定病院	 医療被ばく低減施設

病院長 川口　鎮
副院長兼第５診療部長 鏡味良豊
副院長兼感染制御部長 岩瀬　豊
加茂看護専門学校兼副
院長兼第2診療部長 梶田光春

副院長兼第1診療部長
兼保健事業部長 篠田政典

副院長兼医療安全管理
部長兼地域医療福祉連
携部長

服部直樹

副院長兼第３診療部長 久留宮康浩
副院長兼臨床研修部長 水野敬輔
患者相談部長 平松義規
診療協同部長 中根生弥

薬剤部長 三宅芳男
看護部長 阪口浩美
事務部長 池田真紀

日本臨床腫瘍学会認定研修施設
日本呼吸器学会認定施設
日本高血圧学会専門医認定施設
日本不整脈心電学会認定不整脈専門医研修施設
日本循環器学会循環器専門医研修施設
日本心血管インターベンション治療学会研修施設
日本肝臓学会認定施設
日本消化器内視鏡学会専門医制度指導施設
日本消化器病学会専門医制度認定施設
日本神経学会専門医制度教育施設
日本認知症学会専門医制度教育施設
日本糖尿病学会認定教育施設
日本内分泌学会内分泌代謝科認定教育施設
日本静脈経腸栄養学会ＮＳT稼動施設
日本甲状腺学会認定専門医施設
日本透析医学会専門医制度認定施設
日本腎臓学会研修施設
日本急性血液浄化学会認定指定施設
日本血液学会認定血液研修施設
日本感染症学会研修施設
日本リウマチ学会教育施設
日本がん治療認定医機構認定研修施設
日本緩和医療学会認定研修施設
日本小児科学会小児科専門医研修施設
日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関
日本病理学会研修認定施設Ｂ
日本臨床細胞学会認定施設
日本臨床細胞学会教育研修施設
日本外科学会外科専門医制度修練施設

日本消化器外科学会専門医修練施設
日本食道外科専門医準認定施設
日本乳癌学会専門医制度認定施設
呼吸器外科専門医合同委員会基幹施設
日本脳神経外科学会専門医研修施設
三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設
日本泌尿器科学会専門医教育施設
日本眼科学会専門医制度研修施設
日本麻酔科学会麻酔科標榜のための研修施設
日本ペインクリニック学会指定研修施設
日本口腔外科学会認定研修施設
日本整形外科学会専門医制度研修施設
日本形成外科学会認定施設
日本皮膚科学会認定専門医研修施設
日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設
日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会インプラント実施施設
日本乳房オンコプラスティックサージャリー学会エキスパンダー実施施設
日本産科婦人科内視鏡学会認定研修施設
日本大腸肛門病学会認定施設
日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設
日本胆道学会指導施設
日本女性医学会専門医制度認定研修施設
外科周術期感染管理教育施設
日本輸血・細胞治療学会輸血機能評価認定制度（I&Ａ制度）認定施設
日本口腔科学会認定医制度研修施設
日本肝胆膵外科学会肝胆膵外科高度技能専門医修練施設Ｂ
日本脳卒中学会一次脳卒中センター
日本高気圧環境・潜水医学会認定施設
日本病院会病院総合医育成プログラム認定施設
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豊田厚生病院組織図

豊田厚生病院　組織図 令和4年３月1日現在
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豊田厚生病院会議・委員会組織図

豊田厚生病院　会議・委員会　組織図 令和4年３月1日現在
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医師名簿

医師名簿 令和4年３月1日現在

職　　　名 氏　名 診療科
病 院 長 川 口 　 鎮 心 臓 外 科
副院長兼第５診療部長兼通院治療センター長兼化学療法内科代表部長 鏡 味 　 良 豊 血 液 内 科
副 院 長 兼 感 染 制 御 部 長 岩 瀬 　 　 豊 泌 尿 器 科
加茂看護専門学校長兼豊田厚生病院副院長兼第2診療部長兼小児科代表部長 梶 田 　 光 春 小 児 科
副院長兼第1診療部長兼保健事業部長兼内科代表部長兼循環器内科代表部長 篠 田 　 政 典 循環器内科
副院長兼臨床研修部長兼入退院支援センター長兼血管外科部長 水 野 　 敬 輔 外 科
副院長兼第３診療部長兼外科代表部長兼乳腺外科部長 久留宮　康浩 外 科
副院長兼医療安全管理部長兼地域医療福祉連携部長兼脳神経内科代表部長 服 部 　 直 樹 脳神経内科
呼吸器内科代表部長兼アレルギー科部長 谷 川 　 吉 政 呼吸器内科
呼 吸 器 内 視 鏡 部 長 指 尾 　 豊 和 呼吸器内科
医 員 中 原 　 義 夫 呼吸器内科
医 員 林 　 か ず み 呼吸器内科
医 員 岩 本 　 和 馬 呼吸器内科
循 環 器 セ ン タ ー 長 金 子 　 鎮 二 循環器内科
循 環 器 内 科 外 来 部 長 窪 田 　 龍 二 循環器内科
循 環 器 内 科 Ｃ Ｃ U 部 長 大 橋 　 大 器 循環器内科
循 環 器 内 科 医 長 藤 田 　 雅 也 循環器内科
循 環 器 内 科 病 棟 医 長 畳 　 　 陽 祐 循環器内科
医 員 羽 賀 　 智 明 循環器内科
医 員 山 内 　 良 太 循環器内科
医 員 近藤　喜代太 循環器内科
医 員 堀 　 　 仁 美 循環器内科
医 員 長 井 　 　 伸 循環器内科
内視鏡センター長兼消化器内科代表部長 都 築 　 智 之 消化器内科
保健事業部健康管理室長兼消化器内科病棟部長兼化学療法内科部長 森 田 　 　 清 消化器内科
消 化 器 内 視 鏡 部 長 竹 内 　 淳 史 消化器内科
消 化 器 内 科 医 長 高 士 ひ と み 消化器内科
医 員 豊 島 　 　 創 消化器内科
医 員 平 岩 　 厚 佑 消化器内科
医 員 玉 腰 　 丈 博 消化器内科
医 員 近 藤 　 大 也 消化器内科
医 員 稲 掛 　 優 介 消化器内科
脳 神 経 内 科 外 来 部 長 冨 田 　 稔 脳神経内科
脳 神 経 内 科 病 棟 医 長 池 田 　 昇 平 脳神経内科
医 員 福 島 　 大 喜 脳神経内科
内 分 泌 ・ 代 謝 内 科 代 表 部 長 澤 井 　 喜 邦 内分泌・代謝内科
内 分 泌 ・ 代 謝 内 科 病 棟 部 長 加 藤 　 大 也 内分泌・代謝内科
医 員 増 田 　 　 富 内分泌・代謝内科
血液浄化センター長兼腎臓内科代表部長 倉 田 　 久 嗣 腎 臓 内 科
腎 臓 内 科 病 棟 医 長 吉 岡 　 知 輝 腎 臓 内 科
医 員 堀 　 　 貴 洋 腎 臓 内 科
医 員 石 川 　 稜 恭 腎 臓 内 科
医 員 斉 藤 　 絢 恵 腎 臓 内 科
医 員 水 野 　 幸 奈 腎 臓 内 科
血 液 内 科 代 表 部 長 平 賀 　 潤 二 血 液 内 科
血 液 内 科 病 棟 医 長 原 田 　 靖 彦 血 液 内 科
総 合 内 科 代 表 部 長 西 本 　 泰 浩 総 合 内 科
総 合 内 科 病 棟 医 長 鈴 木 　 誓 子 総 合 内 科
総 合 内 科 医 長 渡 口 　 賢 隆 総 合 内 科
感染症内科代表部長兼感染制御室長 川 端 　 　 厚 感染症内科
緩 和 ケ ア 内 科 代 表 部 長 村 松 　 雅 人 緩和ケア内科
医 員 金 山 　 　 均 内 科
医 員 西 村 　 大 作 内 科
医 員 山 口 　 健 介 内 科
医 員 飯田　しおり 内 科
医 員 大 橋 　 　 渉 内 科
医 員 南 谷 　 有 香 内 科
医 員 佐 藤 　 萌 美 内 科
医 員 伊 藤 　 怜 花 内 科
医 員 関 本 ち ひ ろ 内 科
医 員 石 川 　 大 貴 内 科
医 員 井 関 　 彰 太 内 科
医 員 糸 見 百 合 子 内 科
医 員 岩 田 　 恵 輔 内 科
医 員 木 村 　 侑 樹 内 科
精 神 科 代 表 部 長 前 川 　 和 範 精 神 科
医 員 渡 邉 　 周 一 精 神 科
小 児 科 病 棟 部 長 生 駒 　 雅 信 小 児 科
小 児 科 外 来 部 長 武 田 　 将 典 小 児 科
医 員 大 森 　 茉 令 小 児 科
医 員 榎 本 さ や か 小 児 科
医 員 竹 下 　 祥 敬 放 射 線 科
放 射 線 診 断 科 代 表 部 長 松 田 　 　 譲 放射線診断科
医 員 櫻 井 　 悠 介 放射線診断科
病 理 診 断 科 代 表 部 長 成 田 　 道 彦 病理診断科
医 員 山 下 　 依 子 病理診断科
患 者 相 談 部 長 兼 呼 吸 器 セ ン タ ー 長 平 松 　 義 規 呼吸器外科
呼 吸 器 外 科 代 表 部 長 岡 阪 　 敏 樹 呼吸器外科
医 員 今 村 　 由 人 呼吸器外科
医療安全管理部医療安全管理室長兼外科外来部長 世 古 口 　 英 外 科
中央手術センター長兼消化器外科部長 菅 原 　 　 元 外 科
上 部 消 化 器 外 科 部 長 井 上 　 昌 也 外 科
下 部 消 化 管 外 科 医 長 加 藤 　 健 宏 外 科
医 員 秋 田 　 直 宏 外 科
医 員 南 　 　 貴 之 外 科
医 員 権 田 　 紘 丈 外 科

職　　　名 氏　名 診療科
医 員 杉 浦 　 孝 太 外 科
医 員 長 田 　 祥 子 外 科
医 員 等 々 力 広 菜 外 科
医 員 石 谷 　 紗 希 外 科
医 員 大 澤 　 拓 哉 外 科
医 員 浜 辺 　 健 太 外 科
医 員 佐 久 本 一 樹 外 科
脳 神 経 外 科 代 表 部 長 立 花 　 栄 二 脳神経外科
脳 神 経 外 科 病 棟 部 長 住 友 　 正 樹 脳神経外科
脳 神 経 外 科 外 来 部 長 圓 若 　 幹 夫 脳神経外科
脳 神 経 外 科 病 棟 医 長 松 田 　 彰 乃 脳神経外科
医 員 蜂 谷 　 　 慶 脳神経外科
医 員 岡 田 　 　 航 脳神経外科
心 臓 外 科 代 表 部 長 荒 木 　 善 盛 心 臓 外 科
心 臓 外 科 医 長 寺 田 　 貴 史 心 臓 外 科
医 員 小 林 　 明 裕 心 臓 外 科
救命救急センター長兼救急科代表部長 小 林 　 修 一 救 急 科
救 急 科 外 来 部 長 畑 田 　 　 剛 救 急 科
医 員 伊 藤 　 貴 康 救 急 科
第 4 診 療 部 長 兼 泌 尿 器 科 代 表 部 長 橋 本 　 良 博 泌 尿 器 科
泌 尿 器 科 内 視 鏡 部 長 宇佐美　雅之 泌 尿 器 科
医 員 小 林 　 大 地 泌 尿 器 科
医 員 野 田 　 祐 介 泌 尿 器 科
眼 科 代 表 部 長 山 田 　 麻 里 眼 科
医 員 大 林 　 知 広 眼 科
医 員 湯 口 　 貴 彬 眼 科
医 員 髙 野 　 千 夏 眼 科
耳 鼻 咽 喉 科 代 表 部 長 欄 　 真 一 郎 耳鼻咽喉科
医 員 丹 羽 　 正 樹 耳鼻咽喉科
医 員 金 屋 　 歳 三 耳鼻咽喉科
医 員 服 部 　 杏 子 耳鼻咽喉科
医 員 鈴 木 　 克 代 耳鼻咽喉科
麻 酔 科 代 表 部 長 上 原 　 博 和 麻 酔 科
ペ イ ン ク リ ニ ッ ク 外 来 部 長 小 島 　 康 裕 麻 酔 科
医 員 岩 　 　 伶 麻 酔 科
医 員 上 甲 　 利 南 麻 酔 科
医 員 川 口 　 里 奈 麻 酔 科
医 員 川 口 　 大 地 麻 酔 科
医 員 大 島 　 貴 裕 麻 酔 科
医 員 水 野 　 佑 哉 麻 酔 科
歯科口腔外科代表部長兼歯科医師臨床研修科代表部長 兼 子 　 隆 次 歯科口腔外科
医 員 河 合 　 孝 真 歯科口腔外科
医 員 澤 木 　 　 廉 歯科口腔外科
医 員 伊 藤 　 大 泰 歯科口腔外科
整形外科代表部長兼リウマチ科部長 金 山 　 康 秀 整 形 外 科
脊 椎 脊 髄 セ ン タ ー 長 辻 　 　 太 一 整 形 外 科
整 形 外 科 外 来 部 長 二 村 　 尚 久 整 形 外 科
整 形 外 科 医 長 大 田 恭 太 郎 整 形 外 科
医 員 足 立 　 　 維 整 形 外 科
医 員 舘 　 　 寛 人 整 形 外 科
医 員 渡 部 　 　 拓 整 形 外 科
医 員 前 田 　 健 登 整 形 外 科
医 員 寺 澤 　 　 慧 整 形 外 科
形 成 外 科 代 表 部 長 川 端 　 明 子 形 成 外 科
医 員 水 野 　 玲 子 形 成 外 科
医 員 曽 我 　 宜 弘 形 成 外 科
皮 膚 科 代 表 部 長 鈴 木 　 伸 吾 皮 膚 科
皮 膚 科 外 来 部 長 足 立 　 秀 禎 皮 膚 科
医 員 榊 原 あ ゆ み 皮 膚 科
医 員 近 藤 　 綾 子 皮 膚 科
産 婦 人 科 代 表 部 長 針 山 　 由 美 産 婦 人 科
産 婦 人 科 病 棟 部 長 新 城 加 奈 子 産 婦 人 科
産 婦 人 科 医 長 新 保 　 暁 子 産 婦 人 科
医 員 安 井 　 裕 子 産 婦 人 科
医 員 神 谷 知 都 世 産 婦 人 科
医 員 宮 本 絵 美 里 産 婦 人 科
医 員 荒 木 　 　 甫 産 婦 人 科

氏　名 職　名 氏　名 職　名
秋葉　嘉将 研修医2年次 安藤　祐人 研修医 1年次
東　　凌平 研修医 2年次 石田　航大 研修医 1年次
大澤　奈央 研修医 2年次 岩田　侑也 研修医 1年次
市川　　慶 研修医 2年次 小林　優大 研修医 1年次
名里　瑛美 研修医2年次 三田　直弥 研修医1年次
岩瀨　　優 研修医 2年次 常　　裕輔 研修医 1年次
大野　由佳 研修医 2年次 鈴木　日向 研修医 1年次
加藤真由子 研修医 2年次 髙山　真央 研修医 1年次
桐谷　元樹 研修医 2年次 渕野　孝明 研修医 1年次
佐々木和磨 研修医 2年次 山田　有美 研修医 1年次
森　　浩紀 研修医 2年次 溝口　瑛心 研修医 1年次
山田　崇義 研修医 2年次 森　　重智 研修医 1年次
吉田健一郎 研修医 2年次 大和　義崇 研修医 1年次

神谷由紀恵 研修医 1年次
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役付職員名簿

役付職員名簿 令和4年３月1日現在

◆診療放射線室
室長 小澤　　功
課長 廣瀬　宜孝
課長 松本　真明
課長 深田　真司
係長 遠矢祐希子
係長 原田　和幸
係長 近藤　千晃
係長 伊藤　友彰
係長 阪口　　明
係長 村山　和宏
係長 松下　喜敬

◆臨床検査室
部長 中根　生弥
室長 田中　浩一
課長 木村　有里
課長 永田　篤志
課長 下竹美由紀
係長 鈴木　　梢
係長 蒲澤　康晃
係長 永田　悠起
係長 黒木　雅子
係長 藤田　啓介
係長 宮地　文子

◆リハビリテーション室
室長 平尾　重樹
課長 稲吉　美枝
係長 濱井　　均
係長 舟橋　宏樹
係長 岩附　史明
係長 吹留　理香

◆臨床工学室
室長 兵藤　好行
課長 沖島　正幸
係長 酒出　篤弥
係長 小川　正博
係長 辻川　圭亮

◆栄養管理室
室長 多氣みつ子
課長 森　　茂雄
係長 脇阪　涼子
係長 江口真奈美
係長 岩本　拓郎

◆薬剤部
部長 三宅　芳男
室長 祢冝田和正
室長 間瀬　　悟
室長 久保田敏行
課長 成瀬　加代
課長 鈴木　大介
課長 中尾　圭介
係長 各務さとみ
係長 榊原　崇芳
係長 植松　夏子
係長 近藤　　有

係長 西澤　圭祐
係長 酒井　幹康
係長 戸田　州俊
係長 横山　尚美

◆看護部
看護部長 阪口　浩美
看護部副看護部長兼地域医療福祉連携部地域総合支援室長 畠中　京子
看護部副看護部長 富川由佳里
看護部副看護部長 安藤　愛子
看護部副看護部長兼地域医療福祉連携部地域医療連携室長 西森　陽子
課長 ＡＢCDブロック 河合千恵子
課長 IＣU 櫛田　千景
課長 ＨＣU 中野　智子
課長 2Ａ病棟 牧　知香子
課長 ３Ａ病棟 三田　洋希
課長 ３Ｂ病棟 伊藤　知晴
課長 ３C病棟 吉野佐知子
課長 4Ａ病棟 林　眞千子
課長 4Ｂ病棟 塚本　浩子
課長 4C病棟 福田　郁栄
課長 4D病棟 伊藤美由起
課長 ５Ａ病棟 古橋美直子
課長 ５Ｂ病棟 蕨野久美子
課長 ５C病棟 下野　京子
課長 ５D病棟 伊藤　美幸
課長 放射線看護課 杉山　和美
課長 中央手術センター 三宅　敦子
課長 救命救急センター 池田　秀子
課長 内視鏡センター 上杉留里子
課長 入退院支援センター 加藤　昭子
課長 通院治療センター 中王子美保
係長 Ａブロック 浅井　陽子
係長 Ｂブロック 岩永　　香
係長 Cブロック 鈴木　幸子
係長 Dブロック 安藤真理子
係長 ＩCＵ 吉田　栄里
係長 ＩCＵ 川合　　舞
係長 ＨCＵ 伊藤真由美
係長 ＨCＵ 村田　　瞳
係長 ＨCＵ 山﨑　聖絵
係長 2Ａ病棟 的場　洋子
係長 2Ａ病棟 山越　美穂
係長 2Ａ病棟 上野　満智
係長 ３Ａ病棟 鈴木　尚子
係長 ３Ａ病棟 森下美紗子
係長 ３Ｂ病棟 森　めぐみ
係長 ３Ｂ病棟 米澤　康子
係長 ３C病棟 地引　雅子
係長 ３C病棟 鈴村　美佐
係長 4Ａ病棟 加藤　敏子
係長 4Ａ病棟 山本かおり
係長 4Ａ病棟 武田　由佳
係長 4Ｂ病棟 大牟田智佳子
係長 4Ｂ病棟 伊藤亜利沙
係長 4C病棟 関　　幸子
係長 4C病棟 豊田　　恵
係長 4D病棟 小澤　秀子
係長 4D病棟 武山　　忍
係長 ５Ａ病棟 村井奈津子
係長 ５Ａ病棟 戸田　礼美

係長 ５Ａ病棟 渡部　志保
係長 ５Ｂ病棟 渡邉かおる
係長 ５Ｂ病棟 山内　悦子
係長 ５C病棟 藤原民智代
係長 ５C病棟 鬼頭　奈央
係長 ５D病棟 小野田結花
係長 中央手術センター 岩村さより
係長 中央手術センター 柴田　詠次
係長 放射線看護課 佐藤　修秀
係長 救命救急センター 岩下　香代
係長 内視鏡センター 杉浦　公重
係長 血液浄化センター 岩屋奈央子
係長 入退院支援センター 梅村　育代
係長 通院治療センター 梶原佳代子
係長 看護管理課 石川　雅惠
係長 看護管理課 武藤　聡恵

◆事務部
部長 池田　真紀
事務管理室長 浅岡　一公
企画室長 服部　　学
企画課長 長谷川雅敏
医事課長 安藤　理恵
総務課長 森下　博文
医療情報係長 田中　誠大
診療情報係長 岡田　高明
教育研修係長 深田　　翼
医事第1係長 近藤　慎哉
医事第2係長 金田　麻美
医事第３係長 柴田　雅弘
診療支援係長 福和　　篤
庶務係長 野々山章斗
施設係長 大藪　宏樹
エネルギーセンター係長 近藤　　隼
保育主任 飯田　香澄

◆地域医療福祉連携部
地域医療連携課長 一柳　容子
医療福祉相談課長 杉村　龍也
地域医療連携係長 宇南山理栄
がん相談支援係長 片寄智香子
訪問看護ステーション訪問看護係長 齋藤　靖子
居宅介護支援係長 清水　浩子
地域包括支援センター係長 小林　宏美

◆医療安全管理部
課長 浅野真奈美
係長 加納千津子

◆感染制御部
課長 勝野　知子
係長 駒井　博子

◆患者相談部
課長 館向　幸子

◆保健事業部
課長 深田　英樹
係長 浦野美和子
係長 原　　明子
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職員数

職員数 令和4年３月1日現在

年度　
　職種

令和 4年 平成 3年 備　　　考

常
勤
職
員

医師 188 183 研修医26名含む

医
療
技
術
職

薬剤師 50	 48	
診療放射線技師 37	 36	
臨床検査技師 59	 59	
理学療法士 25	 26	
作業療法士 8	 8	
言語聴覚士 5	 4	
管理栄養士 １3	 １3	 栄養士
臨床工学技士 20	 １8	
ソーシャルワーカー １4	 １5	
歯科衛生士 4	 4	
その他 6	 6	 臨床心理士・視能訓練士

小　　計 24１	 237	

看
護
部
門

保健師 6	 6	
助産師 １8	 １7	
看護師 662	 654	
准看護師 5	 5	
看護助手 5１	 50	

小　　計 742	 732	

そ
の
他

事務員 １30 １29 
協助部門補助 6 7 検査科・放射線科補助等
管理技術者 35 37 ボイラ技士、保育士、調理師等
管理補助者 １0 １１ 調理員等

小　　計 １8１ １84 
合　　　計 １,352 １,336	

非
常
勤
職
員

医師 8１	 70	
看護部門 50	 54	 看護助手含む
その他 39	 45	

合　　　計 １70	 １69	
総　　合　　計 １,522	 １,505	
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令和３年度　豊田厚生病院事業計画

令和３年度　豊田厚生病院事業計画

１．環境認識
　急激な高齢化が進み、医療を取り巻く環境の大きな変化に直面している。国はすべての国民が安心でき
る質の高い医療提供体制の構築に向け、地域医療構想の実現、働き方改革の推進、医師の偏在対策の推進
といった三位一体の取り組みを進めている。医師の過重労働などの現状を背景に「医師の健康確保」「地
域医療体制の確保」との両立を目指した労働時間の短縮が求められている。都道府県では地域医療構想が
策定され、国は達成に向けて、地域医療構想に関するワーキンググループにおいて具体的対応方針の検証
に向けた議論の調整が行われ、地域医療構想調整会議にて改めて検証することを要請している。
　西三河北部医療圏では2025年までは人口は増加するが、65歳以上の増加率が高く高齢化が急速に進む医
療圏と認識されている。この地域では医療需要の高い年齢層が増加していくことで医療・介護の需要はさ
らなる増加が見込まれている。
　当院は救命救急センターを有し、国指定の地域がん診療連携拠点病院の指定を受ける「地域の中核病
院」として、高度急性期・急性期医療を担い、豊田市の市民病院的な役割を果たすことが求められてい
る。
　また、当該医療圏は広大なへき地対象地域を抱えているため、医療従事者の確保や適切な救急搬送計画
の推進が求められる。

2．基本方針（病院運営の基本姿勢及び目標）
　西三河北部医療圏の基幹病院として、救命救急センター機能、がん診療機能を軸に高度医療機能を有す
る「高機能病院」としての役割を果たし、圏域内完結の高度急性期・急性期医療を提供していく。地域医
療支援病院として紹介・逆紹介率の保持・推進を通じて地域の医療機関・診療所との連携を強化する中
で、重症患者・救急患者を積極的に受け入れ、地域包括ケアシステムにおける急性期病院としての機能を
果たしていく。
　また、公的医療機関として地域住民に信頼される病院を目指し、豊田市の市民病院的な役割を果たすと
ともに、地域医療の中核となる病院を目指す。

3．重点事項と実施目標
（ １）医療事業
　救命救急センター、地域がん診療連携拠点病院等の指定を受ける病院として、地域住民のニーズに応え
ることができるよう医療提供体制を充実させる。
　①　救急医療・集中治療体制の充実
　②　がん医療の充実
　③　看護体制の充実

（ ２）医療の質、安全強化
　医療技術の飛躍的な進歩に伴い、医療の質と安全に関する要望も高いものとなっていることから、安全
で安心な医療を提供できる体制を構築する。
　①　資格取得の推進
　②　医療の質の向上
　③　医療安全の充実
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令和３年度　豊田厚生病院事業計画

（ 3）地域との連携強化
　地域医療支援病院の指定を受ける病院として、医師会や近隣の医療機関だけではなく、地域の住民や団
体、ＪＡなどとの連携を強化する。
　①　地域医療連携の強化
　②　地域団体・住民との連携強化

（ ４）福祉・介護事業
　在宅医療・介護、福祉などについて、地域の保健・医療・福祉サービスとの連携を図り、総合的なサービ
スや情報を提供する。
　①　在宅医療・介護の推進
　②　地域包括ケアシステム運用への協働

（ ５）保健事業
　生活習慣病の予防と早期発見を目指し、高度な医療機器を用いた専門ドックをはじめとする各種の健診
コースを設定して幅広いニーズに対応する。
　①　保健事業の充実

（ ６）経営管理
　医療圏の基幹病院として地域医療を守り、地域住民から信頼される病院となるため、良質な人材を確保し
ながら安定した病院経営を継続させる。
　①　経営の安定
　②　適正な要員管理
　③　新たな施設基準の検討

（ ７）その他
　①　医療情報システムの更新
　②　新専門医制度への対応
　③　広報活動の充実
　④　働き方改革への対応
　⑤　タスクシフト・ワークシェアの推進
　⑥　障がい者雇用の推進
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Ⅰ　医療実績
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診療科別延患者数及び診療収入

１．診療科別延患者数及び診療収入

外　　　　　　　　来 入　　　　　　　　院
令和３年度 令和2年度 前年対比 令和３年度 令和2年度 前年対比

内 　 　 科 １3１,１39 １24,739 １05.１% １0１,275 99,568 １0１.7%
精 神 科 8,302 8,084 １02.7% － － －
小 児 科 9,92１ 8,422 １１7.8% 3,１87 2,538 １25.6%
外 　 　 科 2１,768 2１,084 １03.2% 24,１56 24,079 １00.3%
整 形 外 科 32,026 33,608 95.3% １6,780 １7,658 95.0%
形 成 外 科 9,209 8,248 １１１.7% １,64１ １,865 88.0%
脳 神 経 外 科 8,１34 7,698 １05.7% 9,１38 9,１38 １00.0%
呼 吸 器 外 科 2,１75 2,353 92.4% 2,5１8 2,747 9１.7%
心 臓 外 科 2,659 2,697 98.6% 2,86１ 2,7１9 １05.2%
皮 膚 科 １8,820 １8,１48 １03.7% １,956 2,１0１ 93.１%
泌 尿 器 科 １9,008 １8,77１ １0１.3% 8,470 6,7１4 １26.2%
産 婦 人 科 １5,497 １7,395 89.１% 6,889 6,833 １00.8%
眼 　 　 科 １3,342 １3,620 98.0% 2,6１4 3,420 76.4%
耳 鼻 咽 喉 科 １6,504 １6,356 １00.9% 3,766 4,697 80.2%
放 射 線 科 4,039 4,679 86.3% － － －
麻 酔 科 3,382 2,436 １38.8% 76 １１0 69.１%
歯科口腔外科 １2,606 １3,１46 95.9% 2,835 3,１65 89.6%
合 　 　 計 328,53１ 32１,484 １02.2% １88,１62 １87,352 １00.4%
一 日 平 均 １,352 １,3１8 １02.6% 5１6 5１3 １00.4%

　診療日数　外来：243日　入院：365日

（単位：人）
１．科別延患者数

年度別延患者数（人）
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診療科別延患者数及び診療収入

外　　　　　　　　来 入　　　　　　　　院
令和３年度 令和2年度 前年対比 令和３年度 令和2年度 前年対比

内 　 　 科 4,942,773 4,665,926 １05.9% 7,329,824 7,１39,840 １02.7%
精 神 科 77,560 74,894 １03.6% － － －
小 児 科 22１,843 203,267 １09.１% １98,055 １44,１22 １37.4%
外 　 　 科 893,23１ 784,758 １１3.8% 2,１83,855 2,１52,658 １0１.4%
整 形 外 科 664,98１ 652,4１5 １0１.9% １,872,9１4 １,978,452 94.7%
形 成 外 科 80,650 65,020 １24.0% １23,049 １29,762 94.8%
脳 神 経 外 科 １30,449 １23,80１ １05.4% 746,600 732,3１2 １02.0%
呼 吸 器 外 科 １67,436 １6１,233 １03.8% 3１9,423 367,648 86.9%
心 臓 外 科 32,283 28,666 １１2.6% 627,466 582,907 １07.6%
皮 膚 科 2１0,354 １80,3１7 １１6.7% 94,455 98,950 95.5%
泌 尿 器 科 7１8,857 62１,098 １１5.7% 540,703 437,82１ １23.5%
産 婦 人 科 208,953 １95,704 １06.8% 630,１46 6１0,432 １03.2%
眼 　 　 科 206,679 209,6１9 98.6% 249,602 3１１,１30 80.2%
耳 鼻 咽 喉 科 233,386 2１6,848 １07.6% 268,045 322,768 83.0%
放 射 線 科 84,509 97,058 87.１% － － －
麻 酔 科 39,609 28,１70 １40.6% 25,560 28,804 88.7%
歯科口腔外科 １28,762 １27,203 １0１.2% １74,423 １86,397 93.6%
合 　 　 計 9,042,3１5 8,435,996 １07.2% １5,384,１2１ １5,224,00１ １0１.１%

　診療日数　外来：243日　入院：365日

　（単位：千円）
2．科別診療収入

年度別診療収入（人）
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市町村別利用状況

２．市町村別利用状況

（単位：人）
１．市町村別外来利用状況（延患者数）

令和３年度 令和2年度 令和元年度
患　者　数 構　成　比 患　者　数 構　成　比 患　者　数 構　成　比

豊田市全域 260,769 79.4%	 255,364	 79.4%	 276,１7１	 79.5%	
＊豊田地区 228,744	 69.6%	 223,662	 69.6%	 242,１59	 69.7%	
＊藤岡地区 １7,492	 5.3%	 １6,868	 5.2%	 １8,28１	 5.3%	
＊小原地区 3,554	 １.１%	 3,333	 １.0%	 3,783	 １.１%	
＊足助地区 5,642	 １.7%	 5,665	 １.8%	 6,089	 １.8%	
＊ 旭 地 区 2,333	 0.7%	 2,766	 0.9%	 2,708	 0.8%	
＊下山地区 １,１30	 0.3%	 １,224	 0.4%	 １,205	 0.3%	
＊稲武地区 １,874	 0.6%	 １,846	 0.6%	 １,946	 0.6%	
み よ し 市 43,5１9	 １3.2%	 4１,820	 １3.0%	 44,79１	 １2.9%	
小　　　計 304,288	 92.6%	 297,１84	 92.4%	 320,962	 92.4%	
東　郷　町 4,526	 １.4%	 4,2１１	 １.3%	 4,540	 １.3%	
日　進　市 4,738	 １.4%	 4,692	 １.5%	 5,058	 １.5%	
岡　崎　市 2,539	 0.8%	 2,540	 0.8%	 2,709	 0.8%	
名 古 屋 市 3,683	 １.１%	 3,886	 １.2%	 4,2１6	 １.2%	
そ　の　他 8,757	 2.7%	 8,97１	 2.8%	 9,868	 2.8%	
小　　　計 24,243	 7.4%	 24,300	 7.6%	 26,39１	 7.6%	
合　　　計 328,53１	 １00.0%	 32１,484	 １00.0%	 347,353	 １00.0%	

西三河北部医療圏の外来患者数（人）

西三河北部医療圏以外の外来患者数（人）

令和元年度 令和２年度 令和３年度
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（単位：人）
2．市町村別入院利用状況（延患者数）

令和３年度 令和2年度 令和元年度
患　者　数 構　成　比 患　者　数 構　成　比 患　者　数 構　成　比

豊田市全域 １49,009 79.2%　 １49,463	 79.8%　 １57,306	 80.5%　
＊豊田地区 １25,956	 66.9%　 １27,265	 67.9%　 １35,246	 69.2%　
＊藤岡地区 １0,423	 5.5%　 １0,308	 5.5%　 １0,575	 5.4%　
＊小原地区 3,205	 １.7%　 2,906	 １.6%　 2,780	 １.4%　
＊足助地区 4,602	 2.4%　 4,4１4	 2.4%　 4,209	 2.2%　
＊ 旭 地 区 2,790	 １.5%　 2,１89	 １.2%　 １,956	 １.0%　
＊下山地区 648	 0.3%　 824	 0.4%　 １,077	 0.6%　
＊稲武地区 １,385	 0.7%　 １,557	 0.8%　 １,463	 0.7%　
み よ し 市 24,385	 １3.0%　 24,046	 １2.8%　 23,999	 １2.3%　
小　　　計 １73,394	 92.2%　 １73,509	 92.6%　 １8１,305	 92.8%　
東　郷　町 3,565	 １.9%　 3,026	 １.6%　 2,598	 １.3%　
日　進　市 2,869	 １.5%　 3,006	 １.6%　 2,29１	 １.2%　
岡　崎　市 １,272	 0.7%　 １,070	 0.6%　 １,728	 0.9%　
名 古 屋 市 2,１１4	 １.１%　 2,１29	 １.１%　 １,980	 １.0%　
そ　の　他 4,948	 2.6%　 4,6１2	 2.5%　 5,53１	 2.8%　
小　　　計 １4,768	 7.8%　 １3,843	 7.4%　 １4,１28	 7.2%　
合　　　計 １88,１62	 １00.0%　 １87,352	 １00.0%　 １95,433	 １00.0%　

西三河北部医療圏の入院患者数（人）

西三河北部医療圏以外の入院患者数（人）
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年齢別利用状況

３．年齢別利用状況

（単位：人、%）

（単位：人、%）

１．年齢別外来利用状況（延患者数）

2．年齢別入院利用状況（延患者数）

令和３年度 令和2年度 令和元年度
患 者 数 構 成 比 患 者 数 構 成 比 患 者 数 構 成 比

　　6才未満 7,987 2.4%	 6,862	 2.１%	 １１,１00	 3.2%	
6～１5才未満 8,986	 2.7%	 8,37１	 2.6%	 １0,46１	 3.0%	
１5～20才未満 5,674	 １.7%	 5,223	 １.6%	 5,99１	 １.7%	
20～65才未満 １37,750	 4１.9%	 １37,262	 42.7%	 １50,08１	 43.2%	
65～75才未満 76,１１8	 23.2%	 74,568	 23.2%	 79,243	 22.8%	
75才以上　　 92,0１6	 28.0%	 89,１98	 27.7%	 90,477	 26.0%	
合　　　計 328,53１	 １00.0%	 32１,484	 １00.0%	 347,353	 １00.0%	

令和３年度 令和2年度 令和元年度
患 者 数 構 成 比 患 者 数 構 成 比 患 者 数 構 成 比

　　6才未満 2,905 １.5%　 2,１79	 １.2%　 4,584	 2.3%　
6～１5才未満 １,938	 １.0%　 １,879	 １.0%　 2,374	 １.2%　
１5～20才未満 １,458	 0.8%　 １,477	 0.8%　 2,094	 １.１%　
20～65才未満 44,37１	 23.6%　 47,570	 25.4%　 50,720	 26.0%　
65～75才未満 45,528	 24.2%　 45,690	 24.4%　 43,893	 22.5%　
75才以上　　 9１,962	 48.9%　 88,557	 47.3%　 9１,768	 47.0%　
合　　　計 １88,１62	 １00.0%　 １87,352	 １00.0%　 １95,433	 １00.0%　

令和元年度 令和２年度 令和３年度
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４．救命救急センター外来利用状況

（単位：人）

１．診療科別患者数

2．月別患者数

診療科
時間内 時　間　外

合計延患者数 入院
（再掲）

日　直 当　直 時間外
合計延患者数 入院 患者数 入院(再掲）

内 科 5,699 １,27１ 3,327 657 5,72１ １,423 9,048 １4,747
精 神 科 １2 0 3 0 28 0 3１ 43
小 児 科 8１8 37 777 83 １,646 １59 2,423 3,24１
外 科 265 １47 １77 88 472 303 649 9１4
整 形 外 科 693 １35 765 １0１ １,259 １39 2,024 2,7１7
形 成 外 科 １26 0 １96 4 432 2 628 754
脳神経外科 352 １2１ 287 48 632 １48 9１9 １,27１
呼吸器外科 23 １0 １0 6 29 20 39 62
心 臓 外 科 7 6 8 4 １１ 9 １9 26
皮 膚 科 １１6 １4 2１4 １2 367 24 58１ 697
泌 尿 器 科 229 45 23１ 34 593 76 824 １,053
産 婦 人 科 73 １0 90 １3 １42 3１ 232 305
眼 科 １9 １ 56 0 １08 １ １64 １83
耳鼻咽喉科 272 １7 284 １0 525 28 809 １,08１
麻 酔 科 0 0 １ 0 0 0 １ １
歯科口腔外科 29 １ 49 １ １１１ 2 １60 １89
合 計 8,733 １,8１5 6,475 １,06１ １2,076 2,365 １8,55１ 27,284
前 年 度 6,303 １,583 5,１１4 947 １１,08１ 2,258 １6,１95 22,498
前年度対比 １38.6% １１4.7% １26.6% １１2.0% １09.0% １04.7% １１4.5% １2１.3%

年月日 時間内 時　間　外
合計日　直 当　直 時間外

合計患者数 入院(再掲） 患者数 入院(再掲） 患者数 入院(再掲）

R３

4月 573 １39 374 69 957 20１ １,33１ １,904
5月 524 １54 64１ １１5 １,000 １96 １,64１ 2,１65
6月 604 １58 356 66 885 １80 １,24１ １,845
7月 583 １28 570 9１ １,１65 2１8 １,735 2,3１8
8月 888 １38 588 84 １,203 200 １,79１ 2,679
9月 683 １１１ 455 74 896 １77 １,35１ 2,034
１0月 544 １24 426 8１ 926 １87 １,352 １,896
１１月 589 １20 449 75 883 １68 １,332 １,92１
１2月 586 １52 502 79 992 2１2 １,494 2,080

R4
１月 １,0１9 １84 808 １29 １,１07 2１8 １,9１5 2,934
2月 １,１89 2１8 746 １１7 １,047 2１4 １,793 2,982
3月 95１ １89 560 8１ １,0１5 １94 １,575 2,526

合　　計 8,733 １,8１5 6,475 １,06１ １2,076 2,365 １8,55１ 27,284

（単位：人）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

4 月 6 月5月 7月 9月8月 10 月 12 月11 月 1月 3月
時間外

2月
時間内

573 604524 583 683888
544 586589

1,019 9511,189

1,331 1,2411,641 1,735 1,351

1,791

1,352 1,4941,332

1,915
1,575

1,793



Toyotakosei Hospital Annual Report 2021 27

救命救急センター外来利用状況

3．救急車受入状況
①救急車受入数推移

②診療科別救急車受入数

時間内 時間外 総数 前年比
平成27年度 2,290 4,9１2 7,202 96.6%
平成28年度 2,338 4,954 7,292 １0１.2%
平成29年度 2,484 5,393 7,877 １08.0%
平成30年度 2,650 5,56１ 8,2１１ １04.2%
令和元年度 2,456 5,447 7,903 96.2%
令和 2年度 2,305 4,789 7,094 89.8%
令和 3年度 2,6１0 5,277 7,887 １１１.2%

診療科
時間内 時　間　外

合計患者数 入院(再掲） 日　直 当　直 時間外
合計患者数 入院(再掲） 患者数 入院(再掲）

内 科 １,479 838 650 332 2,288 １,008 2,938 4,4１7
精 神 科 3 0 0 0 １9 0 １9 22
小 児 科 80 22 48 １0 １88 55 236 3１6
外 科 １20 １00 40 34 １85 １47 225 345
整 形 外 科 4１4 １１4 246 79 504 １07 750 １,１64
形 成 外 科 24 0 35 2 74 0 １09 １33
脳神経外科 233 １07 １１2 3１ 304 １32 4１6 649
呼吸器外科 8 6 5 4 2１ １6 26 34
心 臓 外 科 6 5 4 4 8 7 １2 １8
皮 膚 科 １9 １0 8 2 37 １１ 45 64
泌 尿 器 科 96 36 42 １4 １68 46 2１0 306
産 婦 人 科 １7 4 6 3 30 １2 36 53
眼 科 2 0 0 0 5 １ 5 7
耳鼻咽喉科 96 １4 46 4 １92 １１ 238 334
麻 酔 科 0 0 0 0 0 0 0 0
歯科口腔外科 １3 0 2 0 １0 １ １2 25
合 計 2,6１0 １,256 １,244 5１9 4,033 １,554 5,277 7,887
前 年 度 2,305 １,１05 １,１36 476 3,653 １,438 4,789 7,094
前 年 対 比 １１3.2% １１3.7% １09.5% １09.0% １１0.4% １08.１% １１0.2% １１１.2%
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③月別救急車受入数

年月日 時間内 時間外
合計日　直 当　直 時間外

合計患者数 入院(再掲） 患者数 入院(再掲） 患者数 入院(再掲）

R３

4月 １86 97 72 28 288 １１6 360 546
5月 200 １１0 １１6 49 3１１ １１6 427 627
6月 249 １2１ 86 37 287 １１0 373 622
7月 １96 89 １26 47 378 １48 504 700
8月 243 １06 93 35 373 １25 466 709
9月 １83 75 93 36 290 １１6 383 566
１0月 2１１ 95 １0１ 42 330 １20 43１ 642
１１月 １9１ 94 １03 4１ 3１7 １１7 420 6１１
１2月 230 １１7 97 45 368 １35 465 695

R4
１月 230 １１3 １55 72 375 １59 530 760
2月 240 １１9 １１4 52 379 １58 493 733
3月 25１ １20 88 35 337 １34 425 676

合計 2,6１0 １,256 １,244 5１9 4,033 １,554 5,277 7,887

（単位：人）
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５．手術件数

令和３年度 令和2年度
件　数 緊急件数(再掲） 件　数 緊急件数(再掲）

内 科 96	 3	 １00 9	
外 科 １,624	 449	 １,600 456	
整 形 外 科 １,23１	 299	 １,388 297	
形 成 外 科 345	 5	 309	 9	
脳 神 経 外 科 25１	 １40	 225	 １34	
呼 吸 器 外 科 １67	 0	 １97	 １	
心 臓 外 科 １１3	 20	 １１6	 １3	
皮 膚 科 2１	 0	 2１	 0	
泌 尿 器 科 385	 １2	 3１2	 8	
産 婦 人 科 526	 6１	 5１6	 56	
眼 科 １,１43	 １7	 １,565 23	
耳 鼻 咽 喉 科 328	 １7	 354	 １0	
歯 科 口 腔 外 科 205	 0	 225	 0	
麻 酔 科 １8	 0	 5	 １	

合　　　計 6,453	 １,023	 6,933 １,0１7	

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和３年度令和２年度
手術件数
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６．分娩数・死亡数・剖検数

令和３年度 令和2年度
当　院 豊田市 当　院 豊田市

分　　娩　　数 245 2,863 26１ 3,080 

死 亡 数

悪 性 新 生 物 3１8 920 300 9１9 
心 疾 患 47 302 54 278 
肺炎及び気管支炎 49 １56 34 １26 
脳 血 管 疾 患 34 223 37 １99 
老 衰 8 4１8 8 4１6 
不 慮 の 事 故 １4 68 １6 １02 
腎 疾 患 １0 6１ １2 52 
肝 疾 患 １9 52 １9 42 
自 殺 １ 8１ １ 64 
高 血 圧 性 疾 患 0 9 １ １0 
そ の 他 23１ １,084 １75 959 
合 計 73１ 3,374 657 3,１67 

剖　　検　　数 １4 １9 

順位 臓器別 件数
１ 肺 75 
2 胃 41	
3 膵 39	
4 結腸 23	
5 肝 20 

順位 臓器別 件数
１ 肺 180	
2 胃 111	
3 膵 91	
4 結腸 79	
5 肝 63	

（単位：人）

（注）	 1）当院の死亡数は、入院中に死亡した数
	 2）豊田市の人数は、1月～１2月の数字を計上

[当院] [豊田市]
令和３年度　悪性新生物（発生臓器別内訳）
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７．退院患者統計

　集計の対象は入院年月日にかかわらず、令和 3年年 4月 １日から令和 4年 3月3１日までの退院患者とし
た。データは退院サマリおよび電子カルテ本文より抽出した。

１．診療科別・月別退院患者数

2．診療科別・死亡退院患者数

総数 比率 4月 5月 6月 7月 8月 9月 １0月 １１月 １2月 １月 2月 3月 死亡
総 数 １6,569 １00.0% １,369 １,387 １,456 １,388 １,46１ １,2１0 １,408 １,302 １,508 １,297 １,328 １,455 73１
内 科 3,42１ 20.6% 6１7 596 588 602 632 57１ 594 538 63１ 607 606 696 539
小 児 科 7１3 4.3% 53 75 97 １02 66 42 52 59 57 46 35 29 0
外 科 893 5.4% １77 １53 １56 １55 １75 １33 １66 １70 202 １38 １68 １6１ 88
整 形 外 科 １,092 6.6% １20 １27 １１3 １１2 １１１ 88 １１2 9１ １36 97 １１8 １22 4
形 成 外 科 293 １.8% １5 2１ 29 １4 29 １5 26 27 32 28 2１ 36 0
脳神経外科 503 3.0% 38 46 55 37 50 25 37 44 52 3１ 42 46 38
呼吸器外科 243 １.5% 24 １9 23 １3 23 １9 20 20 22 １8 22 20 7
心臓血管外 １１8 0.7% １2 １2 5 １2 8 １0 １4 8 １0 7 １2 8 7
皮 膚 科 １85 １.１% １5 １3 １8 １4 １8 23 20 １4 １3 １7 7 １3 0
泌 尿 器 科 906 5.5% 69 8１ 77 77 83 65 84 80 83 68 63 76 29
産 婦 人 科 １,009 6.１% 68 7１ 9１ 83 １05 67 １0１ 88 88 84 84 79 １4
眼 科 802 4.8% 7１ 85 １08 63 46 53 69 79 68 56 56 48 0
耳鼻咽喉科 479 2.9% 34 42 4１ 44 45 35 42 30 44 4１ 39 42 2
麻 酔 科 １8 0.１% 2 0 4 2 3 3 3 １ 0 0 0 0 0
歯科口腔外 72１ 4.4% 54 46 5１ 58 67 6１ 68 53 70 59 55 79 3
令和元年度 １6,529 １,387 １,228 １,34１ １,408 １,484 １,3１2 １,5１7 １,344 １,563 １,265 １,283 １,397

診療科 総数 比率 剖検数 剖検率 平均在院
日数

48時間以内
死亡 粗死亡率 精死亡率

総数 73１ １00.0% １3 １.8% １9.6 １06	 4.4% 3.8%
内 科 539 73.7% １2 2.2% 20.１ 69	 １5.8% １3.7%
小 児 科 0 － 0 － 0 － － －
外 科 88 １2.0% 0 0.0% １8.8 １6	 9.9% 8.１%
整 形 外 科 4 0.5% 0 0.0% 7 2	 0.4% 0.2%
形 成 外 科 0 0.0% － － 0 0	 － －
脳神経外科 38 5.2% 0 0.0% １１.5 １2	 7.6% 5.2%
呼吸器外科 7 １.0% 0 0.0% １9.7 0	 2.9% 2.9%
心臓血管外 7 １.0% １ １4.3% 9.7 3	 5.9% 3.4%
皮 膚 科 0 － － － 0 － － －
泌 尿 器 科 29 4.0% 0 0.0% 23.4 3	 3.2% 2.9%
産 婦 人 科 １4 １.9% 0 0.0% １7.9 １	 １.4% １.3%
眼 科 0 － － － 0 － － －
耳鼻咽喉科 2 0.3% 0 0.0% 42 0	 0.4% 0.4%
麻 酔 科 0 － － － 0 － － －
歯科口腔外 3 0.4% 0 0.0% 43.3 0	 0.4% 0.4%
※精死亡率：（総死亡数－入院後48時間以内死亡数）/退院患者数×100を表す

4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月
令和３年度 令和２年度
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3．地域別・年齢階層別退院患者数
地域 性別 総数 比率(％） 平均年齢 0～9歳 ～19歳 ～29歳 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 ～79歳 ～89歳 90歳～

総数
計 １6,569 １00.0 62.50 8１0 477 722 759 １,１46 １,695 2,327 4,739 3,１１8 776
男 9,09１ １00.0 63.50 462 235 302 269 526 946 １,402 2,994 １,704 25１
女 7,478 １00.0 6１.40 348 242 420 490 620 749 925 １,745 １,4１4 525

井郷
地区

計 802 4.8 64.90 3１ １5 32 30 62 60 １0１ 266 １72 33
男 462 5.１ 66.90 １5 7 １6 9 3１ 33 60 １7１ １07 １3
女 340 4.5 62.20 １6 8 １6 2１ 3１ 27 4１ 95 65 20

猿投
地区

計 476 2.9 64.20 １3 2１ 9 １2 33 59 84 １48 75 22
男 286 3.１ 65.00 7 １2 4 5 １6 34 52 １１１ 38 7
女 １90 2.5 63.１0 6 9 5 7 １7 25 32 37 37 １5

猿投台
地区

計 704 4.2 66.70 25 １5 １7 3１ 37 60 88 225 １58 48
男 385 4.2 67.50 １4 6 6 １5 １8 １9 58 １56 8１ １2
女 3１9 4.3 65.70 １１ 9 １１ １6 １9 4１ 30 69 77 36

逢妻
地区

計 １,236 7.5 63.80 50 26 46 50 90 １4１ １69 372 229 63
男 705 7.8 64.60 34 8 20 １8 42 79 １１１ 230 １48 １5
女 53１ 7.１ 62.80 １6 １8 26 32 48 62 58 １42 8１ 48

朝日丘
地区

計 7１3 4.3 62.70 35 １9 23 34 62 84 86 204 １33 33
男 4１１ 4.5 62.70 25 7 １１ １0 35 49 6１ １32 73 8
女 302 4.0 62.70 １0 １2 １2 24 27 35 25 72 60 25

崇化館
地区

計 １,2１3 7.3 64.40 68 23 34 42 82 １23 １47 372 245 77
男 669 7.4 65.20 38 １0 １0 １8 40 62 １03 233 １29 26
女 544 7.3 63.50 30 １3 24 24 42 6１ 44 １39 １１6 5１

豊南
地区

計 252 １.5 59.60 １3 6 １3 １2 27 34 37 68 30 １2
男 １30 １.4 63.60 7 3 2 3 9 １6 １8 47 20 5
女 １22 １.6 55.40 6 3 １１ 9 １8 １8 １9 2１ １0 7

保見
地区

計 869 5.2 62.50 50 １7 37 47 49 77 １34 26１ １72 25
男 467 5.１ 65.50 20 7 １5 １4 １3 36 86 １83 88 5
女 402 5.4 58.90 30 １0 22 33 36 4１ 48 78 84 20

梅坪台
地区

計 57１ 3.4 60.70 １9 2１ 33 27 48 86 89 １25 １03 20
男 3１5 3.5 60.00 １2 １6 １0 １2 29 49 59 79 40 9
女 256 3.4 6１.50 7 5 23 １5 １9 37 30 46 63 １１

浄水
地区

計 703 4.2 55.30 62 42 40 55 60 5１ 86 200 85 22
男 378 4.2 56.60 35 23 １8 １6 28 36 45 １20 53 4
女 325 4.3 53.80 27 １9 22 39 32 １5 4１ 80 32 １8

益富
地区

計 288 １.7 66.50 7 6 5 １4 7 23 54 １22 40 １0
男 １76 １.9 68.40 3 3 4 3 4 １3 39 72 30 5
女 １１2 １.5 63.50 4 3 １ １１ 3 １0 １5 50 １0 5

美里
地区

計 608 3.7 66.30 １7 9 １5 24 43 68 74 20１ １33 24
男 3１0 3.4 67.70 １１ 8 2 7 １7 32 27 １27 69 １0
女 298 4.0 64.90 6 １ １3 １7 26 36 47 74 64 １4

高橋
地区

計 7１6 4.3 66.90 24 １0 25 １5 48 77 94 200 １77 46
男 395 4.3 67.30 １5 4 8 8 １5 49 52 １30 １06 8
女 32１ 4.3 66.40 9 6 １7 7 33 28 42 70 7１ 38

石野
地区

計 １77 １.１ 66.30 7 2 8 １0 １3 １１ 24 44 47 １１
男 83 0.9 67.00 5 １ 5 3 １ 4 7 25 30 2
女 94 １.3 65.70 2 １ 3 7 １2 7 １7 １9 １7 9

松平
地区

計 １36 0.8 66.00 5 5 7 １ 8 １3 １7 34 32 １4
男 75 0.8 67.30 3 2 2 0 4 8 9 23 2１ 3
女 6１ 0.8 64.60 2 3 5 １ 4 5 8 １１ １１ １１

前林
地区

計 327 2.0 64.70 20 5 １2 9 １2 3１ 44 １１6 62 １6
男 １97 2.2 65.30 １2 5 6 3 5 １8 22 8１ 40 5
女 １30 １.7 63.80 8 0 6 6 7 １3 22 35 22 １１

竜神
地区

計 464 2.8 65.50 １5 4 2１ １5 2１ 67 5１ １67 86 １7
男 252 2.8 64.60 9 １ １１ １１ 7 4１ 29 １02 36 5
女 2１2 2.8 66.50 6 3 １0 4 １4 26 22 65 50 １2

若園
地区

計 １37 0.8 65.80 2 3 7 6 8 １3 １9 44 28 7
男 62 0.7 65.80 １ １ 3 １ 3 7 １１ 25 9 １
女 75 １.0 65.90 １ 2 4 5 5 6 8 １9 １9 6

高岡
地区

計 236 １.4 63.１0 １2 6 6 １2 １7 26 28 70 5１ 8
男 １4１ １.6 66.１0 4 3 2 １0 7 １8 8 45 4１ 3
女 95 １.3 58.70 8 3 4 2 １0 8 20 25 １0 5
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地域 性別 総数 比率(％） 平均年齢 0～9歳 ～19歳 ～29歳 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 ～79歳 ～89歳 90歳～

上郷
地区

計 １78 １.１ 63.40 １１ 7 5 3 7 １6 １9 75 32 3
男 １１4 １.3 63.60 8 6 0 １ 4 １１ １0 54 １9 １
女 64 0.9 63.１0 3 １ 5 2 3 5 9 2１ １3 2

末野原
地区

計 209 １.3 56.80 20 5 １0 １3 １6 2１ 34 60 28 2
男 98 １.１ 55.30 １3 2 2 5 7 １4 １3 33 9 0
女 １１１ １.5 58.１0 7 3 8 8 9 7 2１ 27 １9 2

藤岡
地区

計 448 2.7 66.90 6 １2 １8 １１ 27 52 69 １１3 １08 32
男 229 2.5 66.１0 3 5 9 １ １3 3１ 45 69 45 8
女 2１9 2.9 67.80 3 7 9 １0 １4 2１ 24 44 63 24

藤岡南
地区

計 482 2.9 58.80 33 １4 １9 29 26 53 １１8 １30 54 6
男 258 2.8 57.70 23 9 １１ １0 １１ 28 62 78 25 １
女 224 3.0 60.00 １0 5 8 １9 １5 25 56 52 29 5

小原
地区

計 254 １.5 72.70 3 3 2 2 6 １9 50 78 64 27
男 １4１ １.6 7１.50 2 １ １ 0 5 １0 3１ 47 35 9
女 １１3 １.5 74.１0 １ 2 １ 2 １ 9 １9 3１ 29 １8

足助
地区

計 367 2.2 7１.20 5 5 4 8 8 25 72 １23 90 27
男 203 2.2 7１.30 3 4 2 3 4 １3 34 76 55 9
女 １64 2.2 7１.１0 2 １ 2 5 4 １2 38 47 35 １8

下山
地区

計 55 0.3 68.70 １ １ 0 0 3 8 １6 １4 4 8
男 37 0.4 68.１0 １ １ 0 0 3 １ １4 9 3 5
女 １8 0.2 70.１0 0 0 0 0 0 7 2 5 １ 3

稲武
地区

計 １29 0.8 74.60 2 0 2 0 5 4 2１ 50 28 １7
男 69 0.8 73.90 １ 0 0 0 2 3 １7 26 １3 7
女 60 0.8 75.30 １ 0 2 0 3 １ 4 24 １5 １0

旭
地区

計 １62 １.0 73.60 １ １ １ 5 2 １0 33 42 5１ １6
男 １05 １.2 73.80 0 0 １ 3 2 8 2１ 27 33 １0
女 57 0.8 73.１0 １ １ 0 2 0 2 １2 １5 １8 6

みよし市
計 2,305 １3.9 57.90 １68 95 １49 １2１ １88 248 3１6 546 393 8１
男 １,243 １3.7 58.90 90 47 7１ 44 87 １42 １96 327 207 32
女 １,062 １4.2 56.70 78 48 78 77 １0１ １06 １20 2１9 １86 49

東郷町
計 3１4 １.9 60.40 23 7 20 １１ 32 26 3１ 85 67 １2
男 １68 １.8 60.１0 １2 5 8 3 20 １5 １9 5１ 3１ 4
女 １46 2.0 60.80 １１ 2 １2 8 １2 １１ １2 34 36 8

日進市
計 265 １.6 56.50 30 7 １8 23 １9 １6 26 6１ 50 １5
男 １39 １.5 56.30 １9 5 １0 8 4 8 １6 36 25 8
女 １26 １.7 56.70 １１ 2 8 １5 １5 8 １0 25 25 7

岡崎市
計 １37 0.8 53.70 2 １0 １4 １１ １１ １9 3１ 30 8 １
男 6１ 0.7 58.50 １ １ 4 3 4 １１ 22 １0 4 １
女 76 １.0 49.80 １ 9 １0 8 7 8 9 20 4 0

刈谷市
計 3１ 0.2 39.90 0 8 6 4 3 0 6 2 １ １
男 １2 0.１ 6１.30 0 0 １ １ 2 0 5 １ １ １
女 １9 0.3 26.40 0 8 5 3 １ 0 １ １ 0 0

名古屋市
計 １63 １.0 53.50 １0 4 １9 23 １9 １9 １2 24 26 7
男 78 0.9 54.１0 7 3 5 6 9 １１ １0 １5 9 3
女 85 １.１ 53.00 3 １ １4 １7 １0 8 2 9 １7 4

安城市
計 23 0.１ 36.00 3 6 4 0 3 １ 0 5 １ 0
男 １4 0.2 44.90 １ 3 2 0 2 0 0 5 １ 0
女 9 0.１ 22.00 2 3 2 0 １ １ 0 0 0 0

知立市
計 40 0.2 50.60 １ １ 4 7 7 8 4 3 3 2
男 １3 0.１ 5１.00 １ 0 １ １ 2 3 3 １ １ 0
女 27 0.4 50.40 0 １ 3 6 5 5 １ 2 2 2

瀬戸市
計 50 0.3 49.80 5 １ 2 8 7 8 6 8 4 １
男 28 0.3 52.80 2 0 2 3 3 6 4 7 １ 0
女 22 0.3 46.00 3 １ 0 5 4 2 2 １ 3 １

長久手市
計 24 0.１ 57.30 １ 0 3 3 2 2 2 6 3 2
男 １5 0.2 62.30 0 0 2 2 0 2 １ 3 3 2
女 9 0.１ 48.90 １ 0 １ １ 2 0 １ 3 0 0

その他
市外

計 202 １.5 49.70 9 23 2１ 24 １8 24 24 28 25 6
男 １１2 １.5 52.63 5 9 １１ 8 １１ １7 １4 １9 １5 3
女 90 １.4 46.07 4 １4 １0 １6 7 7 １0 9 １0 3

県外
計 １03 0.6 54.40 １ １2 １１ 7 １0 １2 １１ １7 20 2
男 55 0.6 55.80 0 7 4 １ 7 9 8 8 １0 １
女 48 0.6 52.80 １ 5 7 6 3 3 3 9 １0 １



Toyotakosei Hospital Annual Report 202134

退院患者統計

4．疾病別・診療科別退院患者数（大分類）

国際分類大項目分類

総

数

内

科

小

児

科

外

科

整
形
外
科

形
成
外
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外
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呼
吸
器
外
科

心
臓
血
管
外

皮

膚

科

泌
尿
器
科

産
婦
人
科

眼

科

耳
鼻
咽
喉
科

麻

酔

科

歯
科
口
腔
外

死

亡

数

剖

検

数

総　　数
計 １6,569 7,278 7１3 １,954 １,347 293 503 243 １１8 １85 906 １,009 802 479 １8 72１ 73１ １3
男 9,09１ 4,446 39１ １,１１7 622 １26 298 １69 8１ １04 754 0 378 276 8 32１ 444 7
女 7,478 2,832 322 837 725 １67 205 74 37 8１ １52 １,009 424 203 １0 400 287 6

!　感染症及び寄生虫症
計 304 １39 9１ １0 １ 0 0 2 0 34 8 5 0 １0 4 0 １6 １
男 １39 63 42 8 １ 0 0 １ 0 １6 4 0 0 2 2 0 6 0
女 １65 76 49 2 0 0 0 １ 0 １8 4 5 0 8 2 0 １0 １

"　新生物
計 3,１49 １,１88 0 65１ １2 6１ 53 １28 0 26 3１8 526 0 １48 １ 37 30１ 3
男 １,602 783 0 295 4 3１ 32 77 0 １0 262 0 0 86 0 22 １87 3
女 １,547 405 0 356 8 30 2１ 5１ 0 １6 56 526 0 62 １ １5 １１4 0

#　血液及び造血器の疾
患並びに免疫機構の障
害

計 9１ 65 9 9 0 １ 0 １ 0 １ 2 3 0 0 0 0 5 １
男 5１ 39 2 5 0 １ 0 １ 0 １ 2 0 0 0 0 0 4 0
女 40 26 7 4 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 １ １

$　内分泌，栄養及び代
謝疾患

計 377 29１ 28 １2 2 １ １ 2 0 0 １ 0 4 35 0 0 4 0
男 20１ １64 １4 6 １ 0 １ 2 0 0 １ 0 3 9 0 0 2 0
女 １76 １27 １4 6 １ １ 0 0 0 0 0 0 １ 26 0 0 2 0

%　精神及び行動の障害
計 １6 １6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
男 8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

&　神経系の疾患
計 3１2 222 １7 0 35 １ 23 0 0 0 0 0 0 １１ 3 0 9 １
男 １88 １40 9 0 １5 0 １3 0 0 0 0 0 0 9 2 0 7 １
女 １24 82 8 0 20 １ １0 0 0 0 0 0 0 2 １ 0 2 0

'　眼及び付属器の疾患
計 902 １ 0 0 0 １１5 0 0 0 0 0 0 786 0 0 0 0 0
男 408 １ 0 0 0 38 0 0 0 0 0 0 369 0 0 0 0 0
女 494 0 0 0 0 77 0 0 0 0 0 0 4１7 0 0 0 0 0

(　耳及び乳様突起の疾
患

計 66 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 60 0 0 0 0
男 28 １ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 0 0 0 0
女 38 １ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 35 0 0 0 0

)　循環器系の疾患
計 2,5１4 2,032 １ １48 0 １ 2１6 0 １１5 0 0 １ 0 0 0 0 １１9 2
男 １,6１4 １,299 １ １１6 0 １ １１8 0 79 0 0 0 0 0 0 0 69 １
女 900 733 0 32 0 0 98 0 36 0 0 １ 0 0 0 0 50 １

*　呼吸器系の疾患
計 １,2１2 73１ 243 １0 0 0 １ 70 0 0 0 １ 0 １55 0 １ １43 0
男 779 469 １3１ 6 0 0 １ 62 0 0 0 0 0 １09 0 １ 98 0
女 433 262 １１2 4 0 0 0 8 0 0 0 １ 0 46 0 0 45 0

+　消化器系の疾患
計 2,576 902 4 994 １ １ １ １ 0 0 １ 5 0 7 0 659 65 3
男 １,4１4 503 4 6１2 0 １ １ 0 0 0 0 0 0 6 0 287 37 １
女 １,１62 399 0 382 １ 0 0 １ 0 0 １ 5 0 １ 0 372 28 2

,　皮膚及び皮下組織の
疾患

計 １95 22 １2 5 4 4１ 0 １ 0 １0１ １ 0 0 7 0 １ 2 0
男 １１8 １5 8 2 3 22 0 0 0 63 １ 0 0 4 0 0 0 0
女 77 7 4 3 １ １9 0 １ 0 38 0 0 0 3 0 １ 2 0

-　筋骨格系及び結合組
織の疾患

計 465 62 １6 １ 355 2 2 １ 0 8 0 １ １ 6 １0 0 3 １
男 208 25 １１ １ １53 2 2 １ 0 7 0 0 0 2 4 0 2 １
女 257 37 5 0 202 0 0 0 0 １ 0 １ １ 4 6 0 １ 0

.　尿路性器系の疾患
計 １,025 46１ 25 １5 0 １ 0 0 0 １ 379 １42 0 １ 0 0 29 １
男 552 236 １6 5 0 0 0 0 0 １ 294 0 0 0 0 0 １１ 0
女 473 225 9 １0 0 １ 0 0 0 0 85 １42 0 １ 0 0 １8 １

/　妊娠，分娩及び産
じょく

計 307 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 307 0 0 0 0 0 0
男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0
女 307 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 307 0 0 0 0 0 0

0　周産期に発生した病
態

計 49 0 49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
男 24 0 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
女 25 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1　先天奇形，変形及び
染色体異常

計 64 １4 １ 4 １１ 5 2 4 １ 0 2 １ 0 １9 0 0 0 0
男 26 4 0 3 4 １ １ 2 0 0 １ 0 0 １0 0 0 0 0
女 38 １0 １ １ 7 4 １ 2 １ 0 １ １ 0 9 0 0 0 0
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5．診療科別・在院期間別退院患者数
総数 1～８日 9～１5日 16～22日 23～31日 1～2月 2～３月 ３～6月 6月～１年 1～2年 2年～ 平均在

院日数

総 数
計 １6,569 9,445 3,404 １,657 949 942 １36 33 3 0 0 １１.3
男 9,09１ 5,１１7 １,844 9１9 539 560 87 24 １ 0 0 １１.7
女 7,478 4,328 １,560 738 4１0 382 49 9 2 0 0 １0.8

内 科
計 7,278 3,332 １,76１ 925 555 604 84 １7 0 0 0 １3.8
男 4,446 2,１29 １,043 532 323 355 5１ １3 0 0 0 １3.5
女 2,832 １,203 7１8 393 232 249 33 4 0 0 0 １4.2

小 児 科
計 7１3 666 42 １ 2 2 0 0 0 0 0 4.5
男 39１ 367 22 0 0 2 0 0 0 0 0 4.4
女 322 299 20 １ 2 0 0 0 0 0 0 4.6

外 科
計 １,954 982 5１3 １94 １26 １１4 １9 6 0 0 0 １2.5
男 １,１１7 579 260 １20 7１ 66 １6 5 0 0 0 １2.9
女 837 403 253 74 55 48 3 １ 0 0 0 １2.0

整形外科
計 １,347 6１0 3１9 250 80 76 9 2 １ 0 0 １2.3
男 622 3１7 １40 87 34 39 4 １ 0 0 0 １１.5
女 725 293 １79 １63 46 37 5 １ １ 0 0 １3.１

形成外科
計 293 250 １7 １6 2 4 3 １ 0 0 0 5.7
男 １26 １00 １0 １0 0 4 １ １ 0 0 0 7.2
女 １67 １50 7 6 2 0 2 0 0 0 0 4.5

脳神経外科
計 503 １57 １30 80 56 62 １4 4 0 0 0 １8.2
男 298 9１ 78 45 33 39 １0 2 0 0 0 １8.8
女 205 66 52 35 23 23 4 2 0 0 0 １7.4

呼吸器外科
計 243 83 １30 １3 １3 4 0 0 0 0 0 １0.8
男 １69 64 80 １１ １１ 3 0 0 0 0 0 １１.0
女 74 １9 50 2 2 １ 0 0 0 0 0 １0.6

心臓血管外
計 １１8 7 4 4１ 42 2１ １ １ １ 0 0 28.3
男 8１ 5 4 25 28 １7 １ １ 0 0 0 27.3
女 37 2 0 １6 １4 4 0 0 １ 0 0 30.6

皮 膚 科
計 １85 １22 30 １9 １0 4 0 0 0 0 0 9.4
男 １04 63 2１ １１ 5 4 0 0 0 0 0 １0.１
女 8１ 59 9 8 5 0 0 0 0 0 0 8.4

泌尿器科
計 906 606 １55 78 35 27 4 １ 0 0 0 9.１
男 754 5１9 １23 6１ 25 22 4 0 0 0 0 8.7
女 １52 87 32 １7 １0 5 0 １ 0 0 0 １１.2

産婦人科
計 １,009 773 １96 １4 １3 １2 １ 0 0 0 0 6.9
男 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0
女 １,009 773 １96 １4 １3 １2 １ 0 0 0 0 6.9

国際分類大項目分類
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2　症状，徴候及び異常臨
床所見・異常検査所見で
他に分類されないもの

計 １78 67 92 7 １ 0 0 １ 0 0 3 １ 0 6 0 0 3 0
男 96 30 53 7 0 0 0 １ 0 0 2 0 0 3 0 0 １ 0
女 82 37 39 0 １ 0 0 0 0 0 １ １ 0 3 0 0 2 0

3　損傷，中毒及びその
他の外因の影響

計 １,069 79 9 46 622 30 １78 3１ 2 １4 １8 9 8 １3 0 １0 １7 0
男 565 4１ 5 26 294 １9 １１3 2１ 2 6 １7 0 3 １１ 0 7 7 0
女 504 38 4 20 328 １１ 65 １0 0 8 １ 9 5 2 0 3 １0 0

4　健康状態に影響を及
ぼす要因及び保健サー
ビスの利用

計 １,329 62１ １06 42 303 33 26 １ 0 0 １73 7 3 １ 0 １3 １ 0
男 852 4１2 64 25 １47 １0 １6 １ 0 0 １70 0 3 0 0 4 １ 0
女 477 209 42 １7 １56 23 １0 0 0 0 3 7 0 １ 0 9 0 0

5　特殊目的用コード
　（新型コロナウイルス

感染症を含む）

計 369 363 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 １4 0
男 2１8 2１3 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 １2 0
女 １5１ １50 １ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0

※主病名に対する死亡数であるため、死因統計とは異なる
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総数 1～８日 9～１5日 16～22日 23～31日 1～2月 2～３月 ３～6月 6月～１年 1～2年 2年～ 平均在
院日数

眼 科
計 802 764 33 5 0 0 0 0 0 0 0 3.3
男 378 358 １8 2 0 0 0 0 0 0 0 3.3
女 424 406 １5 3 0 0 0 0 0 0 0 3.2

耳鼻咽喉科
計 479 399 59 7 8 5 0 0 １ 0 0 8.0
男 276 226 35 4 5 5 0 0 １ 0 0 8.7
女 203 １73 24 3 3 0 0 0 0 0 0 7.0

麻 酔 科
計 １8 １8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4.2
男 8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4.0
女 １0 １0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4.4

歯科口腔外
計 72１ 676 １5 １4 7 7 １ １ 0 0 0 4.0
男 32１ 29１ １0 １１ 4 4 0 １ 0 0 0 4.7
女 400 385 5 3 3 3 １ 0 0 0 0 3.5

6．疾病別・在院期間別退院患者数（大分類）
国際分類大項目分類 総数 1～８日 9～１5日 １6～22日 23～3１日 1～2月 2～３月 ３～6月 6月～1

年 1～2年 2年～ 平均在
院日数

総　　数
計 １6,569 9,445 3,404 １,657 949 942 １36 33 3 0 0 １１.3
男 9,09１ 5,１１7 １,844 9１9 539 560 87 24 １ 0 0 １１.7
女 7,478 4,328 １,560 738 4１0 382 49 9 2 0 0 １0.8

!　感染症及び寄生虫症
計 304 １87 53 １9 １6 23 4 2 0 0 0 １2.9
男 １39 82 27 9 5 １3 2 １ 0 0 0 １3.6
女 １65 １05 26 １0 １１ １0 2 １ 0 0 0 １2.3

"　新生物
計 3,１49 １,330 854 4１5 246 259 37 8 0 0 0 １4.3
男 １,602 544 455 270 １49 １50 28 6 0 0 0 １6.4
女 １,547 786 399 １45 97 １09 9 2 0 0 0 １2.2

#　血液及び造血器の疾
患並びに免疫機構の障
害

計 9１ 42 22 １4 6 6 0 １ 0 0 0 １3.4
男 5１ 22 １3 9 4 2 0 １ 0 0 0 １4.0
女 40 20 9 5 2 4 0 0 0 0 0 １2.6

$　内分泌，栄養及び代
謝疾患

計 377 １72 １08 4１ 23 30 3 0 0 0 0 １3.7
男 20１ 97 6１ １8 １0 １4 １ 0 0 0 0 １2.8
女 １76 75 47 23 １3 １6 2 0 0 0 0 １4.8

%　精神及び行動の障害
計 １6 6 5 3 2 0 0 0 0 0 0 １１.3
男 8 4 3 １ 0 0 0 0 0 0 0 8.0
女 8 2 2 2 2 0 0 0 0 0 0 １4.6

&　神経系の疾患
計 3１2 １74 52 30 2１ 26 8 １ 0 0 0 １3.3
男 １88 １１4 23 １7 １2 １6 6 0 0 0 0 １2.9
女 １24 60 29 １3 9 １0 2 １ 0 0 0 １3.8

'　眼及び付属器の疾患
計 902 868 3１ 3 0 0 0 0 0 0 0 3.0
男 408 389 １7 2 0 0 0 0 0 0 0 3.2
女 494 479 １4 １ 0 0 0 0 0 0 0 2.9

(　耳及び乳様突起の疾
患

計 66 59 5 2 0 0 0 0 0 0 0 6.１
男 28 23 4 １ 0 0 0 0 0 0 0 6.0
女 38 36 １ １ 0 0 0 0 0 0 0 6.１

)　循環器系の疾患
計 2,5１4 １,１73 557 356 222 １80 １8 7 １ 0 0 １3.4
男 １,6１4 8１１ 344 206 １36 １05 8 4 0 0 0 １2.5
女 900 362 2１3 １50 86 75 １0 3 １ 0 0 １5.0

*　呼吸器系の疾患
計 １,2１2 539 256 １54 １１6 １22 23 １ １ 0 0 １5.8
男 779 349 １55 97 76 84 １6 １ １ 0 0 １6.4
女 433 １90 １0１ 57 40 38 7 0 0 0 0 １4.8

+　消化器系の疾患
計 2,576 １,742 499 １46 92 85 8 4 0 0 0 8.8
男 １,4１4 948 28１ 83 4１ 52 5 4 0 0 0 9.１
女 １,１62 794 2１8 63 5１ 33 3 0 0 0 0 8.4
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7．疾病別・年齢階層別退院患者数（大分類）
国際分類大項目分類 総数 0～9歳 ～19歳 ～29歳 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 ～79歳 ～89歳 90歳～ 平均

年齢

総　　数
計 １6,569 8１0 477 722 759 １,１46 １,695 2,327 4,739 3,１１8 776 62.50
男 9,09１ 462 235 302 269 526 946 １,402 2,994 １,704 25１ 63.50
女 7,478 348 242 420 490 620 749 925 １,745 １,4１4 525 6１.40

!　感染症及び寄生虫症
計 304 78 １6 １5 １2 １2 １6 26 60 58 １１ 48.40
男 １39 37 7 7 7 5 １0 １3 24 25 4 46.70
女 １65 4１ 9 8 5 7 6 １3 36 33 7 49.70

"　新生物
計 3,１49 4 22 28 73 283 366 598 １,１50 540 85 68.00
男 １,602 １ １１ 6 １0 60 １29 303 724 3１7 4１ 7１.50
女 １,547 3 １１ 22 63 223 237 295 426 223 44 64.50

#　血液及び造血器の疾
患並びに免疫機構の障
害

計 9１ 9 0 3 4 8 8 １7 １7 20 5 6１.50
男 5１ 2 0 １ 2 3 8 9 １3 １１ 2 65.70
女 40 7 0 2 2 5 0 8 4 9 3 56.１0

$　内分泌，栄養及び代
謝疾患

計 377 25 4 8 １6 59 6１ 56 8１ 46 2１ 59.１0
男 20１ １3 １ 4 １0 30 38 36 48 １7 4 57.60
女 １76 １2 3 4 6 29 23 20 33 29 １7 60.80

%　精神及び行動の障害
計 １6 0 0 2 3 2 5 １ 2 0 １ 50.50
男 8 0 0 １ １ 0 5 １ 0 0 0 48.30
女 8 0 0 １ 2 2 0 0 2 0 １ 52.80

国際分類大項目分類 総数 1～８日 9～１5日 １6～22日 23～3１日 1～2月 2～３月 ３～6月 6月～1
年 1～2年 2年～ 平均在

院日数

,　皮膚及び皮下組織の
疾患

計 １95 １07 30 28 １3 １0 6 １ 0 0 0 １3.7
男 １１8 56 22 １9 6 １0 4 １ 0 0 0 １5.7
女 77 5１ 8 9 7 0 2 0 0 0 0 １0.8

-　筋骨格系及び結合組
織の疾患

計 465 83 １86 １22 38 28 6 2 0 0 0 １6.5
男 208 39 96 40 20 １0 １ 2 0 0 0 １5.5
女 257 44 90 82 １8 １8 5 0 0 0 0 １7.3

.　尿路性器系の疾患
計 １,025 594 224 89 60 53 5 0 0 0 0 １１.0
男 552 322 １１3 44 34 35 4 0 0 0 0 １１.6
女 473 272 １１１ 45 26 １8 １ 0 0 0 0 １0.3

/　妊娠，分娩及び産
じょく

計 307 205 93 4 １ 4 0 0 0 0 0 7.9
男 － － － － － － － － － － － －
女 307 205 93 4 １ 4 0 0 0 0 0 7.9

0　周産期に発生した病
態

計 49 43 6 0 0 0 0 0 0 0 0 7.0
男 24 2１ 3 0 0 0 0 0 0 0 0 6.5
女 25 22 3 0 0 0 0 0 0 0 0 7.4

1　先天奇形，変形及び
染色体異常

計 64 47 １0 5 １ １ 0 0 0 0 0 7.2
男 26 22 2 １ １ 0 0 0 0 0 0 6.3
女 38 25 8 4 0 １ 0 0 0 0 0 7.8

2　症状，徴候及び異常臨
床所見・異常検査所見で
他に分類されないもの

計 １78 １29 20 １１ 5 １１ 2 0 0 0 0 9.１
男 96 7１ 7 7 3 7 １ 0 0 0 0 9.3
女 82 58 １3 4 2 4 １ 0 0 0 0 8.8

3　損傷，中毒及びその
他の外因の影響

計 １,069 465 240 １84 79 87 １0 3 １ 0 0 １4.１
男 565 272 １１9 78 36 52 6 2 0 0 0 １3.7
女 504 １93 １2１ １06 43 35 4 １ １ 0 0 １4.6

4　健康状態に影響を及
ぼす要因及び保健サー
ビスの利用

計 １,329 １,256 64 7 0 0 １ １ 0 0 0 3.１
男 852 8１3 36 １ 0 0 １ １ 0 0 0 3.0
女 477 443 28 6 0 0 0 0 0 0 0 3.3

5　特殊目的用コード
　（新型コロナウイルス

感染症を含む）

計 369 224 89 24 8 １7 5 2 0 0 0 9.5
男 2１8 １１8 63 １6 6 １0 4 １ 0 0 0 １0.6

１5１ １06 26 8 2 7 １ １ 0 0 0 7.9
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国際分類大項目分類 総数 0～9歳 ～19歳 ～29歳 ～39歳 ～49歳 ～59歳 ～69歳 ～79歳 ～89歳 90歳～ 平均
年齢

&　神経系の疾患
計 3１2 １2 １0 6 9 27 54 52 77 57 8 62.20
男 １88 8 2 3 9 １7 30 33 54 3１ １ 62.１0
女 １24 4 8 3 0 １0 24 １9 23 26 7 62.30

'　眼及び付属器の疾患
計 902 １ 3 6 9 3１ 80 １4１ 406 208 １7 7１.50
男 408 １ 2 １ 4 １5 34 60 20１ 88 2 7１.20
女 494 0 １ 5 5 １6 46 8１ 205 １20 １5 7１.80

(　耳及び乳様突起の疾
患

計 66 8 6 １ 7 3 １2 １2 １4 3 0 49.40
男 28 4 4 0 2 2 6 5 4 １ 0 44.60
女 38 4 2 １ 5 １ 6 7 １0 2 0 52.90

)　循環器系の疾患
計 2,5１4 2 7 １6 29 98 252 396 89１ 658 １65 72.70
男 １,6１4 １ 3 8 １9 68 １95 282 603 376 59 7１.１0
女 900 １ 4 8 １0 30 57 １１4 288 282 １06 75.40

*　呼吸器系の疾患
計 １,2１2 249 42 66 34 35 53 94 228 286 １25 55.80
男 779 １38 29 53 28 25 3１ 75 １67 １88 45 55.70
女 433 １１１ １3 １3 6 １0 22 １9 6１ 98 80 56.00

+　消化器系の疾患
計 2,576 76 １57 346 １70 １98 253 267 550 443 １１6 56.70
男 １,4１4 47 73 １40 76 １08 １47 １86 37１ 239 27 58.30
女 １,１62 29 84 206 94 90 １06 8１ １79 204 89 54.70

,　皮膚及び皮下組織の
疾患

計 １95 １0 5 5 １3 26 32 27 34 35 8 59.80
男 １１8 6 3 4 9 １4 22 １5 22 20 3 58.80
女 77 4 2 １ 4 １2 １0 １2 １2 １5 5 6１.30

-　筋骨格系及び結合組
織の疾患

計 465 20 39 8 １0 22 5１ 86 １48 74 7 6１.１0
男 208 １3 １0 0 7 １１ 27 45 65 27 3 60.90
女 257 7 29 8 3 １１ 24 4１ 83 47 4 6１.20

.　尿路性器系の疾患
計 １,025 24 20 29 68 １00 １0１ １53 265 203 62 64.40
男 552 １7 １0 １１ 22 39 58 96 １65 １１8 １6 65.40
女 473 7 １0 １8 46 6１ 43 57 １00 85 46 63.１0

/　妊娠，分娩及び産
じょく

計 307 0 5 84 １90 28 0 0 0 0 0 32.50
男 － － － － － － － － － － － －
女 307 0 5 84 １90 28 0 0 0 0 0 32.50

0　周産期に発生した病
態

計 49 49 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
男 24 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00
女 25 25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.00

1　先天奇形，変形及び
染色体異常

計 64 7 １5 8 5 １１ 4 4 8 2 0 36.20
男 26 4 5 5 １ 5 １ 2 3 0 0 33.00
女 38 3 １0 3 4 6 3 2 5 2 0 38.40

2　症状，徴候及び異常臨
床所見・異常検査所見で
他に分類されないもの

計 １78 89 3 3 6 5 4 9 １9 27 １3 36.１0
男 96 53 0 0 3 3 3 5 １4 １2 3 32.90
女 82 36 3 3 3 2 １ 4 5 １5 １0 39.90

3　損傷，中毒及びその
他の外因の影響

計 １,069 40 70 47 46 69 89 １00 252 247 １09 63.80
男 565 27 55 36 28 46 5１ 60 １38 96 28 57.60
女 504 １3 １5 １１ １8 23 38 40 １１4 １5１ 8１ 70.80

4　健康状態に影響を及
ぼす要因及び保健サー
ビスの利用

計 １,329 １02 53 34 33 9１ １77 22１ 448 １65 5 59.20
男 852 6１ 20 １7 20 52 １07 １36 323 １１2 4 6１.50
女 477 4１ 33 １7 １3 39 70 85 １25 53 １ 55.１0

5　特殊目的用コード
　（新型コロナウイルス

感染症を含む）

計 369 5 0 7 22 38 77 67 89 46 １8 63.20
男 2１8 5 0 5 １１ 23 44 40 55 26 9 62.30
女 １5１ 0 0 2 １１ １5 33 27 34 20 9 64.50
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　細分類病名のままではわかりにくいものに関しては、一部修正を加え掲載
8．診療科別疾患順位（細分類）

＜内科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ I500 うっ血性心不全 426 １9.8 １6 89 １
2 U071 新型コロナウイルス感染症 363 9.6 2 １2１ １
3 Ｊ690 誤嚥性肺炎 3１4 25.0 2１ １77 １
4 I208 労作性狭心症 285 4.0 4 42 2
5 Z136 心臓カテーテル検査入院 １83 2.7 3 7 2
6 I480 発作性心房細動 １69 4.3 4 2１ 2
7 I633 血栓性脳梗塞 １67 １6.7 １5 70 3
8 Ｎ185 慢性腎臓病，ステージ５ １52 １4.9 １0 69 3
9 Z122 肺生検入院 １42 2.１ 2 5 １
１0 K803 総胆管結石性胆管炎 １40 １3.6 １0 96 3

＜小児科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ R560 熱性けいれん 63 3.3 3.5 6 １
2 Z130 食物負荷試験 60 １ １ １ １
3 Ｊ450 小児気管支喘息 38 5.5 6 １0 3
4 Ｊ210 RＳウイルスによる急性細気管支炎 34 5.4 6 １3 3
5 Ｊ209 急性気管支炎、その他 22 3.9 4 6 2
6 Ｊ189 急性肺炎 20 4.9 5.5 １2 3

7
Z016 MRI検査入院 １9 １.１ １.5 2 １
Ｊ029 急性咽頭炎、その他 １9 4.2 4.5 7 2

8
Ｊ205 RＳウイルスによる急性気管支炎 １8 4.6 5 7 3
B348 RＳウイルス感染症 １8 4.8 5 １0 2

9

E86 脱水症 １7 3.3 4 8 2
Ｎ390 尿路感染症、その他 １7 7.8 7.5 １4 3

Ｐ071b 低出産体重(児）のうち、出産体重1500グラム－
2499グラムの児 １7 9.2 １0 １5 6

１0
Ａ099 急性胃腸炎 １6 3.6 4 6 2
Ａ090 感染性胃腸炎 １6 3.8 4 9 2

＜外科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ K409 片側鼠径ヘルニア １66 3.１ 3 １１ １
2 K801 慢性胆のう炎を伴う胆のう結石 １１0 6.8 6 24 4
3 K358 急性虫垂炎、その他 １04 5.１ 5 １3 3
4 K800 急性胆のう炎を伴う胆のう結石 68 8.0 7 2１ 4
5 K913 術後腸閉塞 65 １4.7 １0 74 4
6 Ｃ504 乳房上外側4分の1の悪性新生物 64 9.4 8 50 4
7 Ｃ20 直腸の悪性新生物 55 １8.7 １7 46 3

8

K810 急性胆のう炎 49 9.6 7 75 4
Ｃ162 胃体部の悪性新生物 48 １8.9 １5 67 2
Ｃ163 胃幽門前庭部の悪性新生物 48 23.5 １9 90 4
K353 腹腔内膿瘍を伴う急性虫垂炎 48 7.8 7 １8 4

１0 Ｃ187 Ｓ状結腸の悪性新生物 35 １9.8 １7 53 7
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＜整形外科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ Z138 脊髄腔造影検査入院 208 2.0 2 7 2
2 Ｓ7200 閉鎖性大腿骨頚部骨折 １１9 23.7 １8 204 5
3 Ｓ7210 閉鎖性転子貫通骨折 １１3 １9.１ １7 １08 2
4 Z470 術後抜釘入院 95 3.0 3 １5 2
5 Ｓ5250 閉鎖性橈骨遠位端骨折 63 4.6 3 36 2

6
M4712 頚髄症性脊椎症 45 １3.6 １2 45 １0
M4806 脊柱管狭窄（症） 45 １3.8 １3 44 １0

7 M170 両側性原発性膝関節症 39 20.１ １9 42 2

8
G560 手根管症候群 2１ 2.0 2 2 2
Ｓ4240 閉鎖性上腕骨遠位端骨折 2１ 5.5 3 20 １

9 M4316 腰椎すべり症 １8 １2.6 １１ 22 １0
１0 M161 原発性変形性股関節症 １7 １7.2 １１ 2１ 2

＜形成外科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ Ｈ024 眼瞼下垂 １04 １.7 2.5 4 １
2 Z421 術後乳房再建 １6 6.4 9 １6 2
3 Ｃ443 顔面の皮膚悪性新生物 １5 2.9 3.5 １5 １

4
Z420 頭部及び頚部手術後の植皮入院 １2 3.7 3 １6 １
Ｄ171 体幹の皮膚及び皮下腫瘍 １2 2.8 3 6 １

5
Ｈ020 眼瞼内反症 １１ １.7 2 3 １
L905 瘢痕拘縮 １１ 4.１ 3 20 １

＜脳神経外科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ Ｓ0650 外傷性硬膜下出血 １１7 １4 １8.5 90 2
2 I610 脳内出血、皮質下出血 92 １8.9 １9 89 １
3 I652 頚動脈の閉塞及び狭窄 24 １7.2 １5.5 50 2
4 Z138 脳血管造影検査入院 22 2 2.5 3 2
5 G408 症候性てんかん １7 9.2 8.5 23 3

6
Ｓ0620 びまん性脳損傷 １6 １6.6 １１ 49 2
Ｓ0660 外傷性くも膜下出血 １6 １2.6 １2 44 2

7 Ｄ320 脳髄膜 １4 26.2 １7.5 １03 １0
8 Ｓ0600 脳振とう症 １3 2.5 3.5 5 2

9
I614 小脳の脳内出血 １2 27.3 １9 １１4 9
I633 血栓性脳梗塞 １2 20.2 １8 36 9

１0
I609 くも膜下出血 １１ １5.7 １6 34 １
I600 内頚動脈瘤破裂によるくも膜下出血 １１ 40.１ 32.5 98 １8

＜呼吸器外科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ Ｃ341 上葉、気管支又は肺の悪性新生物 49 １１.7 １2.5 38 5

2
Ｊ931 自然気胸 36 9.１ １0 29 4
Ｃ343 下葉、気管支又は肺の悪性新生物 36 １0.6 １3 １9 8

3 Ｃ780 肺の転移性悪性新生物 2１ 9.3 9.5 34 5
4 Ｊ938 続発性気胸 １3 １4.5 １4 29 6
5 Ｓ2720 外傷性血気胸 １１ １2.5 １0.5 40 3
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＜心臓血管外科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ I200 不安定狭心症 １9 33.6 3１ 75 １9
2 I710 大動脈の解離 １8 22.4 23 54 １

3
I340 僧帽弁閉鎖不全症 １6 24.7 22 53 １5
I208 労作性狭心症 １6 2１ 2１.5 29 2

4 I209 狭心症３枝病変 １１ 27.5 26.5 50 23
5 I712 胸部大動脈瘤 6 45 28.5 １25 １9

＜皮膚科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ L031 四肢の蜂窩織炎 68 １2.3 １6 40 3
2 T630 マムシ咬傷 １2 3.１ 3 5 １
3 B029 合併症を伴わない帯状疱疹 １１ 8.2 8.5 9 8

4
B027 播種性帯状疱疹 9 8.１ 7.5 １3 6
Ｃ443 顔面の皮膚悪性新生物 9 2 2 2 2

5
L120 水疱性類天疱瘡 5 30 26 47 24
B023 結膜炎を伴う帯状疱疹 5 9.2 １１ １4 8
M8697 足骨髄炎 5 １6.4 １6 23 １0

＜泌尿器科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ Z125 前立腺生検入院 １60 2 5.5 9 2
2 Ｎ201 尿管結石 １１１ 6.4 １4 5１ 3
3 Ｎ40 前立腺肥大症 79 7.4 9.5 １7 3
4 Ｃ672 膀胱側壁の悪性新生物 60 １0.2 １2 89 3
5 Ｃ678 膀胱の境界部病巣の悪性新生物 57 １4.4 20 64 5
6 Ｃ61 前立腺の悪性新生物 53 １7 １8.5 64 5
7 Ｎ136 膿腎症 39 １6.１ １4.5 64 3
8 Ｎ10 急性尿細管間質性腎炎 3１ １2.4 １4 3１ 4
9 Ｃ64 腎盂を除く腎の悪性新生物 28 １4.6 １１ 54 １
１0 Ｎ200 腎結石 20 6.2 8 23 3

＜産婦人科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ O800 自然頭位分娩 １１2 7.7 9 35 6
2 Ｃ56 卵巣の悪性新生物 １06 8.１ １3.5 5１ 4
3 Ｃ541 子宮内膜の悪性新生物 84 5.7 １0.5 23 3
4 Ｃ539 子宮頚部の悪性新生物 72 7.2 １0 78 １
5 Ｄ259 子宮平滑筋腫、その他 66 6.8 7 24 １
6 Ｄ27 卵巣の良性新生物 50 6.4 6 １3 3
7 O342 既往帝王切開後妊娠 49 8.9 8.5 １5 7
8 Ｃ482 腹膜の悪性新生物 38 9.3 １8 50 3
9 Ｄ069 子宮頚部の良性新生物 32 3.3 4.5 6 3
１0 Ｎ840 子宮体部ポリープ 30 2.7 2 3 １
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＜眼科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ Ｈ250 老人性初発白内障 4１8 2.5 4.5 １2 2
2 Ｈ251 老人性核白内障 208 2.5 3 5 １
3 Ｈ353 黄斑及び後極の変性 40 6.5 7.5 １5 3
4 Ｈ431 硝子体出血 29 6.3 6.5 １4 3
5 Ｈ258 その他の老人性白内障 27 3 4 １0 １

＜耳鼻咽喉科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ Ｊ350 慢性扁桃炎 40 8.１ 8.5 １4 2
2 Ｊ36 扁桃周囲膿瘍 38 １2.１ 7.5 247 4
3 E049 線種様甲状腺腫 30 7.4 8.5 １3 7
4 Ｈ912 突発性難聴(特発性) 28 8.4 8.5 １7 5
5 Ｃ73 甲状腺の悪性新生物 23 １0.１ 8.5 6１ 3
6 Ｊ328 慢性副鼻腔炎 １7 6.7 6 7 5
7 Ｄ110 耳下腺腫瘍 １6 7 7 7 7
8 Ｈ813 末梢性めまい症 １5 3.8 4 7 2
9 Q181 先天性耳瘻孔 １4 2.6 3 4 2
10 Ｊ342 鼻中隔弯曲症 １0 6.8 6.5 7 6

＜麻酔科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ M4806 脊柱管狭窄症 6 5.2 5.5 6 5
2 B022 帯状疱疹後神経痛 4 5 5 5 5
3 M512 椎間板ヘルニア 2 2 2 2 2

＜歯科口腔外科＞

順位 コード 病　　名 総数 平均在院
日数

在院日数
中央値

最高在院
日数

最低在院
日数

１ K073 水平埋伏智歯 502 2.4 2.5 １2 １
2 K011 埋伏歯<impacted	teeth> 70 2.7 3.5 5 2
3 K090 発育性歯原性のう胞 2１ 5 5 １１ 2
4 K048 歯根のう胞 １9 4.１ 4.5 8 3
5 Z470 術後プレート抜去入院 １3 5.4 6 9 5
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剖検数

８．剖検数

年齢 性別 診療科 主臨床診断名
81 女 内科 汎血球減少症

71 女 心臓血管外科
人工血管移植後	
急性大動脈解離 ＳtaｎｆｏｒdＡ
急性前壁中隔心筋梗塞

72 男 内科 非小細胞 LK

63 男 内科 Maｌｇ 胸膜中皮腫

46 男 内科
上部消化管出血
アルコール性肝硬変

68 男 内科 家族性アミロイドポリニューロパチー

90 男 内科 原発不明Ｃaｒ

67 男 救急科 来院時心肺停止

78 男 内科 血栓性血小板減少性紫斑病

78 女 脳神経内科 クリプトコッカス性脳髄膜炎

83 女 腎臓内科 キャッスルマン病

73 男 内科 脳梗塞・急性期

80 女 消化器内科 糞便性イレウス

74 女 総合内科 たこつぼ型心筋症

73 男 脳神経内科
敗血症の疑い
脳症
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臨床研究

9．臨床研究

受託
Ｎｏ 依頼者 研究調査課題 科名 研究

責任者名 症例数 期間

2021-
ＳT01

若年造血器腫瘍患者の妊孕
性の検討 血液内科 平賀　潤二 設定数なし

2021/4/12
～

2022/3/31

2021-
ＳT02

血液学的悪性腫瘍の治療に
より惹起される心毒性、肺
毒性の後方視的検討

血液内科 平賀　潤二 設定数なし
2021/4/12

～
2022/3/31

2021-
ＳT03

頚椎人工椎間板置換術手術
のデータベース構築に関す
る研究

整形外科 辻　太一 当院：	全	例
2021/4/12
～ 2026/3/31
→ 2024/3/31

2021-
ＳT04

名古屋市立大学
大学院医学研究
科　耳鼻咽喉・
頭頸部外科

痙攣性発声障害患者レジス
トリ 耳鼻咽喉科 欄　真一郎

当院：全例
（全参加施設　
例数制限は設
けず可能な限
り登録。３年
間 で １000 ～
2000 例の登録
を想定）

2021/4/19
～

2023/3/31

2021-
ＳT05

関節リウマチ患者、原発性
骨粗鬆症患者に対する抗ス
クレロスチン抗体の治療効
果と治療成績予測因子の検
討

整形外科 金山　康秀

当院：原発性
骨粗鬆症 １00
例、関節リウ
マチ １00 例

2021/4/19
～

2030/3/31

2021-
ＳT06

名古屋大学大学
院医学会研究科
消化器内科学

線維化進行 Ｃ 型慢性肝炎患
者におけるインターフェロ
ンフリー治療によるウイル
ス排除後の肝予備能改善に
寄与する因子の検討―多施
設共同研究

消化器内科 森田　清
当院：全例

（全参加施設　　
１500 例）

2021/4/26
～

2025/9/30

2021-
ＳT07

心房細動に対する左肺静脈
隔離の手技工夫が、僧帽弁
峡部線状焼灼の成功率を上
昇させるかどうかについて
の検討

循環器内科 堀　仁美 当院：600 例
2021/4/26

～
2021/12/1

2021-
ＳT08

慢 性 心 房 細 動 に 対 す る
Ｃｒyｏ-Maze 手術の早期遠隔
期成績及び再発例に対する
カテーテルアブレーション
に関する検討

心臓外科 寺田　貴史 当院：全例
2021/6/21

～
2021/12/31

2021-
ＳT09

名古屋大学医学
部付属病院小児

科

小児MRI検査における簡易
プレパレーションと保護者
付き添いの有用性の研究

小児科 梶田　光春
当院：１0 例

（全参加施設　
１00 例）

2021/6/7
～

2025/3/31
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臨床研究

受託
Ｎｏ

申請
月日

承認
月日 依頼者 研究調査課題 科名 研究

責任者名 症例数 期間 終了
報告

2021-
ＳT10

2021
6/7

2021
6/14

自治医科大学
血液科

皆方　大佑

日本における血液疾
患患者を対象とす
るＣOVIＤ-19 罹患状
況、予後に関する横
断研究
Ｃha ｒ a c t e ｒ i s t i c s	
aｎd	 pｒｏｇｎｏsis	 iｎ	
ＣOVIＤ-19	patieｎts	
with	 hematｏｌｏｇic	
diseases	 iｎ	 Ｊapaｎ:a	
cｒｏss-sectiｏｎaｌ	study	
研究計画書番号：
ＪＳＨ-ＣOVIＤ19-20

血液
内科 平賀　潤二

当院：全例
（全参加施設
100 例以上）

2021/6/14
～

2023/4/30

2021-
ＳT11

2021
6/11

2021
6/14

大腸癌肝転移切除例
の男女差についての
臨床病理学的検討

外科 久留宮康浩 当院：60 例
2021/6/14

～
2021/8/31

■
2021
11/15

2021-
ＳT12

2021
6/11

2021
6/14

大腸癌肝転移、同時
性と異時性の差につ
いての臨床病理学的
検討

外科 久留宮康浩 当院：60 例
2021/6/14

～2021/8/31
～2022/3/31

2021-
ＳT13

2021
7/13

2021
7/19

閉経後ホルモン感受
性陽性乳癌に対する
術前ホルモン療法に
ついての検討

外科 久留宮康浩 当院：30 例
2021/7/13

～
2021/7/19

2021-
ＳT14

2021
7/1

2021
7/5

救急外来における低
血糖症例の患者背景
に関する検討【第二
報】

薬剤師 松田　詩乃 目標症例数は
特に定めない

2021/7/5
～

2021/12/31

■
2022
2/24

2021
ＳT15

2021
7/16

2021
7/19

大腸癌卵巣転移症例
の検討 外科 世古口	　英 当院：全例

2021/7/19
～

2021/12/31

■
2022
2/17

2021
ＳT16

2021
7/26

2021
8/2

初回人工膝関節置換
術患者における足
部アライメントと
QOL を含む臨床成
績の検討

整形
外科 金山　康秀 当院：30 例

2021/8/2
～

2030/3/31

2021
ＳT17

2021
7/26

2021
8/2

日本イーライ
リリー株式会

社

観察研究実施計画書
I4V-ＪE-B024 日本人
関節リウマチ患者を
対象としたバリシチ
ニブ投与時の治療継
続率の評価：前向き
コホート観察研究

整形
外科 金山　康秀

当院：5例
（全参加施設

340 例）

2021/8/2
～

2024/9/30

2021
ＳT18

2021
8/3

2021
8/16

当院での術中脊髄モ
ニタリングにおける
アラームポイントの
検討

臨床
検査室 髙本　智史 当院：200 例

2021/8/16
～

2021/12/31

■
2022
2/2
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臨床研究

受託
Ｎｏ

申請
月日

承認
月日 依頼者 研究調査課題 科名 研究

責任者名 症例数 期間 終了
報告

2021
ＳT19

2021
8/26

2021
8/30

名古屋大学医
学部付属病院

食道癌に対する根治
（化学）放射線療法
＋/－Ｐhｏtｏdyｎamic	
Theｒapyにおける食
道温存生存率を明ら
かにする多施設前向
き研究

消化器
内科

松井　健一
→都築	智之

当院：10 例
（全参加施設

150 例）

2021/8/30
～

2030/12/31

2021
ＳT20

2021
9/9

2021
9/27

悪性リンパ腫患者に
おけるBMIの減少と
予後に関する影響を
調べる後方視的検討

血液
内科 平賀　潤二 当院：特に定

めない例

2021/9/27
～

2023/3/31

2021
ＳT21

2021
9/14

2021
9/27

川崎病治療における
免疫グロブリン 5%
製剤と10% 製剤の比
較に関する多施設共
同後方視的観察研究

小児科 梶田　光春
当院：50 例

（全参加施設
600 例）

2021/9/27
～

2025/3/31

2021
ＳT22

2021
9/15

2021
10/4

当院における侵襲
性 Ｃampyｌｏbacteｒ	
jejuｎi/cｏｌi 感染症の
臨床的背景の検討

臨床検
査室 加藤　雄大 当院：全例

2021/10/4
～

2026/3/31

2021
ＳT22

2021
10/7

2021
10/11

名古屋大学大
学院

医学系研究科
消化器内科学

免疫チェックポイン
ト阻害薬投与による
副作用である消化器
関連合併症（肝機能
障害や消化管炎症）
の発症機序解明とそ
の対策に関する研究

消化器
内科 森田　清

当院 5例
（全参加施設

1500 例）

2021/10/11
～

2024/12/31

2021
ＳT23

2021
10/7

2021
10/11

名古屋大学大
学院

医学系研究科
消化器内科学

非アルコール性脂肪
性肝疾患（ＮＡFLＤ）
患者の肝関連、非肝
関連イベントに関す
る予後の検討

消化器
内科 森田　清

当院：5例
（全参加施設

700 例）

2021/10/11
～

2025/9/30

2021
ＳT24

2021
9/27

2021
10/4

持続性心房細動に対
するカテーテルアブ
レーション後の再発
率と術前の左心耳造
影欠損との関連

消化器
内科 山内　良太 当院：400 例

2021/10/4
～

2023/12/31

2021
ＳT25

2021
10/15

2021
10/25

外科医不足は解消で
きるか？	～初期臨
床研修医の外科系診
療科への意識調査～

呼吸器
外科 岡阪　敏樹

当院：70 例
（全参加施設

例）

2021/10/25
～

2026/3/31

□

/

2021
ＳT26

2021
10/20

2021
10/25

名古屋大学医
学部附属病院

新型コロナウイルス
感染症の凝固異常の
病態解明と重症化予
測能に関する研究

呼吸器
内科 中原　義夫

研究目的①
当院：－例

（全参加施設200例）
研究目的②
当院：－例
（全参加施設60例）
研究目的③
当院：－例
（全参加施設100例）

2021/10/25
～

2025/12/31

□

/
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臨床研究

受託
Ｎｏ

申請
月日

承認
月日 依頼者 研究調査課題 科名 研究

責任者名 症例数 期間 終了
報告

2021
ＳT27

2021
10/22

2021
11/1

治療困難な心房細動
に対する肺静脈隔離
後のFＡＡM	abｌatiｏｎ
の有用性について

内科 井関　彰太 当院：200 例
（全参加施設例）

2021/11/1
～

2022/3/31

□

/

2021
ＳT28

2021
11/2

2021
11/8

子宮内避妊器具抜去
における子宮鏡の活
用

産婦人
科 神谷知都世 目標症例数は

定めない

2021/11/8
～

2021/12/31

■
2021
12/28

2021
ＳT29

2021
11/5

2021
11/8

高齢者における胃癌
術後補助化学療法の
現状と問題点

外科 世古口　英 当院：全例
（全参加施設例）

2021/11/8
～

2022/4/30

■
2022
5/24

2021
ＳT30

2021
11/5

2021
11/8 京都大学

予定帝王切開におけ
る重篤な産後出血に
対する臨床予測モデ
ルの開発：後方視コ
ホート研究

麻酔科 上原　博和
当院：700 例
（全参加施設

3700 例）

2021/11/8
～

2023/12/31

□

/

2021
ＳT31

2021
11/9

2021
11/18

ボストン・サイ
エンティフィッ
クジャパン株

式会社

Imaｇiｎｇ 所見観察後
におけるデバイス選
択基準の傾向を観察
する研究

循環器
内科 窪田　龍二

当院：10
＜全参加施設
最大1,000例
(目標：
Rｏtabｌatｏｒ300、
Wｏｌveｒiｎe700）
＞

2021/11/9
～

2022/6/30

2021
ＳT32

2021
11/18

2021
11/22

主管
長崎大学

新型コロナウイルス
感染症におけるワク
チン効果の疫学研究

救急科 伊藤　貴康
→畑田　剛

継続的に症例
登録を行うた
め、定めない

2021/11/22
～

2024/3/31

■
2022
6/29

2021
ＳT33

2021
11/30

2021
11/22

名古屋大学医
学部附属病院
手の外科

四肢外傷に関する実
態調査研究

整形
外科 金山　康秀

当院 5例
全参加施設
1500 例

2021/12/6
～

2025/3/31

□

/

2021
ＳT34

2021
12/1

2021
12/6

主管
順天堂大学

日本人骨髄増殖性腫
瘍患者における二次
がんとしてリンパ球
系腫瘍の発症に関す
る全国調査

血液
内科 平賀　潤二

当院 1例
全参加施設 50
例⇒ 100 ？

2021/12/6
～

2025/3/31

□

/

2021
ＳT35

2021
12/21

2021
12/29

一般社団法人　
日本不整脈心

電学会

カテーテルアブレー
ション全国症例登録
研究[Ｊ-ＡB	2022]

循環器
内科 金子　鎮二

全例
全参加施設
40 万例

2021/12/29
～

2030/3/31

□

/

2021
ＳT36

2021
12/21

2021
12/29

代表者
三重大学

先進血液腫瘍
学講座

新世代治療導入後の
未治療 ＮK/T	 細胞
リンパ腫における治
療実態とその推移お
よび予後に関する
国内多機関共同調査
研 究（ＮKEＡ-Ｎext	
pｒｏject）研究

血液
内科 平賀　潤二

当院：6例
（全参加施設

658 例）

2021/12/29
～

2024/3/31

□

/

2021
ＳT37

2022
1/6

2022
1/19

埼玉医科大学
国際医療セン

ター
造血器腫瘍科

「前方視的観察研究
に登録された治療関
連急性前骨髄球性白
血病における長期予
後と治療実態調査
（観察研究）」

血液
内科 平賀　潤二 全参加施設

670 例

2022/1/19
～

2024/3/31

□

/
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臨床研究

受託
Ｎｏ

申請
月日

承認
月日 依頼者 研究調査課題 科名 研究

責任者名 症例数 期間 終了
報告

2021
ＳT38

2022
2/1

2022
2/7

血液疾患に対する輸
血の検討

血液
内科 平賀　潤二 当院：－例

（全参加施設例）

2022/2/7
～

2023/3/31

□

/

2021
ＳT39

2022
2/9

2022
2/14

名古屋市立大
学大学院医学

研究科
耳鼻咽喉・頭
頸部外科

第Ⅶ・Ⅷ脳神経障害
におけるウイルス関
与の検討

耳鼻咽
喉科 欄	真一郎

当院：15 例：
3疾患× 5例
（全参加施設
90 例：3疾患
× 30 例）

2022/2/14
～

2024/3/31

□

/

2021
ＳT40

2022
2/10

2022
2/14

名古屋市立大
学医薬学総合
研究院（医学）
血液・腫瘍内

科学

日本における骨髄腫
関連疾患の予後に関
する大規模多施設
前向き観察研究	II：
ＪＳＨ-MM-20

血液内
科 平賀　潤二

当院：－例
（全参加施設

1200 例）

2022/2/14
～

2029/12/31

□

/

2021
ＳT41

2022
2/24

2022
2/28

アブレーションにおけ
るFOV 変更での線
量 比 較：ＤRLs2020
と比較して

診療
放射線
室

黒瀬　颯太 当院：700 例
2022/2/28

～
2022/9/1

□

/

2021
ＳT42

2022
3/9

2022
3/14

公益財団法人
がん集学的治
療研究財団

ＪFMＣ-ＤB2020-01	
大 腸 が ん T1/T2,	
Ｎ（+）症例におけ
る術後補助化学療法
の有用性

外科 久留宮康浩 当院：－例
（全参加施設－例）

2022/3/14
～

2022/12/31

□

/

2021
ＳT43

2022
3/9

2022
3/14

公益財団法人
がん集学的治
療研究財団

ＪFMＣ-ＤB2020-02
腎機能障害患者にお
ける大腸癌補助化学
療法の検証

外科 久留宮康浩 当院：－例
（全参加施設－例）

2022/3/14
～

2022/12/31

□

/

2021
ＳT44

2022
3/9

2022
3/14

公益財団法人
がん集学的治
療研究財団

ＪFMＣ-ＤB2020-03
大腸癌術後合併症と
術後補助化学療法施
行及び予後への影響

外科 久留宮康浩 当院：－例
（全参加施設－例）

2022/3/14
～

2022/12/31

□

/

2021
ＳT45

2022
3/4

2022
3/28

うっ血性心不全の患
者へのトルバプタン
使用における腎機能
増悪の影響について

循環器
内科 長井　伸 当院：500 例

2022/3/28
～

2022/3/31

□

/

2021
ＳT46

2022
3/23

2022
3/28

ナルデメジン導入後
の下痢発現とオピオ
イド投与量の関連

薬剤部 西村　栄輝 当院：200 例
2022/3/28

～
2022/12/31

□

/

2022
ＳT47

2022
3/25

2022
4/10

血液培養検査におけ
る簡易 ＣＰＤX スク
リーニング検査の有
用性

臨床
検査室 永田　悠起 当院：全例

2022/4/10
～

2024/3/31

□

/
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部署別業務実績　診療放射線室

１．診療放射線室

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.高額医療機器等の導入及び更新

　→ハイブリッド手術室の稼働（血管撮影装置更新）、一般撮影装置/ポータブル撮影装置
（ワイヤレスFＰＤ化）更新、X線透視装置更新、乳房専用撮影装置更新、手術室O-aｒm撮影装置新規導入

2.被ばく線量管理室システム導入
　→医療放射線被ばく線量管理の実施

３.地域医療連携枠の拡充（CT・MRI時間外枠）
　　→時間外ＣT、MRI各4枠拡充

4.臨地実習生の受け入れ
　　→岐阜医療科学大学　学生2年生、３年生、4年生の実習指導

5.CT共同研究の継続
　　→フジフィルムヘルスケアと共同研究

2．令和3年度実績
1.診療放射線室取扱件数

2.MRI検査件数

令和３年度 令和2年度 前年度比（%）
一 般 撮 影 １１9,038 １１6,１１4 １02.5
X 線 テ レ ビ １2,600 １2,264 １02.7
血 管 撮 影 2,409 2,877 83.7
C Ｔ 39,63１ 37,852 １04.7
Ｍ R Ｉ １5,757 １5,065 １04.6
骨 塩 定 量 １,866 １,967 94.9
R Ｉ 2,602 2,685 96.9
放 射 線 治 療 4,465 6,447 69.3

合　　　計 １98,368 １95,27１ １0１.6

令和３年度 令和2年度 前年度比（%）
内 科 4,１74 4,40１ 94.8
心 療 精 神 科 59 48 １22.9
小 児 科 １76 １44 １22.2
外 科 542 520 １04.2
整 形 外 科 2,１8１ 2,226 98.0
脳 神 経 外 科 3,608 3,348 １07.8
皮 膚 科 94 74 １27.0
泌 尿 器 科 503 460 １09.3
産 婦 人 科 6１7 542 １１3.8
眼 科 60 53 １１3.2
耳 鼻 咽 喉 科 372 337 １１0.4
放 射 線 科 470 387 １2１.4
麻 酔 科 40 43 93.0
歯科口腔外科 78 74 １05.4
形 成 外 科 １2１ 88 １37.5
心 臓 外 科 92 89 １03.4
呼 吸 器 外 科 72 56 １28.6
健診センター　　　　　　　　　　　　　１１70 920 １27.2
救 急 科 １,328 １,255 １05.8

合　　　計 １5,757 １5,065 １04.6
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３.血管撮影件数

4.Ｘ線CT検査件数

5.アイソトープ検査件数

その他：その他：１3１全身4件、肺換気29件、センチネルリンパ89件、
　　　　　　　　リンパ管シンチ2件、ＤＡTシンチ5１件、ソフトスタチン３件
　

　 令和３年度 令和2年度 前年度比（%）
内 科　 １,875 １,9１１ 98.１ 
外 科 １67 １55 １07.7 
整 形 外 科 0 2１ 0.0 
脳 神 経 外 科 １04 8１ １28.4 
呼 吸 器 外 科 3 20 １5.0 
産 婦 人 科 4 2 200.0 

合　　　計 2,１53 2,１90 98.3 

令和３年度 令和2年度 前年度比（%）
内 科 １3,944 １3,4１9 １03.9
心 療 精 神 科 8 7 １１4.3
小 児 科 6１ 37 １64.9
外 科 4,946 4,632 １06.8
整 形 外 科 2,030 2,005 １0１.2
脳 神 経 外 科 2,397 2,１37 １１2.2
皮 膚 科 20１ １46 １37.7
泌 尿 器 科 2,06１ 2,１27 96.9
産 婦 人 科 534 494 １08.１
眼 科 36 24 １50.0
耳 鼻 咽 喉 科 １,396 １,3１9 １05.8
放 射 線 科 749 67１ １１１.6
麻 酔 科 １3 22 59.１
歯科口腔外科 608 627 97.0
形 成 外 科 １28 １48 86.5
心 臓 外 科 44１ 363 １2１.5
呼 吸 器 外 科 886 835 １06.１
健診センター 264 302 87.4
救 急 科　　　 8,928 8,537 １04.6

合　　　計 39,63１ 37,852 １04.7

令和３年度 令和2年度 前年度比（%）
脳 血 流 350 325 １07.7
甲 状 腺 15 15 １00.0
副 甲 状 腺 6 １ 600.0
肺 血 流 30 26 １１5.4
心 筋 負 荷 9１6 899 １0１.9
心 筋 無 負 荷 220 233 94.4
心 プ ー ル 0 0 0.0

肝 0 １ 0.0
腎 2 77 2.6

副 腎 １5 １ １500.0
メ ッ ケ ル １ 3 33.3
消 化 管 １ 2 50.0

骨 205 204 １00.5
ガ リ ウ ム 9 9 １00.0
Ｐ E T 654 734 89.１
そ の 他			 １78 １55 １１4.8

合　　　計 2,602 2,685 96.9
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6.放射線科使用装置の定格（豊田厚生病院）	 令和4年4月現在
設置場所 装置（メーカー） 定挌（kV、mＡ） 購入年月

第 1 撮 影 室 RＡＤspeed Ｐｒｏ 島津 １50/80 320/630 R03. 6
第 2 撮 影 室 UＤ150L-40 島津 １50/80 320/630 R03. 3
第 ３ 撮 影 室 UＤ150L-40 島津 １50/80 320/630 Ｈ26.9 Ｈ20.１*１
第 4 撮 影 室 UＤ150L-40 島津 １50/80 320/630 Ｈ26. 9
第 ５ 撮 影 室 アミュレット　イノバリティ フジ 49/35 １02/200 Ｈ28. 4
第 6 撮 影 室 ＡutｏＡZ3000ＣMR アサヒ １00 １5 Ｈ20. １
第 ７ 撮 影 室 UＤ150L-40 島津 １50/80 320/630 Ｈ20. １ *2
第 ８ 撮 影 室 Ｐｒｏdiｇy GE 76 3 Ｈ24. 7
救 急 外 来 撮 影 室

〃
UＤ150L-40 島津 １50/80 320/630 Ｈ20. １
モバイルアートMUX-100ＨＪ 島津 １25 (200mＡs） Ｈ１4. １

泌 尿 器 科 撮 影 室 ウロスコープアクセス シーメンス １50/8１ 630/800 Ｈ20. １
結 石 破 砕 室 Ｄeｌta Ⅱ ドルニエ １１0 4 Ｈ20. １
第 1 透 視 室 Ｓｏｎiaｌvisiｏｎ	Ｓafiｒe 島津 １50/80 500/１000 Ｈ20. １
第 2 透 視 室 VeｒsiFｌex	VIＳTＡ フジ １50/63 320/800 R03. 9
第 ３ 透 視 室 KXO-80Z/MFX-8000Ａ 東芝 １50/１00 500/800 Ｈ23. 3
血 管 撮 影 室 アズリオン Ｐhｌips １25/720 １0/28.8 R03. １
循 環 器 撮 影 室 1 トリニアスB8インチ 島津 １25/１00 800/１000 R0１. 8
循 環 器 撮 影 室 2 トリニアスB１2インチ 島津 １25/１00 800/１000 R0１. 8
第 1 C Ｔ 室 ＳＣEＮＡRIＡ VIEW 日立 １20/１40 １40/5１0 R02.１2
第 2 C Ｔ 室 ＳＣEＮＡRIＡ 日立 １20/１40 １40/5１0 Ｈ24.１0
第 ３ C Ｔ 室 ＳＣEＮＡRIＡ 日立 １20/１40 １40/5１0 Ｈ24.１2
第 1 Ｍ R Ｉ 室 ＳKYRＡ シーメンス 3.0テスラ Ｈ28.１１
第 2 Ｍ R Ｉ 室 Ａｒea シーメンス １.5テスラ Ｈ30.１2
第 ３ Ｍ R Ｉ 室 Ａchieva	R2 フィリップス １.5テスラ Ｈ22. 8
ガ ン マ カ メ ラ 室 Iｎfiｎia	3 GE横河 Ｈ20. １
Ｐ E Ｔ - C Ｔ 室 Ｄiscｏveｒy	ＳT	Eｌite GE横河 １40/１20 380/440 Ｈ20. １

リ ニ ア ッ ク 室
Ｃｌiｎac	iX バリアン １5MeV Ｈ20. １
OBI バリアン １25 80/20 Ｈ20. １

シミュレータCＴ室
外 科 用 イ メ ー ジ

〃
〃

O - a r m

Liｇht	Ｓpeed	RT GE横河 １40/１20 380/440 Ｈ20. １
ＣiｏsＳeｌect シーメンス １１0 (200mＡs） R0１. 8
WＨＡ-200 島津 １１0 200/9 Ｈ23. 5
OEＣBｒivｏ Esseｎtiaｌ GE １１0 20 Ｈ25.１0
O-aｒm Medtｒｏｎic １40 １00 R03. １

手術室ポータブル Tiaｒa フジ １30/40 320/200 R03. 3
2Fポータブル庫 モバイルアートEvｏｌutiｏｎ 島津 １25 (200mＡs） Ｈ29.１0
３Fポータブル庫 Tiaｒa フジ １30/40 320/200 R03. 3
4Fポータブル庫 モバイルアートMUX-100ＨＪ 島津 １25 (200mＡs） Ｈ20. １
感 染 病 棟 診 察 室 Tiaｒa フジ １30/40 320/200 R03. 3
健 診 胸 部 撮 影 室 RＡＤspeed Ｐｒｏ 島津 １50/80 320/630 R03. 6
健診マンモ撮影室 アミュレット　イノバリティ フジ 49/35 １02/200 R04. 3
健診透視室1Ｉ.Ｉ ＤBＡ-2400Ａ(KXO-50XM） 東芝 １50/80 320/630 Ｈ１8. 7
健診透視室2Ｉ.Ｉ ＤBX-6000Ａ(KXO-50XM） 東芝 １50/80 320/630 Ｈ１7. 3
健診透視室３FＰD FLEXＡVIＳIOＮ 島津 １50/80 320/630 Ｈ29. 4
歯 科 口 腔 外 科 ＡZ3000 アサヒ 90 １2 Ｈ１１. １
Ｘ 線 撮 影 室 GX-70 アサヒ 70 １0 Ｈ１１. １
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２．臨床検査室

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.診療機能への貢献

・新型コロナウイルス感染症検査の抗原定性および抗原定量、遺伝子検査を計１5,076件実施。
・新型コロナウイルス感染症検査の術前スクリーニング検査を4,754件実施。
・新型コロナウイルス感染症検査の検体採取は救急外来を除き概ね検査室スタッフが実施。
・自己血採取の中央化と自己血採血室の運用を確立し、年間368件の自己血採取を実施。
・病理・生理レポートについて未読既読管理、既読依頼を各診療科に実施。
・新型コロナウイルス検査繁忙期の土日の救急外来検体採取支援を実施。
・職員の出勤前コロナ検査（7：30～）に対応

2.業務改善と効率化
・試薬・材料・消耗品の価格見直しを継続し、年間約300万円の削減。
・働き方改革による超過勤務削減を実施し、昨年度比１8%（826時間）削減。
　（令和2年度：4792時間→令和３年度：3966時間）
・献血アルブミン使用量削減に向けた啓発活動を行い、前年度比で使用量37%減。
　（アルブミン製剤使用金額：608万円削減）

３.チーム医療および医療安全　
・健康管理センターにおける土曜日稼働への支援体制を継続。
　（エコー件数：平均28.3/日、検体件数：平均270.3本/日）
・ハイブリットOＰE室でのTＡVI実施に向けた担当者の育成。
・血管外科専用の下肢血管エコーの予約枠を4枠/週　新設し医療提供体制を強化。
・システム更新に伴い、未読管理システムを構築し、病理・生理レポートの大幅な未読率低減を実現。
　（病理未読率：0%、超音波検査未読率：0.１%）

4.人材育成と施設認証
・術中脳脊髄モニタリングの件数増加に伴う対応技師を1名育成（4名→５名）。
・経食道エコーの対応技師を1名育成（4名→５名）。
・学会・研修会（WEB開催）にて７演題の発表及び７種１0名が認定資格を取得。　
　（認定：日本神経生理学会専門技師（神経分野1名、脳波分野2名）、緊急臨床検査士2名、
　　がんゲノムコーディネーター研修終了1名、認定心電図技師1名、超音波検査士2名、認定病
　　理検査技師1名）
・IＳO１5１89臨床検査室認定の更新審査（サーベイランス2）にて認定（認定番号：RML02250）。
・タスクシフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会　実技講習カリキュラム１7名修了。
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2．令和3年度実績
1.整備機器（高額医療機器および固定資産機器）

2.検査取扱件数・点数

部　署 機器名 機種名 メーカー 数量
輸 血 検 査 血小板保存システム ＰＣＳＳ-100-Ｐｒｏ ＰF15-Ｐｒｏ フタバメディカル 1
血液一般検査 造血幹細胞数測定装置 BＤ FＡＣＳLyｒic ベクトン・ディッキンソン 1
生化学免疫検査 血液ガス分析装置 ラピッドポイント500e シーメンス 2
微生物遺伝子検査 リアルタイム濁度測定装置 Lｏｏpamp EXIＡ 栄研化学 1
病理細胞検査 パラフィン包埋装置 ＨistｏＣｏｒeＡRＣＡＤIＡ ライカ 1
病理細胞検査 臓器標本用真空包装機 ＨV-400 TOＳEI 1
生 理 検 査 汎用超音波診断装置 Ａpｌiｏ	i800 キャノンメディカルシステムズ 1
生 理 検 査 呼吸機能検査装置 ＣＨEＳTＡＣ	8900 ＣＨEＳT 1
生 理 検 査 心電図関連機器及びファイリングシステム MBF-1000 フクダ電子 1

検査大項目 検査小項目 令和３年度件数 令和３年度点数

一 般 検 査
尿 １50,985 4,4１3,05１
便 25,645 １,050,354
体液 3,5１9 72,994

血 液 検 査 血液 463,549 １0,527,１94
輸 血 検 査 輸血 58,026 2,900,942

臨 床 化 学

化学Ⅰ 2,979,659 36,300,088
化学Ⅱ １１5,3１4 １5,355,025
血液ガス 34,95１ 4,858,１89
負荷試験 １84 35,600

免 疫 検 査 免疫 295,１39 20,268,536

微 生 物 検 査
一般細菌 78,894 １0,308,270
核酸検査 8,320 9,442,470
その他 2,993 0

病 理 検 査
病理組織 １１,876 １１,908,9１0
細胞診 １2,１72 2,278,224

生 理 検 査

肺機能 １5,702 １,530,300
心電図 52,765 １2,708,680
超音波 38,468 23,１8１,080
脳波 2,945 2,368,260
その他 27,093 2,622,2１１

そ の 他
採血・検体採取 １20,630 3,727,980
病理解剖 １5 375,000
検査外業務 772 0

院 内 合 計 4,50１,989 １76,233,358
外 部 委 託 95,4１9 23,9１9,267
総 合 計 4,597,408 200,１52,625
時間外緊急検査 １0,250,890 １8,949,920
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３.外注検査依頼状況
ＳRＬ 令和３年度

保 険 収 載 分
件数 62,658
点数 １5,644,578

薬 物 濃 度
件数 １,303
点数 6１2,4１0

保 険 未 収 載 件数 １,3１7
支払金額 4,035,073

ＢＭＬ 令和３年度

保 険 収 載 分 件数 24,923
点数 5,824,259

ファルコ 令和３年度

保 険 収 載 分 件数 5,１88
点数 １,790,020

項　　目
令和３年度

件数 点数
時 間 外 加 算 7,4１3 １,482,600
入 院 初 回 加 算 603 １2,060
検 体 管 理 加 算 Ⅰ １04,１１2 4,１64,480
検 体 管 理 加 算 Ⅳ １,１2１ 560,500
外 来 迅 速 加 算 70,62１ 3,１89,１70
病理診断料料(加算Ⅱ含） 24,765 7,920,360
輸血管理料・適正加算Ⅰ 4,5１4 745,540
骨 髄 診 断 加 算 23１ 55,440
国 際 標 準 検 査 管 理 加 算 １2,１28 485,１20

合　　　計 225,508 １8,6１5,270

院内検査（件）検査取扱件数 時間外緊急検査 外部委託

院内検査（点）検査取扱点数 時間外緊急検査 外部委託
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＊外注の保険収載・薬物分は稼動点数、未収載は支払い金額
を計上

4.加算件数・点数
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5.検査判断件数・点数

項　　目 令和３年度
件数 点数

尿 32,484 １,１04,456
血 液 検 査 86,762 １0,845,250
臨 床 化 学 Ⅰ 87,7１3 １2,630,672
臨 床 化 学 Ⅱ 30,653 4,4１4,032
免 疫 血 清 63,987 9,2１4,１28
微 生 物 検 査 １5,１33 2,269,950
遺 伝 子 ・ 染 色 体 70１ 70,１00
病 理 細 胞 検 査 １,43１ 2１4,650
生 理 検 査 5,295 842,300

合　　　計 324,１59 4１,605,538

6.外部精度管理調査結果
調査年度 外部精度管理種類 評　　点

令和３年度 日本医師会 96.0点  Ｄ：0
令和３年度 日本臨床衛生検査技師会 Ａ+B：251/255 	Ｃ：0 Ｄ：4
令和３年度 愛知県臨床検査技師会 Ａ+B：196/196 	Ｃ：3 Ｄ：0

7.臨床検査室認証・認定
認証・認定団体 令和３年度

日臨技精度保証施設認証 認証
日本臨床細胞学会施設認定 認定
日本臨床細胞学会教育研修施設認定 認定
日本輸血・細胞治療学会輸血機能評価認定制度認証施設（I&Ａ） 認定
日本超音波医学会認定超音波専門医制度研修施設 認定
IＳO15189施設認定(RML02250） 認定

8.学会認定資格者
学会認定資格 令和３年度

超音波検査士 １4名
細胞検査士 4名
輸血認定技師 2名
細胞治療認定管理師 1名
第1種衛生管理士 ７名
衛生工学衛生管理者 1名
認定臨床化学者 1名
認定血液検査技師 ３名
認定心電検査技師 1名
認定病理検査技師 2名
認定一般検査技師 1名
救急検査認定技師 ３名
緊急臨床検査士 13名
二級臨床検査士（病理学） 2名
二級臨床検査士（微生物学） 4名
二級臨床検査士（血液学） ３名
二級臨床検査士（呼吸生理） 1名
血管診療技師 1名
術中脳脊髄モニタリング認定技術師 ３名
専門技術師（筋電図・神経伝導分野） 1名
専門技術師（脳波分野） 2名
ＪＨRＳ認定心電図専門士 6名
精度管理責任者 ３名
認定サイトメトリー技術者 1名
医用質量分析認定士 2名
分析機器・試薬アナイスト 1名
リウマチ学会登録ソノグラファー 6名
ピンクリボンアドバイザー（中級） 1名
特化物及び四アルキル鉛等作業主任者 4名
睡眠健康指導士（初級） 1名
検査説明・相談ができる臨床検査技師 ５名
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３．リハビリテーション室

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.教育活動として、臨床実習生の受け入れの取り組み

・リハビリ学生：８校１１名　・他職種の臨地実習協力：１6名

2.地域の支援活動
・介護認定審査会協力　【人数】1名派遣【期間】通年【頻度】2回/1か月
・ＪＡあいち豊田広報誌「グリーンボイス」健康の話へ投稿

３.職員の資質向上
・部署内勉強会（全体会：4回/年、職種別勉強会：理学2回/年，言語6回/年，作業6回/年）
・他職種勉強会・研修会への講師派遣　（院内）0回　（院外）５回
・学会発表　1題（ＳT：0題、ＰT：1題、OT：0題）　
・臨床実習指導者講習会修了者　ＰT：1名、OT：1名

4.診療機能の充実
・特定集中治療室早期離床・リハビリテーション加算への参加協力の維持。
・脊椎手術、人工股・膝関節置換術の術前評価・指導に対して外来から関わりの継続。
・職員の増員（言語聴覚士1名）を図り、摂食嚥下リハビリテーションを充実。

2．令和3年度実績
1.部門別件数・単位数

・心肺運動負荷試験　年間27件
・精密知覚機能検査　年間３件
・義肢装具採寸法・治療装具採型法　年間4件

理学療法 作業療法 言語聴覚療法
外来 入院 外来 入院 外来 入院

個
　
　
別
　
　
療
　
　
法

脳血管疾患等
リハ料

患者数 420 9,684 477 １0,223 86 4,780
単位数 722 １2,１06 960 １4,50１ １52 6,898

廃用症候群
リハ料

患者数 0 4,686 0 79 0 0
単位数 0 5,442 0 98 0 0

運動器リハ料
患者数 １,374 １8,75１ 3,１１4 2,83１
単位数 2,473 24,208 5,688 3,758

呼吸器リハ料
患者数 １4 １１,598 0 2,380 0 4,406
単位数 3１ １4,346 0 2,9１7 0 7,3１１

心大血管疾患
リハ料

患者数 559 7,2１3 0 55
単位数 １,１１6 9,１47 0 57

がん患者
リハ料

患者数 7１4 0 0
単位数 884 0 0

早 期 加 算 47,368 １6,40１ １2,529
退 院 前 訪 問 リ ハ 指 導 0 0 0
退 院 時 リ ハ ビ リ 指 導 １,45１ 440 6
リ ハ ビ リ 総 合 計 画 評 価 363 2,962 374 544 １6 4１
摂 食 機 能 療 法 １,6１9

件 数 合 計 2,367 52,646 3,59１ １5,568 86 9,１86
単 位 数 合 計 4,342 66,１33 6,648 2１,33１ １52 １4,209
診 療 点 数 977,980 １7,307,885 １,399,680 6,07１,895 4１,920 4,098,595
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2.科別件数
理　学　療　法 作　業　療　法 言語聴覚療法

外来 入院 外来 入院 外来 入院
内 科 １03 8,940 62 2,１77 2１ 2,237
精 神 科
脳 神 経 内 科 １１2 3,83１ 66 4,335 50 2523
呼 吸 器 内 科 3,7１9 844 5１4
消 化 器 内 科 2,594 3１8 324
循 環 器 内 科 １56 6,406 268 5１１
小 児 科 １ １
外 科 22 4,973 4 37 56
整 形 外 科 １,406 7,623 3,30１ １,2１4 １72
形 成 外 科 3１ 247 79 １１
脳 神 経 外 科 3,367 52 4,１03 3 １,532
呼 吸 器 外 科 １,0１0 35 42
心 臓 外 科 355 １,56１ 9１ 77
小 児 外 科
皮 膚 科 343 53
泌 尿 器 科 583 4１ 23
血 管 外 科 205 35 6
乳 腺 科 77 28 3１
産 婦 人 科 268 6 7
眼 科 １１ 6
耳 鼻 咽 喉 科 6１ １93 45 １2 １0１
放 射 線 科
麻 酔 科
アレルギー科
リ ウ マ チ 科
リ ハ ビ リ 科
感 染 症 科
歯科口腔外科 27 70
消 化 器 外 科 １,949 95 49
内分泌代謝科 559 30１ １8１
腎 臓 内 科 78１ 359 293
膠 原 病 内 科
血 液 内 科 740 １28 １１7
総 合 内 科 １,１96 507 １79
健 診 科
緩 和 ケ ア 科
肝 臓 内 科 １2１ 6
脊 椎 外 科 １20 １,094 27 345 40
新 生 児 科
救 急 科 228 １80 １00
合　　　計 2,367 52,646 3,59１ １5,568 86 9,１86
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４．臨床工学室

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.特定医療機器における安全教育及び医療機器研修会の実施

・WEBを活用しYｏuTubeにて新規導入機器などの研修を行った。QRコード及びURLを利用することで
自宅でも受講が可能となり受講者の増加に繋がった。また、アンケート結果から受講率、習熟度の確認
が可能となった。

2.血液浄化センターにおける災害対策
・近隣の透析クリニックと災害時における双方の患者受け入れ手順の共有と、地域連携を含んだ災害対策
マニュアルを作成した。

３.当室単独業務における患者認証システムへの取り組み
・ＣＡRT（腹水濾過濃縮再静注法）における原腹水・濾過濃縮後腹水の受け渡し及び静注時における患者
認証システムを構築した。

4.資格取得及び学会発表・論文投稿の推進
・資格取得/体外循環認定士、集中治療認定臨床工学技士　各1名
・学会発表/発表6演題　パネリスト1回

5.厚生連教育プログラムの作成
・血液浄化療法業務における厚生連教育プログラムの構築に取り組んだ。

6.ペースメーカー外来におけるチェック体制を臨床工学技士のみの対応に切り換えた。

7.Covid-１9重症患者2名にECMOを施行し救命に貢献した。

8.タスクシフト・シェア
・内視鏡センターに臨床工学技士1名の常駐体制を確立した。

９.増収に向けた業務運用への取組み
・高気圧酸素療法を、内・外科会にアピールすることで新たな対象患者を増やすことに繋がった。年間
１,447件と過去最高であった昨年度から更に223件の増加となった。
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2．令和3年度実績
1.血液浄化
件数

件　　数
外来 2,5１2
入院 2,796

計 5,308
末梢血幹細胞 12
腹水濾過濃縮 24
シャントエコー １2,299

浄化法別分類　
件　　数

血液透析　ＨＤ 3,365
血液濾過透析 I-ＨＤF １,767
EＣUM 82
血漿交換　ＰE 35
血液吸着　ＤＨＰ 1
持続血液浄化療法 60

患者動向分類
件　　数

新規導入 97
急性浄化 23
他院転入 292
転出 351
死亡　慢性 19
死亡　急性 8

2.高気圧酸素
件数　

件　　数
外来 438
入院 １,008

計 １,446

科別分類　
件　　数

内科 	212
外科 237
整形外科 19
耳鼻科 563
口腔外科 15
泌尿器科 183
皮膚科 54
形成外科 81
その他 81

計 １,446

疾患別分類　
件　　数

突発性難聴 548
急性末梢血管障害 37
骨髄炎 90
一酸化炭素中毒 25
腸閉塞 195
空気塞栓 7
難治性潰瘍 122
放射性膀胱炎 170
脊髄神経疾患 126
放射線壊死 15
抹消循環障害 37
その他 104

計 １,446

３.心臓カテーテル
件数　

件　　数
緊急症例 276
予定症例 941

計 １,2１7

（件）血液浄化件数 外来
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心カテ分類　
件　　数

ＰＣI 385
ＣＡG 807
アブレーション 396
3Ｄ	mappiｎｇ 396
ペースメーカー交換 22
IＣＤ新規 3
IＣＤ交換 6
ＣRTＰ新規 3
ＣRTＰ交換 0
ＣRTＤ新規 2
ＣRTＤ交換 1
体外式ペースメーカー 450
IＡBＰ 908
ＰＣＰＳ 21
ペースメーカチェック 5,8１6

4.自己血回収術件数
科別分類

件　　数
心臓外科 108
血管外科 20
整形外科 149
その他 6

計 283

5.心臓血管外科
緊急・非緊急　

件　　数
緊急症例 15
予定症例 91

計 106

症例分類
件　　数

虚血性心疾患 48
弁膜症 41
大動脈疾患 21
その他 7

計 117

6.脳神経外科・耳鼻科・整形外科　Navigation
科別分類

件　　数
脳外科 42
耳鼻科 22
整形外科 166

計 230

症例分類
件　　数

腫瘍 39
クリッピング 1
FEＳＳ	 20
頸椎固定 166
その他 4

計 230

7.集中治療補助
件数

件　　数
　診療支援業務 3,１97

分類
件　　数

人工呼吸器管理 2,8１１
血液浄化 187
補助循環管理 114
超音波検査 85

計 3,１97

8.機器管理
修理件数

件　　数
院内修理 844
委託修理 31

計 875

修理機器分類
件　　数

心電図モニター 164
人工呼吸器 5
輸液ポンフﾟ 155
血圧計 84
パルスオキシメーター 58
血液浄化関連装置 143
その他 266

計 876

機器点検件数
件　　数

　点検件数 43,23１
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５．栄養管理室

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.医療提供体制の充実

・新型コロナウイルス感染防止に基づく食事提供、栄養食事指導体制の継続
・IＣUにおける早期栄養介入管理体制づくりのための準備
・市民公開講座の開催（新型コロナウイルス感染拡大により中止）

2.医療安全の充実
・ＨＡＣＣＰ制度化に向けた衛生管理の実施

３.人材育成
・厚生連栄養士会相互啓発研修会における新人教育プログラムの活用研修会への参加
・部署内勉強会（管理栄養士：9回/年）
・学会・研究会発表9題（管理栄養士）
・藤田医科大学病院共同研究参加（参加施設9医療機関）
　「生活習慣病を伴う複数疾患を有する高齢者に対する栄養療法支援アプリ作成に関する研究」

4.地域の支援活動
・ＪＡ機関紙への投稿
・ＪＡ料理教室への講師派遣（新型コロナウイルスの感染拡大により中止

　　
2．令和3年度実績
1.令和３年度　食事提供数
　①患者食

2.令和３年度　疾患別栄養食事指導件数　
　①個人栄養食事指導　　　

食数(食） 比　率
常 食 １45,387 34.0%
軟 食 75,１6１ １7.6%
流 動 食 １,364 0.3%
特 別 食 Ａ １35,１37 3１.6%
特 別 食 Ｂ 70,653 １6.5%

合　　　計 427,702 １00.0%

外来(人） 入院(人）
糖 尿 病 １,023 553
心 臓 ・ 高 血 圧 症 2１8 550
脂 質 異 常 症 337 22
肥 満 9 0
腎 臓 病 １62 １１6
肝 臓 病 25 38
糖 尿 病 透 析 予 防 282 0
そ の 他 74 666

合　　　計 2,１30 １,945

食数(食）
職 員 食 85,7１8
付 添 食 0

合　　　計 85,7１8

②賄食

　②集団栄養食事指導
（人）

糖 尿 病 45
腎 臓 病 0
ワンポイント講座 0
市 民 講 座 0

合　　　計 45

市民公開講座およびワンポイント講座：
新型コロナウイルスの感染拡大により中止
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３.令和３年度　院外活動
　①ＪＡあいち豊田料理教室

　4～７月は新型コロナウイルスの感染拡大により中止。
　８～１0月は新型コロナウイルスの感染拡大によりレシピのみ提供（講師派遣中止）。

4.認定資格者
認　定　資　格 令和３年度

ＮＳT専門療法士 2名
臨床栄養代謝専門療法士 1名
日本糖尿病療養指導士 ５名
病態栄養専門管理栄養士 4名
在宅訪問管理栄養士 2名
在宅栄養専門管理栄養士 1名
給食用特殊料理専門調理師 1名
病院調理師 ３名
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R２年度R元年度H30年度H29年度H28年度 R３年度

（回数） （人）
松 平 教 室 7 36
保 見 教 室 16 117
高 橋 教 室 24 201
三 好 教 室 12 77

合　　計 59 431
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６．薬剤部

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.診療機能の充実

・通院治療センターにおける服薬指導の充実
→患者指導件数は１,439件行い、うちがん患者指導管理料は277件算定した
　連携充実加算は248件算定した。

・入退院支援センター業務体制の整備
（入退院支援センター全介入患者の持参薬報告書作成、入退院支援センターにおける薬剤師の業務手順
の確立、薬剤部面談場所の一元化、持参薬外来開設への取り組み）
→令和３年１１月に一部診療科に対象を限定して持参薬外来を開設、各科と協議のうえ診療科毎のプロト
コールを作成した。令和4年2月には対象を全診療科に拡大した。令和３年4月時点で予定入院の入
院前持参薬報告書作成率は63.9%であった。

2.治験業務の充実
・院内治験コーディネーターを利用した治験受託件数の増加（4件/年）
　→新型コロナウイルス感染症の流行の影響もあり、治験受託件数は0件であった。

３.医療情報システム更新の実施
・電子カルテ更新における追加機能の確認と選定
→電子カルテのパッケージ更新であったため、そこまで大きな追加機能はなかった。薬剤アレルギー登
録を標準コードの上７桁で行うよう設定し、抗菌薬使用届を電子カルテシステム内で制御するように
した。

→病院の承認を得て、カスタマイズにより、一般名処方マスタがある薬剤について、全例算定が可能と
なるシステムを導入した。

・部門システムメーカー移行における現行機能維持と円滑な新規機能導入
→部門システムメーカーは株式会社ユヤマに決定した。既存の有用なシステムは可能な範囲で残しつ
つ、調剤過誤防止システムをはじめとした機能追加を行った。切替当初、一部混乱はあったが、及第
点であったと考える。

4.Quality　 Indicator
・退院指導実施率（退院指導患者数/入院実患者数）の推進（目標実施率50%）
→システム更新のあった9月を除く月では実施率50%を達成。（通年の退院指導実施率は48.7%）

5.病棟薬剤業務の充実および薬物治療管理の推進
・ＰBＰM（プロトコールに基づく薬物治療管理）の推進と拡充
→令和2年度の病棟業務におけるＰBＰM件数3,049件に対し、令和３年度は5,１26件と大幅に増加するこ
とが出来た。

・ポリファーマシー対策の推進と拡充
→薬剤総合調整加算（5.67件/月）、薬剤調整加算（3.33件）と目標を達成した。

・病棟薬剤業務における医薬品情報室との連携強化
・ＰMＤＡへの副作用報告（５件以上/月）
→1年間で36件ＰMＤＡへ副作用報告を行った。

・プレアボイド報告（20件以上/月）
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→1年間で247件プレアボイド報告を行った。
・手術室/IＣUにおける薬剤師常駐化への準備
→手術室/IＣU担当者の教育の一環として、病棟担当者及び手術室担当者間でのミーティングを実施した。

6.認定・専門資格取得の推進および教育体制の整備
・各種専門・認定薬剤師の資格取得への指導・教育
→各種専門・認定薬剤師資格取得のため、講習会および学会等に参加した。
　日本医療薬学会医療薬学指導薬剤師　1名合格
　日本化学療法学会抗菌化学療法認定薬剤師　1名合格
　日本臨床腫瘍薬学会外来がん治療認定薬剤師　2名合格
　日本循環器学会心不全療養指導士　1名合格
　日本アンチ・ドーピング機構公認スポーツファーマシスト　1名合格
　日本糖尿病療養指導士　2名合格
　日病薬病院薬学認定薬剤師　1名合格

・認定実務実習指導薬剤師の育成（実務実習生受け入れ）
→近隣大学より計７名の実習生を受け入れ、病院での薬剤師業務と関係職種との連携について教育を
行った。実習受け入れ病棟を拡充し、学生を指導できる薬剤師の養成に努めた。

・厚生連薬剤師会教育担当者部会における新人教育資料の作成
→「検査値とバイタルサインの見方」「医療用麻薬と疼痛コントロール」の章を担当し作成した。

7.病院薬剤師連携および薬-薬連携の強化
・患者情報の提供及び共有化の拡充と推進
→退院指導とともに、年45件の退院時薬剤情報連携加算の算定を行った。

・地域薬学ケア専門薬剤師制度における連携研修の運用確立
→今年度は連携研修初年度であった。始めに院内関係部署への周知を行い、研修要件となっている月３
回の実地研修を業務に支障を来たすことなく実施できた。

8.DPCに向けた取り組み
・機能評価係数Ⅰ　後発医薬品指数の維持（後発医薬品使用割合80%以上）
→後発医薬品使用割合については令和３年4月で82.0%から令和4年３月で83.6%となっており、後発
医薬品使用体制加算2（80%以上）の算定を継続して達成している。

９.供給室（ＳPD）の管理体制の充実
・誤接続防止コネクタに係わる国際規格の導入
→来年度の切り替えに向け、切り替えに向け問題点などの情報収集と現在採用している製品の代替候補
の洗い出しを行った

・医薬品の管理強化（規制医薬品、高額医薬品等）
→キュービックスを利用し、高額冷所医薬品の管理を行った。規制医薬品に関しては、卸しと協力し早
期の在庫確保に努めた。また一時的な供給停止の薬品に関しては、在庫状況に応じて医薬品情報室と
協力し使用制限等対応を行った。

・医療材料の在庫管理強化（消耗品材料のコスト削減、定数見直し等）
→償還価改定が無く償還材料の値下げは小幅なものとなった。コロナ禍で大幅な値上げとなったＰＰEに
ついて、価格交渉を進め元の価格に戻りつつある。また、国からの衛生材料支給品を有効活用するこ
とで費用の抑制を行うことが出来た。

・不動薬品および不動材料の整理及び削除
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→不動薬品として2品目を採用中止。
→期限切れ材料は原則定数を削除し，３ヶ月の材料の払い出し歴から定数の減少を担当看護師に提案し
た。

・物流システム活用の充実
→9月に物流システムを更新した。更新前6件、更新後１6件のシステム修正を行った。不具合の修正と
機能の充実によって無駄を省き、効率的に業務を行うことが出来るようになった。

　
2　令和3年度実績
　薬剤部は医薬品および医療材料の安定供給、適正な在庫管理とともに安全かつ適正に使用するために下記
の事項に取り組んだ。

1.医薬品情報提供
　例年同様、院内医薬品情報誌「ＤI-Ｎewsくすりの時間」と医薬品情報一元化システム「ＪUＳ-ＤI」の充実
に努めた。適時院内メールや電子カルテTｏdｏ機能を用いて、速やかに必要な情報提供を行った。薬事委員
会の事務局業務も行い、審議資料作成から議事進行補助まで鋭意実施している。昨年に引き続き、医薬品の
安定供給に非常に問題のあった1年ではあったが、その影響が最小となるよう、迅速な対応に努めた。

2.病棟業務
　服薬指導件数として2１,093件/年行った。積極的に処方提案等を行いＰBＰM件数5,１26件とプロトコール
に基づく薬物治療管理の拡充することが出来た。また、プレアボイド報告も月平均20件を達成することがで
きた。
　2月より、緊急入院の持参薬報告を病棟にて作成する運用を開始し、初回面談等を効率的に行うことが可
能となった。

３.調剤業務
　調剤時にバーコード認証を導入し調剤過誤防止に努めた。また、当直帯の1人調剤時はバーコード認証に
加え重量チェックを導入し、薬品間違えと数量間違えの防止に努めた。
　向精神薬について追跡調査を実施し薬品の適正管理に努めた。
　供給不安定となった薬品に関しては、各部門および卸業者と連携を図り在庫の確保及び代替薬の確保に努
めた。

4.持参薬管理および入退院支援
　入退院支援センター（１7番・20番）での常駐を開始し、担当スタッフとの連携強化に努めた。入退院支援
センターの介入対象診療科の拡大および持参薬外来の開設により、入院前の介入件数が増加した（入院前面
談件数：令和３年4月482件→令和4年３月547件）。それにより、入院時の持参薬報告書作成に係る時間の
短縮を図ることができた（持参薬報告業務時間：令和３年4月１37.5時間→令和4年３月96.3時間）。
　また、令和4年2月より予定外入院患者の持参薬報告書を病棟で担当者が作成することで病棟担当者が持
参薬をより把握できるように運用変更した。（令和３年３月　予定外入院持参薬報告書の病棟作成率85.6%）

5.注射調剤
　部門システムを利用し調剤・監査の正確性と効率性の向上に努めた。不動在庫の有効利用により経済面で
の効果向上に努めた。注射薬の個人別セット業務を通して適正な注射薬品の使用推進に努めた。後発薬品が
使用できない場合の先発薬品への処方変更や手技・用法の修正等のＰBＰMに取り組んだ。供給不安定となっ
た薬品に関しては、各部門および卸業者と連携を図り在庫の確保及び代替薬の確保に努めた。
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6.薬品・医療材料の管理
　新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大に伴う、個人防護具の供給不足に対して、現時点での確保状況
を共有フォルダで公開し、毎日更新を行った。卸業者の協力および政府からの供給資材を有効に活用する
ことで、致命的な供給不足を回避することができた。また、新型コロナワクチンの接種に関して、コミナ
ティ、スパイクバックス、小児用コミナティの納入・保管・調製を適切に行い、円滑に接種をすすめること
ができた。

7.化学療法業務
　連携充実加算を全がん種の患者に対して算定可能な体制とし、院外の薬局へ抗がん剤治療に関する情報提
供をできるように努めた。年間248件算定した。
　アブラキサンやパクリタキセルなど供給不安定な薬品が生じたが、医薬品情報室・薬品管理室・化学療法
委員会と連携して、適正に薬剤を使用できるよう努めた。

8.ICT（感染対策チーム）・ＡＳT（抗菌薬適正使用支援チーム）への参加
　病棟薬剤師との情報共有をもとに抗菌薬ラウンドや血液培養ラウンドに参加し抗菌薬適性使用の評価も
行った。加えて、感染防止対策加算、感染防止対策地域連携加算の対象となるカンファレンスに参加した。
これら定期的に開催されるカンファレンスなどだけでなく、IＣT・ＡＳTの一員として感染対策室、微生物検
査室等と随時連絡を取り合い院内の感染対策および抗菌薬適正使用に関与した。

９.治験管理室業務
■GＣＰ、各種倫理指針に則り、適正かつ効率的な治験、臨床研究等の実施に取り組んだ。
＜治験＞新規受託治験0件
＜臨床研究等＞新規医学系研究実施審査47件
　　　　　　　特定臨床研究５件
　　　　　　　症例報告審査4件
■その他
・厚生労働省の臨床研究倫理審査委員会報告システムに当院の治験倫理審査委員会の委員名簿、会議の記
録の概要、手順書等を更新した。

・がん診療連携拠点病院等の整備に伴い病院ホームページを企画室と連携して作成・更新した。

　
１0.実務実習
　長期実務実習３～4期（各１１週間）、計７名の実習生を受け入れ指導にあたった。

2期(5/24～8/8） ３期(8/23～１１/7） 4期(１１/22～2/１3）
名 古 屋 市 立 大 学 1
名 城 大 学 3 2
愛 知 学 院 大 学 1
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１１.教育
　新型コロナウイルス感染症のため薬剤師勉強会はWebを利用し５回開催した。

開催月 参加者 講　　　　　　師 対　　象
4月 72名 腎臓病薬物療法専門薬剤師 院内外薬剤師
７月 46名 スポーツファーマシスト（吉田整形外科病院） 院内外薬剤師
１0月 50名 内分泌・代謝内科病棟部長 院内外薬剤師
１2月 42名 脳神経内科外来部長 院内外薬剤師
2月 50名 がん専門薬剤師 院内外薬剤師
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７．看護部

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.看護の質向上へ向けた取り組み
　1）信頼される看護サービスの提供
　　　長期目標：急性期医療に対応できる看護師による質の高い看護の提供
　　　　　　　　根拠あるアセスメント（判断）を基に看護実践できる
　　⑴　新人教育体制の構築

①新人看護師ローテーション勤務の導入
②新人教育の視点に沿ったOＪTの実施
　ローテーション勤務を３か月施行
　新人アンケートの結果ではローテーションで「自分の希望する部署を見つけることができた」は
77%であり、92%が第３希望までで配属できた。「報告・相談しやすい状況だった」は90%以上で
あり、「スタッフから積極的に声かけしてくれる」も１00%であった。指導者側のアンケートでも
そう思う、とても思うが90%以上の回答であり、ローテーション期間の環境は良かった。
　早期離職はなく、１0月に1名３月に1名の2名退職であり。離職率は３%であった。しかし、
ローテーション勤務を行うことで、夜勤導入が遅れた。

　　⑵　実践者を育てる部署内教育の構築
①事例を通して看護力を育てる体制つくり
・全体像を把握し患者のニーズをとらえる
・カンファレンスを活用し、受け持ち患者の計画立案・修正・実践と評価　　
・パートナーと協働
　教育委員会小チームの取り組みとしてラダーⅢ保有者のラダーⅢ受審者への支援のために係長が
動機付けを行い、看護実践の振り返りや倫理カンファレンスの実施を促した。

　　　②院内認定コースの定着
　膀胱留置カテーテルの合格者257名。看護部全体では4割の取得。1年間で尿道損傷のアクシデ
ントはなかった。

　　　③各部署での専門性に応じた看護（スキル）の獲得
　全部署で1～2項目テーマを決め学習会・シミュレーションなどの取り組みを実施した。（24部
署、29項目）評価としてスタッフより「自信につながる」「不明な点が理解できた」などプラスの
意見が聞かれた。

⑶　看護の質の向上
　　　①不必要な身体拘束をなくす

　身体拘束実施までの正しい手順の認知率は３～4割、身体拘束を行わないためのケア（三つの原
則）については1割以下であったため、全スタッフに周知。その結果、全スタッフが各部署での身
体拘束を行わなくてよくなるためのケアを考え記述することができた。
　スタッフが考えたケアを実施。各部署1～３項目の取り組みを実施できた。結果、コロナ前の
20１9年度との比較で、重症度、医療・看護必要度の基準Ⅱ越え率は37%→40.3%に上昇している
にも関わらず、身体拘束率は１5.8%→１3.6%に低下した。退院時ＡＤL低下率も7.27%→5.4%に低
下。取り組み当初、転倒・転落事故発生のリスク増加を心配したが、転倒転落率は2.23%→１.99%
と低下した。転倒転落率が上昇しなかったのは、そのリスクを意識し、身体拘束実施の有無のアセ
スメント力が向上したと評価できる。
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2.労働条件・業務改善に向けた取り組み
　1）働きやすさを実感できる職場環境
　　長期的目標：夜間看護配置１2対1（一般床4人夜勤）、看護補助加算25対1の取得
　　⑴　看護職員の確保と定着

①夜間看護配置１2対1の取得
　新人の見習い夜勤者数の調整や患者数の傾向を考え、一旦１2対1取得に踏み切ったが、患者数が
増加したため要件を満たせなくなった。

②看護助手・クラークの増員と定着
　７月看護助手の承認会を実施、高校訪問、看護助手のパンフレットを作成し募集活動に活用し
た。高卒新卒３名の採用ができた。

　　⑵　時間外労働の改善
①効率的な情報収集
　効率的な情報収集ができるように看護記録の書き方のルール化と周知を行った。

②日勤業務に合わせたマンパワーの活用
　セル看護方式を参考に、効率よく必要な看護を提供するためにムダを無くす改善を行った。
（2020年度から継続中）

③動線のムダ
　受け持ち看護師の割振りの工夫や、必要物品のセッティング（電子カルテの屋台化）を係長会を
中心に施行。結果、スタッフの主観では身体的な負担の軽減化が図れた。また歩数調査を５月、令
和4年2月に実施。病床利用率が86.7%→92.2%に上昇するが、歩数は５月926歩/時/人→2月
942歩/時/人と増加は見られず。積極的に取組みを進めいた部署では最大で１5１歩/時/人の減少
ができた。

④看護スタッフの配置のムダ
　業務量やリスクの高低に合わせ、委員会の開催時間や休憩時間の調整、フリー業務を見直しス
タッフ一人当たりの受け持ち患者数を少なくするなどを実施した。結果、休憩時間の調整は病棟
１00%実施、食事中のアクシデント事例はなくなった。スタッフ一人当たりの受け持ち患者数は７
月最小値5.4人、最大値7.8人→１１月最小値4.4人、最大値6.5人に減少した。
　その結果、スタッフ一人当たりの月平均超過勤務時間を比較すると20１9年度は5：１2に対し取り
組み開始以降の2020年度3：46、202１年度は3：57と減少している。新型コロナウイルスの対応状況
にも変化があるため単純比較が難しい状況であるが故、取組み個々の成果の積み重ねを重視し継続
する。

　　⑶　コロナ対策の整備
　　　①感染症病棟の運用整備
　　　②コロナ対応に関連した業務の整備

　2年間を通し、他部門も含め運用が定まった点を組み込んだ運用をもとに感染症病棟運用マ
ニュアルを整備している。引き続き評価修正を行う。

　　　③コロナ対応に関連した勤務体制の整備
　８月より課長・係長から一般スタッフへの勤務を開始した。これにより課長の勤務は解除とな
り、係長は重症度に合わせた増員要員として運用した。コロナ入院病棟の重症度が高くなった際
は、３人目として各部署の係長を加えて、呼吸器管理ができる人材を感染症病棟に配置する等柔軟
な対応ができた。各部署で感染症病棟勤務経験者が増えたことで勤務表を部署固定に戻し、同部署
複数名での対応を可能とし夜勤回数の問題をある程度解消することができた。試行錯誤しながら感
染症病棟・4C病棟の患者数と重症度に対応した柔軟な勤務による人の配置ができた。
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2．令和3年度実績
1.合同就職説明会

2.学内説明会

３.就職説明会・施設見学会

4.インターンシップ

日	程 名　　称 参加人数
７月１0日 マイナビ  66人
2月１2日 マイナビ就職  87人
12月9日 マイナビセミナー撮影

合　　　計 153人

日程 名称 参加人数
4月23日 豊田地域看護専門学校  30人
１2月１8日 日本福祉大学  32人
１2月１１日 学芸大学（リモート）  80人
１2月2１日 愛知県立大学（リモート）  26人
１2月24日 人間環境大学（リモート）  25人
1月29日 椙山女学園大学（リモート）  １7人
1月末 修文大学（リモート） 不明
３月５日 豊橋創造大学（リモート）  23人

合　　　計 233人

日　　程 参加人数
７月31日 3人
８月７日 7人
８月2１日 １0人
８月28日（リモート） １5人
１１月23日　愛北看護専門学校 １8人
1月22日（リモート）  7人
2月26日（リモート）  9人
３月１2日 23人
３月26日 24人

合　　　計 116人

日　　程 参加人数
８月  59人
３月  68人

合　　　計 127人
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5.学生・実習生受け入れ状況
　①中学生体験
　　新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止
　②高校生体験
　　新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止

　③看護学生
　

6.看護職員採用状況
　（令和4年4月1日採用者）

7.看護職員退職状況
　（令和３年4月1日～令和4年３月3１日退職者）

高校名 参加人数
三好高校  １人
松平高校　  9人
足助高校 29人
豊田東高校 １8人
豊野高校  7人

合　計 64人

学校名 日　程 人数（延人数）
加茂看護専門学校　　　　1年生  ３日間 4１人(１23）  
　　　　　　　　　　　　2年生  31日間 40人(１,240）
　　　　　　　　　　　　2年生　訪問看護  11日間 9人(99）  
　　　　　　　　　　　　３年生 １04日間 43人(4,472）
　　　　　　　　　　　　３年生　訪問看護  71日間 3１人(2,20１）
豊田地域看護専門学校　　2年生　小児  9日間 １0人(90）   
　　　　　　　　　　　　　　　　内科  18日間 １3人(252）  
　　　　　　　　　　　　３年生　小児  43日間 24人(１,00１）
　　　　　　　　　　　　　　　　内科  48日間 25人(１,１96）
日本赤十字豊田看護大学　2年生　基礎  4日間 30人(１20）  
日本赤十字豊田看護大学　4年生　成人  13日間 35人(455）  
日本赤十字豊田看護大学　4年生　統合  ３日間 4人(１2）  
日本福祉大学看護学部　　３年生　小児  16日間 2１人(336）  
日本福祉大学看護学部　　３年生　母性  10日間 １0人(１00）  
日本赤十字豊田看護学部　訪問看護ステーション  17日間 8人(１36） 
人間環境大学　4年生　国際看護  ５日間 4人(20）  
名古屋学芸大学  ７日間 １5人(１05）  
穂の香看護専門学校  60日間 2人(１20） 

新卒看護師 既卒看護師 合計
71名 5名 76名

平均看護師数 退職者数 離職率
634 69 １0.88%

新人看護師数 退職者数 新人離職率
65 2 3.07%
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８．医療安全管理部

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.インシデントレポート集計・分析
　インシデントレポート件数は総数5,１28件、臨床検査室は325件で4１件増加、栄養管理室は１50件で87件増
加してはいるが、全体数でみると昨年度より390件減少した。（主に診療部302件で4１件、看護部3628件で
35１件減少、事務部38件で4１件減少） 3 bレベルは１6件で昨年度より１0件減少（詳細薬剤 １件、治療・処置
4件、医療機器 １件、検査 １件、療養上の世話 9件）。療養上の世話は主に転倒転落によることが多く看護
師が関係する。医療安全看護部会が転倒転落の予防対策についての取り組を継続していくことは必要であ
る。また、各部署のインシデントを分析・対策を検討し情報をフィードバック（お便り・セーフティニュー
ス）していることが結果としてアクシデントを減少させたと考える。コロナ禍での対応で忙しい中、インシ
デントレポートの減少は見られたがアクシデント報告が減っていることは医療安全文化が醸成されつつある
のではないかと考える。

2.医療安全対策地域連携加算ラウンド
　新型コロナ感染を鑑み令和３年度の医療安全対策地域連携加算ラウンドはWeb開催となった。
　ラウンドが実施できない為、各施設で取り組んだ対策の内容及び自病院のラウンド結果を報告した。
　日時は１１月１8日（木）１6：00～１7：00
　参加施設は、トヨタ記念病院、豊田西病院、豊田厚生病院

３.M＆Mカンファレンス開催
　 7回/年　開催。各部門から参加していただいた。
　死亡診断書の内容誤り事例が 2事例あり、診療録委員会と今後の改善策の検討、患者対応困難事例 3事例
から病院としての対応の振り返り・検討が必要な事例もあった。また、セーフティニュースを活用した周知
活動は継続していく必要があると考える。

4.啓発活動の実施
　令和 2年度に新型コロナ感染防止に鑑み研修方法を変更せざるを得ない状況となり、今年度も全体研修は
e-ラーニング研修とした。参加率は99%、受講者はスムーズに実施することができ感想も前向きなものが
多かった。
　内容については法律に関することであった為、実践と照らし合わせながら興味深く受講できたのではない
かと思われる。今後希望する研修については、外部講師の研修も受けてみたいとの意見もあり、感染動向を
踏まえ外部講師の全体研修や医療事故ワークショップの内容を検討していきたい。そのような中で医療安全
フォーラムは、患者誤認防止対策の強化を目的とし事前に患者誤認防止についての活動に取り組んでいただ
くようアナウンスしたことで、取り組んだ内容が各部署で起こり得ることであり共有しやすかったと思われ
た。患者誤認防止対策についてはマニュアルが周知されておらず正しい行動が取られていない現状が把握で
きた。このことから医療安全管理室で再度正しい患者確認行動について周知していく必要があると判断した。
　専任会議ではインシデントレポートから情報を共有しパトロールを実施。その結果を各部門へフィード
バックし対策を講じた。主な活動として患者誤認防止パトロールの監査用紙の見直し周知活動、産婦人科外
来診察室と放射線治療室の診察室に手すりを設置することができた。また、クレームにつながった外来の掲
示板の現状調査から、各担当部署に改善対応をしていただいたなどが挙げられる。

5.医療事故対応（事例検討会）の実施
　７回事例検討を実施
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6.医療事故調査制度にともなう死亡患者の確認
　医療事故調査制度の対象事例はなし。

7.マニュアルの整備
　第 １章・ 2章・ 5章・ 6章　組織図変更に伴う修正
　第 6章　行動制限ガイドライン・転倒転落ガイドライン追加・修正
　第 7章　医療安全対策　各部門編　追加・修正
　第１１章　医療安全対策　診療部編　追加・修正

2．令和3年度実績　
1.インシデント報告件数（令和３年度）

2.M＆Mカンファレンス開催件数・参加人数

所属部署別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
診療部 38 24 41 26 24 29 22 25 20 17 18 18 302
臨床研修部 16 24 19 33 24 19 15 17 12 16 52 70 317
放射線技術科 4 2 5 6 5 4 6 5 10 8 5 5 65
臨床検査技術科 18 39 45 34 29 20 25 25 25 26 23 16 325
リハビリテーション技術科 1 8 5 6 3 2 4 4 9 4 3 4 53
臨床工学技術科 3 2 1 1 2 1 5 4 1 2 2 1 25
栄養科 20 5 9 12 14 15 17 13 18 12 7 8 150
薬剤科 12 9 9 11 6 13 4 3 7 9 4 9 96
看護部 298 258 401 345 303 301 303 261 302 358 246 252 3,628
事務部 5 2 5 5 3 4 2 1 3 0 2 6 38
地域医療福祉連携部 8 3 3 9 10 8 5 2 5 9 6 5 73
保険事業部 2 4 3 4 1 1 1 4 4 0 1 2 27
その他 0 2 2 8 0 2 0 0 1 5 7 2 29

合　　　計 425 382 548 500 424 419 409 364 417 466 376 398 5,128

月・日 参加人数 月・日 参加人数
4月28日 18名 9 月29日 18名
5 月26日 15名 １0月20日 15名
7 月28日 15名 3 月23日 18名
8 月25日 26名

内容分類別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
薬剤 132 98 205 168 124 150 149 111 130 155 113 130 1,665
輸血 3 11 4 9 7 5 4 4 1 2 3 3 56
治療・処置 6 49 51 52 56 48 30 36 44 37 57 49 569
医療機器等 14 12 16 7 7 7 13 10 13 21 10 11 141
ドレーン・チューブ 27 37 46 46 47 33 23 37 38 37 36 40 447
検査 57 79 102 83 70 52 72 71 62 78 50 50 826
療養上の世話
（転倒転落）

70
(28）

56
(27）

73
(33）

86
(40）

73
(33）

68
(35）

69
(35）

62
(36）

69
(28）

82
(40）

75
(36）

64
(33）

847
(400）

そ
の
他

文書・書類 26 15 21 23 15 18 18 11 22 19 13 19 220
情報管理 33 22 20 24 21 34 30 16 32 32 17 25 306
その他 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2
意見・クレーム・暴言暴力等 2 3 10 2 4 4 1 6 6 3 2 6 49
合　　　計 425 382 548 500 424 419 409 364 417 466 376 398 5,128
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３.教育活動内容
1.研修企画：実践

2.第32回全体研修開催　上半期　全体研修会
　内容：セーフマスター（インシデントレポート）のe－ラーニングを活用
　　　　医療と法　第 １章　医療と法　　　　　　　　　　第 5章　医師・看護師・医業
　　　　　　　　　第 2章　安全管理の重要性　　　　　　第 6章　薬剤と法
　　　　　　　　　第 3章　医療と責任　　　　　　　　　第 7章　説明義務
　　　　　　　　　第 4章　医療従事者に関する法律　　　第 8章　個人情報保護法
　期間：令和 3年 7月１2日（月）～令和 3年 8月１3日（金）
　参加：１,535名（参加率99.0%）

３.医療事故ワークショップ
　新型コロナウイルス感染防止に鑑み中止

4.第１3回　医療安全フォーラム
　目標：各部署が自部署事例の分析を行い、対策を見出し、改善に取り組むことが出来る
　発表：取り組みは全部署であるが、発表は令和 3年度担当部署
　方法：発表内容の冊子配布・電子カルテTOＰ画面掲載
　期間：令和 4年 １月１１日（火）～令和 4年 2月１１日（金）
　参加：１,477名（参加率99.5%）
　　※興味をひいた取り組み内容の部署
　　1位　救命救急センター	 コロナに振り回されない‼　～患者誤認防止への取り組み～	 425票
　　2位　臨床検査室	 患者誤認防止に向けた取り組み	 354票
　　３位　３C病棟	 体幹抑制のすり抜けをなくす取り組み	 333票

５.院内パトロール実施

6.医療安全推進週間（１１月25日～１2月1日）
　全職員の名札に黄色リボンを付け医療安全推進週間の意識付けを行う
目的：「患者の安全を守るための共同行動（ＰＳＡ）」の一環として、医療機関や医療関係団体等おける

取り組みの推進を図り、またこれらの取り組みについて国民の理解や認識を深めていただくことを
目的としている（厚生省ホームページより抜粋）

　対象：全患者、全職員
　内容：患者向け⇒患者相談窓口・診療放射線室・臨床検査室・医療安全管理室からパネル出展　
　　　　1階外来通路（医療安全推進週間期間中）
　　　　職員向け⇒１１月30日、１2月1日　展示

4月 5日 新入職者研修 9月 １日 薬剤部研修
4月 8日 看護部新人研修 １0月 １ 日 中途採用職員研修
4月１2日 研修医研修 １2月 6 日 薬剤部研修
6月24日 ラダーⅠ研修 １2月 9 日 ラダーⅢ研修
7月 8日 ラダーⅡ研修 １月25日 看護補助者研修

6月１8日 時刻確認パトロール
9月１7日 リストバンド装着確認パトロール
１１月１5日 患者確認パトロール
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　　　　　○認定看護師
　　　　　　認知症看護認定看護師　　認知症と転倒転落について
　　　　　　緩和ケア認定看護師　　　ＡＣＰ 人生会議について
　　　　　　特定行為看護師　　　　　ご存知ですか？特定行為
　　　　　○各部署
　　　　　　診療放射線室　　МRI検査を受ける時の注意事項
　　　　　　臨床工学室　　　①小型シリンジポンプ　インシデント事例＆解説　②Ｎew人工呼吸器紹介
　　　　　　感染制御部　　　新型コロナウイルス感染症　～これまでの当院の取り組み～　
　　　　　　企画室　　　　　コロナワクチン接種報告
　　　　　　患者相談窓口　　コロナが招いた医療・看護の質の低下
　　　　　　医療安全管理室　改善報告キラリ☆彡
　参加：8１9名（参加率53.9%）

７.専任者ラウンド
　　 4月１5日　感染ごみ分別確認
　　 7月１5日　院内にある掛け時計の時刻確認　現状把握
　　１１月 2 日　医療安全相互ラウンド　自病院チェック（ＨＣU病棟・ 5Ｂ病棟）
　　 １月20日　外来における（転倒につながる）危険個所確認
　　 2月 3日　外来掲示板の現状把握

　掲示物発行：医療安全情報（医療事故情報収集等事業）　セーフティニュース、看護部お便り1回/月
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9．感染制御部

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.新型コロナウイルス感染症対応

①感染症病棟・一般病床ＣOVIＤ-19エリア
　流行当初より行政の要請を受け、新型コロナウイルス感染症（ＣOVIＤ-19）対応病床を設置している。
病床数は愛知県のフェーズに合わせて対応、感染症病棟と一般病棟のＣOVIＤ-19エリアを確保している。
病床数の増加に伴い、ＣOVIＤ-19対応をする職員も増えたため、ゾーニングの徹底、個人防護具の適切な
着用、物品の管理などが確実に実施できるよう介入を行った。
②発熱者等対応外来
　救命救急センターの一角に発熱者等対応外来を設置し、ＣOVIＤ-19が疑われる患者の対応を実施してい
る。ゾーニングの徹底、関係スタッフへの個人防護具の適切な使用、環境の整備、屋外検査場の設置な
ど、院内で感染拡大が起きないように取り組んだ。
③感染対策の徹底
　全職員に対し、手指衛生の徹底や個人防護具の着脱手順などが確実に実践できるよう、手順書などの整
備、介入を行った。
④院内感染防止の取り組み
　看護部門・診療協同部門・事務部門など、各部門と連携を図り、院内感染が起きないよう院内の環境を
整備した。
⑤院内クラスターへの介入
　接触者調査を実施し、濃厚接触者の把握、ゾーニングの実施、ＰCR等の検査を積極的に実施すること
で、早期に収束できるよう介入を行った。
⑥管轄保健所との連携
　管轄保健所からの受診要請を受け入れるため、帰国者接触者外来を設置している。帰国者接触者外
来では管轄保健所と連携を図りながら、ＣOVIＤ-19の診療がスムーズにできるよう対応した。また、
ＣOVIＤ-19入院患者の状況報告も毎日実施した。
⑦地域医療機関との連携
　クラスター発生した介護施設への訪問、感染対策（ゾーニング、個人防護具など）について実践指導介
入、支援を行った。

2.リンクナース活動の充実
　リンクナースの感染対策に関する知識の充足を図るため、勉強会を開催（6月、9月）し、それぞれの
部署で伝達講習を実施した。参加率はほぼ１00%を達成できた。また、院内パトロールチーム、標準予防策
チーム、血液体液曝露チームに分かれ、グループ活動を展開した。擦式アルコール製剤の消費量調査、手指
衛生の直接観察法も継続して実施、令和2年度はコロナ禍で擦式アルコール製剤の消費量が増加したが、令
和３年度は前年度より減少した。今後も継続して取り組んでいく。
　看護部新人研修では、リンクナースが中心となって教育活動を展開した。手指衛生の手技、個人防護具の
着脱方法、廃棄物の処理方法などを実践指導し、新人看護師が現場に配属された後すぐに感染対策を実践で
きるような研修内容となった。

2．令和3年度実績
1.教育活動

開催月日 研修会名
令和３年4月５日 新入職員研修（全職種対象）「院内感染対策の実際」
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2.針刺し・切創・粘膜曝露対策
　針刺し・切創・粘膜曝露についてのデータ収集を前年度より継続して実施した。令和３年度は、43件/年
（１00稼働病床あたりの針刺し件数7.0）の事例が発生し、前年度（47件/年）よりやや減少したものの、全
国平均（１00稼働病床あたりの針刺し件数6.7）を上回った。針刺し・切創曝露率が高い職種に対し、勉強会
を実施し介入した。

３.地域連携
　≪感染防止対策加算Ⅰ・Ⅱカンファレンス≫

　　　　4月9日 新入職員研修（看護師対象）「感染対策の概要」「針刺し、血液・体液曝露防止対策の実
施と事故後の対応」他

　　　　4月１2日 研修医研修「針刺し・粘膜曝露について」
令和３年５月6日 新人薬剤師研修「無菌調製～感染対策の観点から～」
令和３年6月9日 リンクナース会「リンクナースの役割」
令和３年７月9日 眼科外来（医師・視能訓練士対象）「院内感染対策の基本（手指衛生）」
　　　７月17日他 臨床検査技師研修（外部）「ＣOVIＤ-19に係るワクチン接種のための筋肉内注射実技研修」
令和３年9月８日 リンクナース会「環境整備を考えよう」
　　　　9月6日 第23回院内全体講演会（全職員対象）
　　　～9月24日 　「デルタ株の脅威と感染対策」（オンライン開催）
令和３年１0月1日 中途採用者研修（全職種対象）「院内感染対策の実際」
　　　　10月19日 クラーク研修会「クラーク業務に潜む感染リスクと対策」
　　　　10月26日 看護助手研修会「看護助手業務に潜む感染リスクと対策」
令和３年１１月4日 看護部ラダーⅡ研修「デバイス関連感染・手術部位感染」
令和３年１2月6日 看護部ラダーⅠ研修「標準予防策・感染経路別予防策」
令和4年2月１6日 第13回豊田感染症フォーラム（全職員対象）
　　　～３月9日 「新型コロナ時代の感染対策と抗菌薬適正使用支援」（オンライン開催）
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開催月日 内　　　容 主　　　催

令和３年4月2１日 錯塩殿感染症の総括と今年度の活動について トヨタ記念・豊田厚生共同開催
（Teams会議）

　　　　6月１6日 新型コロナウイルス感染症の現状整理と予防接種のおさ
らい トヨタ記念病院（Teams会議）

　　　　８月１8日 新型コロナウイルス感染症ＣOVIＤ-19に関する現状整理
と予防接種のおさらい トヨタ記念病院（Teams会議）
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　≪感染防止対策加算Ⅰ×Ⅰラウンド≫
　　新型コロナウイルス感染症流行のため、令和３年度は実施なし。

4.ICTラウンド（毎週金曜日）
　毎回テーマを絞って、病棟・外来系のラウンドを実施。
　4月…環境整備（ミキシング台の環境、滅菌物の管理等）
　５月…環境整備（ゾーニング、嘔吐物の処理等）
　6月…手指衛生（アルコール手指衛生）
　７月…手指衛生（流水と石けんでの手洗い）
　８月…個人防護具（防護具着脱手順）
　9月…手指衛生（医師・薬剤師のアルコール手指衛生）
　１0月…血流感染（刺入部の観察、側管注射の手技）
　１１月…デバイス関連感染（尿道留置カテーテルの管理、吸引時の防護具）
　１2月…環境整備（滅菌物の管理、ミキシング台の環境）
　1月…環境整備（ゴミの分別、ゾーニング）
　2月…手指衛生（アルコール手指衛生、流水と石けん手洗い）
　３月…手指衛生（医師・看護助手のアルコール手指衛生）

5.血液培養ラウンド（毎週水曜日）・抗菌薬ラウンド（毎週木曜日）
　・血液培養ラウンド
　　血液培養陽性：１,１06例に介入　うち血流感染：39例
　・抗菌薬ラウンド
　　１07症例に介入

　　　　１0月20日

Ｊ-ＳIＰＨEのご紹介

豊田厚生病院（Zｏｏm会議）
参加施設の活動報告「ＳＳIサーベイランス結果報告」
新型コロナウイルス感染症～当院のこれまでの取り組み～
新型コロナウイルスの最近の動向と対策

　　　　１2月１5日
参加施設の活動報告「プレパンデミックワクチンについ
て考える」 豊田厚生病院（Zｏｏm会議）
抗菌薬・消毒薬の使用状況報告

令和4年2月１6日 耐性菌の検出状況について トヨタ記念・豊田厚生共同開催
（Zｏｏm会議）
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10．地域医療連携課（地域医療連携係）

　急性期病院として期待される要望事項の把握に努め、地域医療機関との交流を密にし、地域医療連携がス
ムーズに行えるように受け入れ体制を充実させる。

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.地域医療機関との連携強化

①地域医療機関への表敬訪問の実施（93件）
・新たな地域連携パスの運用開始、また、当院独自の「脊椎圧迫骨折術後の骨粗鬆症地域連携パス」
「心不全地域連携パス」の運用開始に伴い、副院長、各代表部長と医療機関への訪問を行った。ま
た、紹介患者数が少ない診療科が関わる医療機関へ紹介依頼も行った。

②連携医療機関の当院広報誌への情報掲載
・年間4回4医療機関ごと登録医、連携医合わせ計１6医療機関を掲載した。

③6大がん地域連携パス受け入れ医療機関拡大
・開業医訪問の際、新規届出および追加届出依頼を行うとともに、届出未医療機関との連携パスを希望
する患者が発生した場合、新規届出依頼及びパス説明の訪問を行った。（令和３年度実績345件で愛
知県内の医療機関で2年連続第1位）

2.勉強会・交流会の開催等
①　地域連携勉強会の開催
　・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
②　豊田厚生病院地域医療支援病院運営委員会開催・令和３年4月2１日（水）（令和３年度第1回）WEB
　および書面開催
　・令和３年７月2１日（水）（令和３年度第2回）WEBおよび書面開催
　・令和３年１0月20日（水）（令和３年度第３回）WEBおよび書面開催
　・令和4年1月１9日（水）（令和３年度第4回）WEBおよび書面開催
③　令和３年５月　第24回　豊田厚生地域医療連携交流会開催
　・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
④　令和３年１0月　令和３年度　豊田加茂地域医療連携交流会
　・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
⑤　令和３年度　豊田加茂医師会・豊田厚生病院合同ＣＰＣ
　・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止
⑥　乳腺勉強会
　・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

2．令和3年度実績（地域医療支援病院運営委員会資料より抜粋）
①登録医数・登録医療機関数（令和３年度末）

　 登録医数 登録医療機関数
医　　　科 271 209
歯　　　科 166 151
合　　計 437 360

②紹介関連実績

　 地域医療連携係
取扱件数 紹介率※

医　　　科 29,068
73.9%

歯　　　科 2,46１
※地域医療支援病院紹介率
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③逆紹介関連実績

④紹介の地域医療連携課経由の有無

⑥科別紹介関連実績

　 当院文書作成件数 紹介率※
医　　　科 24,034

96.4%
歯　　　科 １,958

※地域医療支援病院紹介率

診　療　科 計
内　　訳

外　来 入　院
内 科 7,279 5,675 １,604
脳 神 経 内 科 97１ 863 １08
呼 吸 器 内 科 752 542 2１0
消 化 器 内 科 １,499 １,１62 337
肝 臓 内 科 １26 １06 20
循 環 器 内 科 １,879 １,46１ 4１8
内分泌代謝内科 403 350 53
腎 臓 内 科 353 286 67
膠 原 病 内 科 57 57 0
血 液 内 科 １69 １38 3１
総 合 内 科 １84 １40 44
精 神 科 243 24１ 2
小 児 科 １,１08 793 3１5
外 科 2,557 １,99１ 566
血 管 外 科 １4１ １１0 3１
乳 腺 外 科 244 204 40
小 児 外 科 １ 0 １
整 形 外 科 2,１25 １,670 455
脊 椎 外 科 275 １92 83
形 成 外 科 7１0 587 １23
脳 神 経 外 科 595 440 １55
呼 吸 器 外 科 529 493 36
心 臓 外 科 240 225 １5
皮 膚 科 １,043 9１4 １29
泌 尿 器 科 １,275 965 3１0
産 婦 人 科 １,045 728 3１7
眼 科 772 469 303
耳 鼻 咽 喉 科 １,505 １,284 22１
放 射 線 科 869 868 １
麻 酔 科 47 45 2
歯科口腔外科 2,46１ １,840 62１

合　　計 3１,529 24,867 6,662

連 携 課 経 由 24,670
連携課経由外 6,859
延紹介患者数 3１,529
経 由 割 合 78.2%

診 察 紹 介 29,265
入  院 (再掲 ） 6,662
入 院 割 合 22.8%

⑤診察紹介患者の入院実績
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⑦科別逆紹介関連実績

⑧地域別紹介件数

⑨インターネット予約システム利用状況

豊 田 市 23,１02
み よ し 市 3,800
二 次 検 診 982
そ の 他 3,645

合　　計 3１,529

地 域 医 療 連 携 課 経 由 22,450
インターネット予約（再掲） 7,885
インターネット予約割合 35.１%

診　療　科 計
内　　訳

紹介元へ 紹介元以外へ 当院患者を紹介
内 科 6,992 5,052 259 １,68１
脳 神 経 内 科 １,１57 863 36 258
呼 吸 器 内 科 4１2 １80 3 229
消 化 器 内 科 １,389 １,１37 80 １72
肝 臓 内 科 9１ 75 6 １0
循 環 器 内 科 2,722 2,23１ 53 438
内分泌代謝内科 １,１42 70 862 2１0
腎 臓 内 科 442 26１ １9 １62
膠 原 病 内 科 36 3 0 33
血 液 内 科 220 １１3 0 １07
総 合 内 科 293 １49 3 3
精 神 科 2１3 59 37 37
小 児 科 379 １88 3 １88
外 科 2,574 2,357 49 １68
血 管 外 科 １40 １2１ 4 １5
乳 腺 外 科 73 47 4 22
消 化 器 外 科 86 45 2 39
整 形 外 科 2,029 320 57 １,652
脊 椎 外 科 １65 86 １0 69
形 成 外 科 463 359 １2 92
脳 神 経 外 科 424 １66 １0 248
呼 吸 器 外 科 １5 4 3 8
心 臓 外 科 37１ 307 8 56
皮 膚 科 5１１ 3１4 40 １57
泌 尿 器 科 36１ 96 １7 248
産 婦 人 科 235 45 4 １86
眼 科 550 309 40 20１
耳 鼻 咽 喉 科 740 7１8 3 １9
放 射 線 科 903 896 3 4
麻 酔 科 １5 6 0 9
歯科口腔外科 １,905 １8１9 2 84

合　　計 27,048 １8,396 １,629 7,023
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⑩高度医療機器利用実績

⑪開放病床(25床）利用実績

⑫地域連携勉強会は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため全て中止となった。

紹介患者延利用日数 １,652
利 用 率 １8.１%

内容 計 内　訳 件　数

放
射
線
関
係

１,353

ＣT 772
MRI 487
RI 9
ＰET-ＣT 4
骨密度 79
上部消化管透視 0
下部消化管透視 2

内
視
鏡
・
生
理
検
査
関
係

１,269

上部内視鏡 １32
下部内視鏡 2１2
腹部超音波 203
心臓超音波 320
甲状腺超音波 １04
頸動脈超音波 78
その他超音波 26
脳波 4

１90
合　　　計 2,622

※その他の超音波は下肢血管
※その他はホルター心電図・トレッドミル・神経伝導検査・肺機能検査など
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11．地域医療連携課（在宅支援コーディネーター係）

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.部署内の協力・応援体制の強化に関する取り組みと成果

①専任・専従の業務内容を理解する
・専従看護師は病棟専任業務を1日研修し、退院支援カンファレンスの準備及びファシリテーターを習得、
担当専任の休日時に代役が行えるように体制を整えた

・病棟専任看護師は専従看護師に依頼した事例を通して退院支援の調整方法を学び得た
・お互いの業務を理解、習得することで、業務継続計画（BＣＰ）の一歩を踏み出した
②専任・専従の業務を見える化する
・病棟専任特殊マニュアルの見直し・修正
・専従業務マニュアルの作成（以下１2項目の退院調整方法について新たに作成）訪問診察、訪問看護、訪問
薬剤師、経管栄養、在宅酸素、自己導尿、持続陽圧呼吸療法、在宅人工呼吸器、ケアマネジャー・介護タ
クシー、人工肛門・人工膀胱、褥瘡・吸引・ＨＰＮ、腹膜透析

・病棟専任・専従看護師のスケジュールにおいてホワイトボードを用いて見える化し応援体制の強化を図った
・応援体制・協力体制の評価

2.退院支援の質向上に関する取り組みと成果
①在宅移行カンファレンス用紙の統一
・患者・家族の希望を中心に据えた多職種カンファレンスが標準化して行えるような様式を作成した。さら
に電子カルテに取り込んだことで、多職種が患者の希望を把握して上での専門的視点による情報入力や閲
覧が可能になった。

②退院時共同指導料・多機関共同指導加算の見える化
・退院時共同指導料・多機関共同指導加算の見える化及び診療報酬算定要件の勉強会を実施したことによ
り、退院時共同指導料、多機関共同指導加算ともに収益の増収に繋がった。

③新規訪問看護への依頼を見える化
・スタッフが患者の希望や病状に合わせた訪問看護ステーションへの調整を意識して意思決定支援を行うよ
うになり、豊田厚生訪問看護ステーションの機能強化型1の取得の貢献に繋がった。

④パートナーと協働し退院支援を実践する
・ＰＮＳを取り入れ、専従と専任のペアで年間パートナーを決定した。退院支援のプロセスの勉強会を開催し
知識を得た上で、パートナーと実践した事例を振り返り、部署で事例発表会を開催した。事例実践・発表
後の学びとして、専任から専従へと協働して退院支援を行っていることを実感でき、退院支援プロセスに
おける多角的視点でアセスメントができ、より良い他院支援に繋がったとスタッフの評価を得た。

３.地域の関係機関との連携強化
　【豊田市市役所】
　・豊田市訪問看護育成センターの講師　2回/年

4.地域クリニカルパス推進
　【脳卒中地域連携パス運用会議】年３回開催
　　令和３年８月26日　「202１年度地域連携診療計画の評価と見直しについて」Web開催　
　　令和３年１１月１8日　「地域連携診療計画の評価と見直しについて」Web開催
　　令和３年３月１8日　「2020年度急性期病院実績報告」Web開催
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　【大腿骨頸部骨折地域連携パス運用会議】年３回開催
　　令和３年6月24日　「新規参加病院承認と会議名称変更について」Web開催
　　令和３年１0月１4日　「コロナ禍における各施設の対応」Web開催
　　令和３年３月4日　「急性期病院実績報告」Web開催

5.在宅支援コーディネーターとしての質向上とキャリアアップ
　「令和３年度介護報酬改定における退院支援の活用」勉強会　１2名参加　
　「豊田訪問看護師育成センタースキルアップ研修　新型コロナウイルス自宅待機者への対応」　2名参加
　「高齢者福祉研究会202１年Zｏｏm開催」　1名参加
　「退院支援３段階プロセス」勉強会　１2名参加
　「一緒に学ぼう在宅看取りの第一歩Zｏｏm開催」　３名参加
　「第１１回日本在宅看護学会学術集会Zｏｏm開催」　1名参加
　「第1回地域包括ケア推進看護連携検討会研修Zｏｏm開催」　1名参加
　「ケアマネ交流会Zｏｏm開催」　発表者1名・参加者2名
　令和３年度愛知県介護支援専門員更新研修　1名
　令和３年度訪問看護職員養成講習会　講師
　加茂看護専門学校　授業講師　
　第７回豊田厚生病院がん看護基礎研修会講師
　看護技術研修会　講師
　心不全療養指導士取得　1名
　「日本地域看護学会第25回学術集会Zｏｏm開催」　1名参加

2．令和3年度の実績
　看護師4名、MＳW1名で、新規870件（前年度比１１4.0%）の退院調整を行った。
　疾患分類でみると悪性新生物が403件で依頼の46.3%を占め、がん患者の在宅療養の調整件数が増えている。
　さらに、医療処置を抱えての在宅療養を希望される件数が増えており、多職種との在宅移行カンファレンス
を開催することで、患者・家族の希望を中心に据えた退院支援の質の向上の取り組みの成果として、多機関共
同指導加算は75件（前年度比１97.3%）と増えている。
　病棟専任看護師７名が、8,１3１件（前年度比１05.3%）の退院支援計画書を作成し、患者の退院支援を行った
結果として、入退院支援加算1の算定の増加に繋がった。また、ケアマネジャーとの連携における退院支援の
質の向上の成果として１97件（前年度比１02%）介護支援等連携算定件数が増加した。
　退院支援カンファレンスは病棟専任看護師が中心となり、定期的な開催と必要に応じた臨時開催ができる体
制づくりの継続ができている。また、コロナ禍であり、専従看護師が病棟専任業務を習得し、休日時の代役を
行う応援体制の取り組みは、業務継続計画（BＣＰ）の一歩を踏み出した。　

　①退院調整対応件数　　

R３年度
新 規 件 数 870件
継 続 延 べ 件 数 255件

合　　計 １,１25件
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　②疾患分類

　③退院時転帰先

　④退院支援計画書・介護支援連携

　⑤地域連携パス件数

R３年度
新 生 物 403件
神 経 系 76件
循 環 器 系 １１0件
呼 吸 器 系 83件
消 化 器 系 56件
そ の 他 １42件

R３年度
在 宅 490件
転 院 75件
施 設 14件
死 亡 75件

合　　計 654件　
※外来患者の対応件数を除く

R３年度
大 腿 骨 頚 部 骨 折 108件
脳 卒 中 194件
胃 が ん 50件
胃 が ん ( E Ｓ Ｄ ） 6件
大 腸 が ん 117件
乳 が ん 107件
肝 臓 が ん 1件
肺 が ん 44件
前 立 腺 が ん 20件
在 宅 緩 和 ケ ア 20件
認 知 症 34件
BKＰ術後骨粗しょう症 4件
Ｃ K Ｄ 1件
心 不 全 13件
脳 卒 中 2 次 パ ス 3件

合　　計 722件

R３年度
入退院支援加算1 8,１3１件
地域連携診療計画加算 302件
介 護 支 援 等 連 携 197件
多機関共同指導加算 75件
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12．医療福祉相談課（兼　がん相談支援センター）

　令和３年度は、相談件数が飛躍的に増加した年であった。
　対前年比に見る相談件数は実人数で１１１.5%、総対応件数では１22.3%と過去最大といってよいほどの伸び
率であった。新規依頼件数では１１2.7%（2,670件）と令和2年度より300件程度増えている。病院利用者数
はそれほど増えていないが、ソーシャルワーカーの介入を必要とする患者が増えている。令和2年度から増
えている身寄り無し患者など、患者を取り巻く社会背景が複雑化していることで入院から退院までに支援が
必要な事柄が増えている影響と考えられる。
　社会のニーズに合わせた形で取り組み始めた就労と治療の両立支援では、予想よりもニーズが少なく、対
象疾患の拡大や運用する診療科の見直しなどの課題も残っている。

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.後方病院や在宅関係機関との連携強化

・後方医療機関や施設とは定期的に話し合いを行い、よりスムーズな転院や施設入所ができるように運用の
見直しを行っている。ＤＰＣⅡ期を明記することで、ＤＰＣⅡ期の最期の日程くらいでの転院にも努めている。
ただ、そもそも依頼のあった時点でＤＰＣⅡ期に余裕がない時は、期間内での転院は難しい事例も多かった。
状況確認をすると、そもそも病態が不安定で特別にMＳWの依頼が遅いというわけでもなかった。

・コロナ蔓延による転院延期については、情報交換を密にしていたため、隔離解除後はかなりスムーズに
転院できている。

・行政関係の会議では、豊田市の地域包括ケアシステムの基盤整備として成年後見支援センターの運用見
直しや市民後見人の養成などへの継続的な協力は行っている。また、会議の中で身寄りのない単身者問
題についても言及し、同じ会議の部会として取り上げていただけることとなった。

2.キャリアアップへの取り組み
・ケアマネジャーの受験、両立支援コーディネーターの取得、がん相談支援センター相談員基礎研修会な
ど、スタッフの状況に合わせて一歩上の資格等の取得に取り組んだ。ケアマネジャーに関しては、研修
に高雅な自費負担が発生するため、試験までで実務研修は受けさせていない。がん相談支援センター相
談員基礎研修会は、選考漏れとなってしまった。

・両立支援コーディネーターは受講が出来たため、両立支援の算定を取るための基盤整備に繋がっている。

３.部署内の体制整備
・BＣＰを意識した体制作りとして、急な休みが発生しても業務継続が出来るような話し合いを行ってい
る。担当者個人が対応している患者の進捗を毎日書いて保存。誰が見てもわかるように一人一人が担当
者票を作成した。コロナ罹患による休職を想定していたが、体調不良が原因で休む職員もいたため、日
常の運用での活用も出来ている。

・ただ、ここ数年は依頼件数が増加傾向であり、昨年度は依頼件数が特に大幅増加しており、休みが重な
ると人員的に即日での対応が出来ない案件も多く見られた。従来の業務に対しての人員の確保も急務に
なってきている。

4.地域医療福祉部門内への協力
・一昨年度に訪問看護ステーションが期限ぎりぎりまで加算要件を満たせずにいたこともあり、退院支
援部門会を通じて居宅介護支援事業所と訪問看護ステーションの加算状況について報告と意識付けを
行っている。その結果、早期の加算要件の達成をすることが出来た。

・退院支援加算Ⅰの件数確保のため、在宅支援コーディネーター係とは退院支援部門会で話し合いを継続



Toyotakosei Hospital Annual Report 2021 89

部署別業務実績　医療福祉相談課（兼がん相談支援センター）

し、効率的な運用の見直しは常に行っている。数字で見れば、前年度と同様の数字となっているが、患
者にお渡ししている退院支援計画書の中身については少しずつ充実できるように努めている。

5.両立支援算定への取り組み
・医事課、入退院支援センター、医療福祉相談課でプロジェクトを組んで運用を検討。運用開始にあた
り、医師の協力が得やすく、件数もいきなり多くなりすぎないように婦人科を選んで協力を依頼。年度
内に2件の対応依頼があり、そのうち1件は算定に結び付いた。その後の件数が増えていないため、状
況を確認すると高齢者が多く、そもそもの対象者に繋がりにくいことがわかり、次年度に対応診療科を
増やす方向で進めることとした。

2．令和3年度実績
1.援助内容別対応件数

2.がん相談支援センター　援助内容別対応件数

３.関係機関との会議等への参加状況
　豊田市要保護児童・ＤV対策協議会、愛知県児童虐待対応医療機関連絡会、豊田加茂児童虐待等関係機関
連絡調整会議、地域連携パス会議（脳卒中・大腿骨骨折・在宅緩和ケア）、豊田市地域密着型包括支援ネッ
トワーク会議【書面開催】、豊田市成年後見・法福連携推進会議、豊田市身寄り無し独居者検討部会、難病
ネットワーク三河ブロック連絡員会議【Zｏｏm開催】、愛知県難病医療協議会・連絡員合同会議、難病対策
協議会（豊田保健所）【書面開催】、保健所・難病医療ネットワーク連携会議、認知症医療連携協議会、豊
田市母子医療保健福祉ネットワーク会議、豊田市精神障がい者地域支援協議会、EM-ＰＡＳＳ情報交換会、救
急隊と医療・福祉合同研修、愛知県がん診療連携協議会相談支援部会、みよし市包括支援センター交流会等

援　助　内　容
R３年度 R2年度

件数(件） 構成比(%） 件数(件） 構成比(%）
1.心理・社会的処遇 388 １.2% 22１ 0.9%
2.治療と療養生活 585 2.0% 523 2.１%
３.家族関係・在宅生活 329 １.１% 286 １.2%
4.受診・入院 6１7 2.１% 450 １.8%
５.退院・転院 24,972 83.3% 20,206 82.5%
6.医療費・生活費・経済 １,１77 3.9% １,093 4.5%
７.手続き・診断書・保険 １,726 5.8% １,603 6.5%
８.職業等社会生活 １１ 0.04% 2１ 0.１%
9.その他 １52 0.5% 86 0.3%

合　　計 29,957 １00.0% 24,489 １00.0%

援　助　内　容
R３年度 R2年度

件数(件） 構成比(%） 件数(件） 構成比(%）
1.治療・療養生活等 2,869 77.5% 2,049 73.9%
2.セカンドオピニオン 17 0.5% 11 0.4%
３.治療実績・受診・入院・退院・医療機関紹介 517 １4.0% 452 １6.3%
4.医療費・生活費・社会保障制度 192 5.2% 196 7.１%
５.不安・精神的苦痛・告知・コミュニケーション 47 １.3% 39 １.4%
6.その他 59 １.6% 27 １.0%

合　　計 3,70１ １00.0% 2,774 １00.0%
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4.地域貢献
・愛知県医療通訳派遣システム　講師派遣
・名古屋刑務所視察委員会　委員派遣
・豊田市成年後見センター市民後見人養成講座　講師派遣
・豊田市訪問看護育成センター　講師派遣
・愛知県医療ソーシャルワーカー協会新任者養成委員会　委員派遣
・愛知県医療ソーシャルワーカー協会学生研修委員会　委員派遣
・実習生対応（他職種含む）　　等

　　

5.患者会開催状況（事務局を医療福祉相談課が対応しているもの）　
　①オストミー友の会（人工膀胱・人工肛門患者会）―事務局　医療福祉相談課
　　・第37回　オストミー友の会
　　　コロナウィルスの流行により、開催中止
　　　代替として会員に日常生活の工夫のパンフレットを送付
　②ひまわり会（在宅酸素療法患者会）―事務局　医療福祉相談課
　　・第44回　ひまわり会
　　　コロナウィルスの流行により、開催中止
　　　代替として会員に日常生活の工夫のパンフレットを送付
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13．豊田厚生訪問看護ステーション

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
⑴　豊田市、愛知県の在宅医療・福祉連携推進計画への協力及び参加を通し、ステーションの普及啓
発、人材育成、多職種連携の強化の取り組み継続。
①　豊田加茂訪問看護ステーション協議会参加
　隔月1回の部会はZｏｏmで開催。感染対策時の対応や物資の供給窓口など、情報共有や検討議案等
の協議を実施。市内の小集団活動員として多職種連携チームの活動における意見交換会に参加。

②　豊田訪問看護師育成センタースキルアップ研修「202１年介護報酬改定及び活用方法を学ぼう」
「新型コロナウイルス自宅待機者への対応」愛知県訪問看護ステーション協議会主催「利用者の思い
をつなげるＡＣＰの推進」「診療報酬改定研修会」豊田加茂医師会「多職種合同ブロック研修会、み
んなで繋ぐ地域包括ケアシステム～事例検討を通じて顔の見える関係づくり～」等、愛知県及び豊田
市の地域での研修会へ参加。

③　愛知県訪問看護ステーション協議会主催「訪問看護管理者研修」アドバイザー
　管理者研修参加者に対して、GＡＰ分析から自部署での取り組み対策の作成までの年間フォローを
実施。事業所での1日実習受け入れとアドバイス、自部署での取り組み対策立案まで年間を通しサ
ポート実施。

　⑵　訪問看護の質向上に向けた取組み
①　ＰＮＳを活用した、カンファレンスの実施　
　　「新規利用者」「状態変化時のケアカンファレンス」「ターミナルケアカンファレンス」などパートナー
と実施した。「デスカンファ」「インシデントカンファレンス」は全体で実施し今後の課題や対策等の
検討を行った。利用者への個別対応や統一した看護ケアの提供などに役立てることに繋がった。イン
シデント対策は、全体のシステムや個人対応時の注意事項として意識できた。

②　パートナー勉強会の開催
　　必要な学習会の洗い出し後に、年間計画作成し以下の6テーマの学習会を開催した。
　　「糖尿病認定看護師によるフットケア」「在宅人工呼吸器の管理と在宅での急変時対応」「褥瘡予防
マットの種類と特徴・利用者への説明のロールプレイ」「在宅領域におけるＡＣＰ ～もしバナカード
を使って～」「学生指導～プロセスレコードで振り返る～」「ターミナルケア加算に必要な要件につい
て～訪問看護記録に必要な事項～」

　　デモストレーション・ロールプレイ等の工夫ができ参加型の勉強会が実施できた。
③　記録用紙の改善によるケアアセスメント力の向上　
　　訪問看護記録用紙にＳOＡＰ形式を取り入れ、ターミナルケアだけでなく病状アセスメントと予防ケ
アを意識できる為の記録用紙を作成。実際の記録を使い現場でのアセスメントと予防ケアに繋がった
事例を共有する学習会を実施した。

　全体の取り組みに対して、「訪問看護師に必要な行動変容評価を定期実施した。全体の平均は開始時
3.76点から１2月最終で4.25点に上昇し全体で１2%上昇する結果が得られ、ターミナルケア及び記録の学
習、カンファレンス実施の影響がある項目の点数が上昇した。

　
　⑶　働きやすさを実感できる職場環境と労働条件・業務改善に向けた取り組み

　安全な看護ケアの提供のため、新規利用者の医療処置に対しては、ナーシングスキル視聴、ＰＳＮによ
る応援機能の強化、看護記録用紙改善、タブレット端末導入準備を実施。
　ナーシングスキルは全9項目視聴、皮下埋め込み型中心静脈ポートの刺入と固定、BVMの使用は技
術チェックを実施した。　
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　タブレット端末導入は訪問看護ソフトの更新のタイミングで、ソフトの変更と導入が決定した。　
　計画的有休の公平な取得として、有休５日間の計画的消化、緊急電話当番後の時間休消化、バースデ
イ有休計画の継続等に取り組み、職務満足度調査の結果は上昇した。

　⑷　機能強化型訪問看護療養費Ⅰ、その他加算の維持及び収益の安定維持への取り組み
　訪問件数の増加を目指し昨年度から1チーム制を導入し、地域を分けずに新規利用者の確保を継続し
て実施。効率的な訪問スケジュールのための計画は、チームリーダーが中心となりチームで取り組むこ
とができた。院内在宅支援コーディネーターへ、新規利用者、在宅看取り目的の退院など積極的に連携
し新規依頼を受けた。紹介率は42%から64%に上昇、ターミナルケア加算算定に繋がった件数は7１%か
ら75%へ上昇した。
　また、スタッフ1人当たりの訪問件数1人3.2件/日を目標とし、訪問スケジュール1日５件の予定
表導入、空き枠には重症者や介護度の高い利用者の臨時的訪問を積極的に行い、訪問件数を確保した。
　各種加算の算定では、訪問先で訪問診療医と同行し算定できる緊急訪問カンファレンス加算、医師の
指示による緊急訪問加算、在宅移行カンファレンス参加や退院時共同指導加算などの算定に繋がる項目
に対し、積極的に取り組んだ。

2．令和3年度実績
1.訪問看護利用者数は年間でプラス33人、前年度比１02%、延べ訪問件数はプラス１93件で、前年度比１02%

であった。1人1日当たり平均訪問件数は年間平均3.2件で目標は達成した。スタッフの体調不良による
休養や長期研修や院内の認定活動等のため、実稼働数は１00%ではなかったが訪問件数は昨年より増加。
訪問看護収益でみるとプラス2,397千円で、前年度比１03%であった。利用者月単価は、介護-2847円/月、
医療＋3634円/月、介護保険では加算算定できるものが少なく件数も下がったためマイナスとなったが、
機能強化型訪問看護療養費Ⅰの基本料アップ及び各種加算算定により医療保険での単価は＋3,634円となり
年間１,9１5,１１8円のプラス。しかし介護保険の月単価マイナスとなっており特別管理加算算定数や件数の確
保が課題となっている。

　　ターミナルケア加算算定数は、在宅看取り26件、入院後24時間以内の死亡4名、計30件算定でき、機能
強化型訪問看護療養費Ⅰの算定要件である20件を１0件上回った。昨年度、院内の在宅支援コーディネー
ターからの紹介率が低下した為、連携強化を実施した結果、紹介率が上昇しターミナルケア加算算定数増
加に大きく影響したと考える。また、院外クリニックから直接の在宅看取り新規利用者の紹介依頼もあ
り、今後も院内外との連携強化に尽力したい。以上により、訪問件数、収益維持、機能強化型訪問看護療
養費Ⅰの算定継続の目標は達成できた。

　　訪問看護利用者のコロナ感染においては、年間を通して利用者本人の感染が2名、濃厚接触者３名あっ
たが、訪問キャンセル又は電話での体調確認等で対応できた。職員の感染はなし。

　⑴　訪問実績

　⑵　利用者月単価

年間利用者数
（延べ人数）

年間訪問件数
（延べ件数）

訪問看護【収益】
（千円）

ターミナルケア
加算算定数

医療保険 527 3,059 40,902 22
介護保険 993 5,１42 52,１58 8

計 １,520 8,20１ 93,060 30

介護保険 医療保険 全体
R３年度 5１,72１ 79,１64 6１,１97
R2年度 54,568 75,530 6１,078

計 １,520 93,060 30
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　⑶　新規依頼の紹介元

　⑷　自宅にて他界した件数とターミナルケア加算算定割合　

　⑸　学生・実習生受け入れ状況

学校名 人数
加茂看護専門学校 10クール　46名
日本赤十字豊田看護大学 2クール　 8名
愛知県看護協会管理者研修 1名1日

紹　介　元 介　護 医　療 計

院
　
内

在宅支援コーディネーター 8 48 56
居宅介護支援事業所 0 0	 0 
地域包括支援センター １ 2	 3  
医療福祉相談課 2	 1	 3
医師 0 0 0

小　　計 11 51 62 

院
　
外

他施設より（他病院・診療所等） 2 5	 7 
居宅介護支援事業所 6 3 9
地域包括支援センター 7	 3 １0 

小　　計 15 11	 26 
合　　計 26 62 88

R３年度 27
R2年度 15

◎自宅にて他界した件数のうち当院在宅支援コーディネーターからの紹介件数

自宅にて他界した件数 自宅他界のうちターミナルケア加算算定件数 算定割合
R３年度 36 26 72%
R2年度 21 18 86%

※ターミナルケア加算算定不可
件数 理由

R３年度 10 訪問日数不足⑼　要支援⑴
R2年度 3 訪問日数不足
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14．居宅介護支援事業所（豊田厚生介護保険センター）

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.自立支援と重症化予防のポイントを念頭に置いたケアマネジメントができる

⑴　学習会の企画と実施
　・援助関係を形成する技法「バイステックの７原則」について自部署内にて学習会開催
　・一般財団法人日本介護支援専門員協会が作成した自己評価ツール96項目内容の共有
⑵　他者評価できる体制づくり
　・手順書作成
　・週1回のケアマネ会議にて、問題解決したい事例などスタッフ1人ずつ選出
　・一般財団法人日本介護支援専門員協会が作成した自己評価ツールを活用して自己評価
⑶　問題解決したいケースのケアマネジメントをスタッフと協働
・問題解決したい事例を同行訪問
・自部署内でアセスメントツールを用いて問題分析・対応方法を検討
・モニタリング
・一般財団法人日本介護支援専門員協会が作成した自己評価ツールを活用して他者評価（1事例に対し
て2名で他者評価）

・他者評価後、振り返りを行い、不足点を補った
・１2月から問題ケースは管理者が同行するように強化
・ケースの状況により、同行訪問4事例・在宅移行カンファレンス2事例・サービス担当者会議1事
例・コア会議1事例・記録物のみの振り返りを1事例実施（予定より３倍のケース協働）

2.居宅介護支援事業所の特定事業所医療介護連携加算の算定が維持できる
・令和３年３月1日～令和4年2月28日までのがん末期ターミナルケアマネジメント加算件数6件算定
（令和３年介護保険法改正あり、特定事業所加算Ⅳが特定事業所医療介護連携加算として名称変更、
要件は同じ、がん末期ターミナルケアマネジメント加算５件以上必要、令和4年度も算定可能となっ
た。他の要件も満たしている）

・退院退所加算76回算定（要件は、35回以上）
・週1回ケアマネ会議を開催し、新規ケースや問題ケースなどの情報を共有
・時間外携帯当番を365日対応
・運営基準減算に該当しないように適正にケアマネジメント業務を実施
・短期間で終了するケースや状態悪化にてプラン発生につながらないケースが多いため、今後も新規
ケースの継続対応が必要

・特定事業所加算基準の遵守状況に関する所定の記録を毎月末まで作成し、５年間保存
・豊田市集団指導・講習会の情報を適宜スタッフと共有

３.ケアマネ実務研修実習指導
　・コロナ感染対策しながら1名実習受入れ対応（特定事業所加算Ⅲの要件の1つである）
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2．令和3年度実績
1.ケアプラン作成

①　特定事業所加算Ⅲ（300単位）・特定事業所医療介護連携加算（１25単位）算定継続中
②　活動実績は、ケアプラン件数は前年度比１06%、収益は前年度比１09%
③　急性期病院の中にある居宅介護支援事業所のため、主に医療依存度の高いケースやがん末期のケース
が安心して自宅療養できるように受け持ち対応している。医療依存度の高い場合やがん末期ケースの場
合、状態変化しやすいケースが多く、急変にて、相談対応は行っていてもプランにならないケースが68
名、死亡者4１名、介護負担などから施設入所など中止（終了）者20名あった

④　がん末期ケースでターミナルケアマネジメント加算算定件数6件（加算要件として５件以上必要）
⑤　入院時医療連携加算３日以内60件、７日以内３件算定
⑥　退院退所加算　76回分算定（カンファなし連携1～2回、カンファ有り連携1～３回含む）（加算要
件として35件以上必要）

2.要介護別件数

３.その他
　①　新規・終了など

　②　院外ケアマネから主治医連絡・入院時情報提供書対応件数（地域医療連携課事務担当）

③　令和３年１2月～地域総合支援室事務員2人兼務体制とし、令和4年度に居宅介護支援事業所として受
け持ち利用者数を拡大できるように試行開始した

要介護度別 令和３年度
要介護1 425
要介護2 365
要介護３ 2１4
要介護4 １48
要介護５ １32

計 １,284

　 令和３年度件数
新規利用契約者 79
中止者（入所等） 20
死亡者 36
利用者（電話相談・訪問対応以外） １,782
他事業所へのケース紹介（再掲） 0

主治医連絡票（平成2１年度から対応開始）対応件数 406
介護保険医療連携用情報提供書対応件数 674

令和３年度
件数 収益

１,359 24,69１,１39
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15．豊田厚生地域包括支援センター

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
＊活動目標は３年ごとに“３年後を見据えた長期的な目標”を立案。令和３年度は３年のうちの初年度で
あった。

【活動目標】
・地域の理解や協力により、認知症の方が地域で活躍できる場を増やすことができる。
・生きがいを見つけ、自身の健康に目を向ける高齢者が増える。
・多様な機関や地域支援者が連携して、複合課題を抱える世帯や支援が必要な高齢者を支える地域支援ネッ
トワークの構築ができる。

1.地域の認知症に対する理解を深めるとともに、認知症の方の強みを活かし、地域とつなげる
橋渡しを行う。
（重点事項）
①　ささえあいネット登録機関向けの認知症サポーター養成講座を開催
②　認知症サポーターステップアップ講座を開催
③　すべてのささえあいネット登録機関を訪問
④　まごころフェスタにおいて全世代に啓発、情報発信を行う
⑤　季刊誌を活用し、地域に向けて認知症についての啓発を行う
⑥　若年性認知症本人家族会「スマイル」の継続支援
⑦　認知症カフェ「スイカフェ」を共催
（成果）　すべて予定通り実施
①　2月22日にオンラインで認知症サポーター養成講座、ワンアクション研修を開催。ささえあいネット
登録機関の2事業所に参加いただいた。

②　9月１4日に民生委員向けに認知症サポーターステップアップ講座を開催し、認知症の支援が必要な方
の早期発見、相談窓口の案内や認知症の一人暮らしの方の見守りなど民生委員の活動強化につながった。

③　夏、冬の年2回ささえあいネット登録機関を訪問し、認知症サポーター養成講座の受講勧奨をした。
④　コロナ禍のため、お祭りのイベントとしては開催ができなかったが、認知症啓発の掲示を行った。
⑤　夏号で認知症について啓発を行った。
⑥　本人の「みんなで出かけたい」という想いを引き出し、紅葉散策を実現することができた。また、本
人と家族に分かれて交流を深め、会の終わりには本人の活動を共有し、本人の「できること」を家族に
知ってもらうことができた。

⑦　感染拡大時には中止となったものの、開催中止の際には、参加者に認知症予防のレシピや運動などの
お手紙を郵送した。

2.地域の高齢者の実態把握を行う、必要な支援につなげるとともに、将来に向けて自身の健康
に目をむける高齢者が増えるよう働きかける。
（重点事項）
①　民生委員の「ひまわり活動」に同行する等、一人暮らし登録者の生活状況の把握を行う
②　自治区長や民生委員等が「支援が必要」と考える高齢者を確認し実態把握を行う
③　高齢者クラブ、サロンを訪問し、気になる高齢者を確認し実態把握を行う
④　介護者のつどいで緩和ケア認定看護師によるＡＣＰに関する講演を行う
⑤　多職種と協同して、健康増進、介護予防に関する講座を企画、開催
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⑥　介護予防ケアマネジメントを実施している一人暮らしの方を対象に「わたしのノート」を配布（成
果）④以外すべて予定通り実施

①　民生委員の「ひまわり活動」に同行、電話等での実態把握を全件実施し、困り事の聴き取り、必要な
支援へつなげるなどの対応ができた。

②　自治区長や民生委員に「気になる高齢者に気づく視点（地域包括支援センター運営マニュアル）」を
配布し、支援が必要な方の情報提供の機会が増えた。また、民生委員から、気になる高齢者に「相談し
たいこと」「近況」などを書いていただけるハガキを渡していただき、数名の返信があった。

③　高齢者クラブやサロンの代表者や参加者より、参加できていない方の情報提供をいただき、実態把握
を行った。

④　新型コロナウイルス感染拡大に伴い開催中止。次年度に同内容で開催を予定。
⑤　豊田厚生病院リハビリテーション科監修の介護予防の体操を地域向けの講座でご紹介した。
⑥　「わたしのノート（スタート編）」を配布し、５名に書き方の見本を見ながら作成支援を行った。自
身の健康管理を振り返るとともに将来のことを考えるきっかけができた。

３.医療・福祉の専門書奥谷関係機関、地域支援者が連携して、複合課題を抱える世帯や支援が
必要な高齢者を支える地域支援ネットワークの構築に向け、意識づけを行う。
（重点事項）
①　民生委員向けに勉強会を開催
②　ケアマネ意見交換会を病院と共催
③　地区内の居宅へ聴き取りをし、事例検討会の開催を検討する
④　地区内の居宅へ困難事例の聴き取り、助言を行う
⑤　「多職種で自立支援を考える会」に参加し、地域課題を明らかにする
（成果）すべて予定通り実施
①　介護保険制度について、制度の細かい部分を掘り下げて説明したことで、民生委員が実際の相談現場
で活用できるようになった。

②　１2月１7日（金）に医療福祉相談課との共催でオンラインによる意見交換会を実施。在宅支援コー
ディネーターに講演を依頼した。

③　地区内の居宅へ聴き取りし、事例検討会開催の必要性を確認、次年度で開催を予定。
④　地区内の居宅を訪問し、顔の見える関係づくりを継続的に実施。新規相談や居宅へ移行した徘徊や虐
待ケースの報告など随時連絡が入るようになっている。

⑤　ケースを通じ、オートロックの解除ができない高齢者への訪問や呼び寄せ高齢者の閉じこもりなどの
地域課題が明らかになった。

2．令和3年度実績
1.相談に対する対応件数（件）　※ほのぼの（地域包括支援センター支援システム）実績

2.介護予防支援実績

３.介護予防ケアマネジメント実績

電話 訪問 来所 その他 合計(件）
5,１１4 １,１53 454 300 7,02１

件数(件） 収入(円） 前年度比
770 3,534,242 １24.4%

件数(件） 収入(円） 前年度比
528 2,454,842 １１3.6%
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部署別業務実績　豊田厚生地域包括支援センター

4.会議・研修等参加実績　　合計１１１回

5.人材育成等計画の実績
事業区分 実施の有無

①センター職員の資質向上のための研修機会の確保 ○
②センター職員と法人担当者との業務上の意見交換 ○
③包括的支援事業に専念できる環境の整備 ○
④３職種確保のための対応策 ○
⑤そのほか法人独自の取組（任意） ○

会議・研修名等(一部）・回数

会議・研修名等（一部）・回数
民生委員児童委員地区協議会	 １0回
サービス連絡調整会議	 １１回
地域包括支援センター連絡会議	 １１回
ケース検討会議（スクリーニング会議、コア会議含む）	 １回
認知症初期集中支援チーム員会議	 3回
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部署別業務実績　健康管理室

16．健康管理室

１．令和3年度に実施した重点事項とその成果
1.健診受診者減少の対応
　コロナ禍のよる受診者減少の対応として、①人間ドック・企業毎の独自コースの見直し、②ロッカー1
日使用数を１0個増加、③当日キャンセル防止（必要な物のチェックを行うシート作成）、④広報活動強化
（カモメイトに健診・がん検診、ＰET/ＣT、がん検診特集を掲載、院内インフォメーションで健診内容放
映、ワクチン会場で健診ＰR掲示）の対策を行いました。これにより、当日キャンセルの減少や受診者増の
よる収入アップに繋ぐ事ができました。

2.病院土曜日休診時の健診業務実施
　厚生連が完全週休二日制のなか土曜日健診のニーズがあり、今年度も第1・第３土曜日健診稼働（胃内視
鏡検査・子宮がん検診は中止）を開始しました。今年度はニーズの少ない4月第1土曜日と３月第３土曜
日と、さらに電子カルテ導入の9月第３土曜日を健診中止としました。今年度の平均で受診者54名　収入
１,394千円となりました。

３.予約電話増設
　毎年３月末から6月は、予約電話が殺到し繋がりにくい状況に対する対策として、昨年度より、健診シス
テム・電子カルテ端末・ＰＨＳを増設して計５名体制と来院して予約を取られる方の対応を行いました。その
結果、苦情件数もほとんど無くなりました。

2．令和3年度の実績
　令和３年度の受診者総数は１9,808名（職員健診含む）、総収入553,１04千円、予算は570,033千円に対して
予算対比 １6,929千円減 97.0%と予算を下回った。令和３年度の稼働日は263日で1日当たり平均の受診者
数は75.3名（職員健診含む）、また一日当たりの平均収入は2,１03千円で、令和３年度の一人当たりの平均
単価が27,923円であった。各種健診別の受診者の増加率はドック１１8.１%、企業健診等99.4%、全国協会健
保１06.4%、豊田市国保特定健診１１１.2%、豊田市がん検診１08.3%でした。コロナウイルス蔓延による健診
を控える風潮とコロナ禍第4～6波によるキャンセル等がありましたが、コロナウイルス蔓延前の水準まで
後少しのところまで回復してきました。

1.令和2年度のがん検診の精査率� 令和4年4月1日現在
総受診者数 要精検者数 要精検率 精検受診数 精検受診率 がん発見数 がん発見率

胃がん 9,344 647 6.9% 447 69.１% １3 0.１4%
肺がん １5,897 336 2.１% 2１１ 62.7% 4 0.03%
大腸がん １１,309 748 6.6% 493 65.9% １4 0.１2%
前立腺がん １,982 １23 6.2% 55 44.7% 4 0.20%
子宮がん 4,264 76 １.8% 42 55.3% 0 0.00%
乳がん 5,１１7 １78 3.5% １55 87.１% １１ 0.2１%

※胃がん検診にて、食物残渣多量、描出不良、撮影不可等の理由にて検査未実施者は総数に含まず
※各精検受診者数については、上記日までに当センターに報告されたもののみとする
※精査率は1年遅れで集計



Toyotakosei Hospital Annual Report 2021100

部署別業務実績　健康管理室

2.健康管理室利用者数

３.健康管理室収益推移

0

100,000
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500,000

600,000
（千円）

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R元年度 R2年度 R3年度

425,104
460,555 473,188 488,874473,188 488,874

550,125 553,080 560,078

504,490
553,104

令和３年度
人間ドック  3,700
ＪＡ組合員人間ドック 70
脳ドック １,１44
ＰET検診 96
肺ドック 263
レディースドック 56
甲状腺ドック 72
もの忘れドック 0
豊田市国保特定健診 4,335
特定健診（集合契約Ａ） 520
保健指導（動機付け）協会健保含む 258
保健指導（積極的）　協会健保含む 209
全国協会健保　一般 １,96１
　　〃　　　　付加・差額 355
　　〃　　　　乳・子宮がん 643
　　〃　　　　肝炎 １
企業健診・身体検査 3,236
被爆健診 76
職員健診 2,826
　保健指導（動機付け） 27
　保健指導（積極的） １2
豊田市がん検診　胃がん 3,440
　　〃　　　　　大腸がん 4,726
　　〃　　　　　肺がん 3,729
　　〃　　　　　子宮がん １,１52
　　〃　　　　　乳がん １,787
　　〃　　　　　前立腺がん 857
　　〃　　　　　肝炎 352
　　〃　　　　　総合健診 26１
　　〃　　乳がん検診　（無料券） 7１
　　〃　　子宮がん検診（無料券） １6
受診者数（職員健診含む） １9,808

収益（円） 553,１04,879
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Ⅲ　職員活動
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研究実績

１．研究業績

呼吸器内科
学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 BＣG感染症の経過中に急性呼吸器不
全を呈したものの救命を得た一例

○岩本和馬、指尾豊和、林かずみ
　中原義夫、青山昌広、谷川吉政
　宇佐美雅之

第１20回日本呼吸器
学会東海地方会 202１.１１.１3

循環器内科
学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 右冠動脈の高度屈曲石灰化病変に
OＡＳを用いた1例

○長井　伸、窪田龍二、白井義憲
　伊藤亮太、堀　仁美、羽賀智明
　畳　陽佑、藤田雅也、大橋大器
　金子鎮二、篠田政典

第44回日本心血管イン
ターベンション治療学会
第44回東海北陸地方会

202１.5.１4

2

「Ｄistaｌ	ｒadiaｌ	appｒｏachエコーガイド
穿刺からシースレスＰＣIまで」
「若手Opeｒateｏｒが考えるOＡＳの使い
方」

○羽賀智明
第44回日本心血管イン
ターベンション治療学会
東海北陸地方会

202１.5.１5

３
Ｐ ｒ ｏ ｇ ｎ ｏ s i s 	 a ｆ t e ｒ 	 a b ｌ a t i ｏ ｎ 	 i ｎ	
Veｎtｒicuｌaｒ	Tachycaｒdia	 patieｎts	
with	ｏｒｇaｎic	heaｒt	disease

○井関彰太、金子鎮二、藤田雅也
　窪田龍二、大橋大器、畳　陽祐
　羽賀智明、足立健太郎、堀　仁美
　伊藤亮太、白井義憲、岩田恵輔
　篠田政典

第67回
日本不整脈心電学会 202１.7.１

4

Ａbｌat iｏｎ	 ｆｏｒ 	 peｒs is teｎt 	 Ａtｒ ia ｌ	
Fibｒiｌｌatiｏｎ	caｎ	was	ｆuｒtheｒ	impｒｏved	
heaｒt	ｆaiｌuｒe	eveｎ	iｎ	ＨFpEF	patieｎts
with	pｏｌitic	ｒate	cｏｎtｒｏｌ

○山内良太 第67回
日本不整脈心電学会 202１.7.2

５ Ｓtudy	ｏｎ	Recuｒｒeｎce	aｆteｒ	Ｃｒyｏabｌatiｏｎ	
ｆｏｒ	paｒｏxysmaｌ	atｒiaｌ	fibｒiｌｌatiｏｎ

○岩田恵輔、金子鎮二、長井　伸
　堀　仁美、近藤喜代太、山内良太
　羽賀智明、畳　陽祐、藤田雅也
　大橋大器、窪田龍二、篠田政典

第67回
日本不整脈心電学会 202１.7.3

6

Ｈiｇh	Ｄeｎsity	Mappiｎｇ	by	ＨＤ	Gｒid	is	
ｒecｏmmeｎded	ｆｏｒ	Lｏw	Vｏｌtaｇe	Zｏｎe	
abｌatiｏｎ	 ｏｆ	Ｎｏｎ-paｒｏxysmaｌ	Ａtｒiaｌ	
Fibｒiｌatiｏｎ

○堀　仁美、近藤喜代太、山内良太
　羽賀智明、畳　陽祐、藤田雅也
　大橋大器、窪田龍二、金子鎮二
　篠田政典

第67回
日本不整脈心電学会 202１.7.3

７ 再燃を繰り返す若年者の急性心膜炎の
一例

○岩田恵輔、堀　仁美、長井　伸
　近藤喜代太、山内良太、羽賀智明
　畳　陽祐、藤田雅也、大橋大器
　窪田龍二、金子鎮二、篠田政典

第１57回
日本循環器学会
東海地方会

202１.7.１0

８ 診断に苦慮した心アミロイドーシスの
一例

○井関彰太、金子鎮二、藤田雅也
　窪田龍二、大橋大器、畳　陽祐
　羽賀智明、足立健太郎、堀　仁美
　伊藤亮太、白井義憲、岩田恵輔
　篠田政典

第１57回
日本循環器学会
東海地方会

202１.7.１0

9
Ａ	ｒeｌatiｏｎship	betweeｎ	chaｒacteｒistics	
ｏｆ	patieｎts	aｎd	ＮT-pｒｏ	BＮＰ	ｒespｏｎse	
tｏ	sacubitｒiｌ/vaｌsaｒtaｎ

○窪田龍二 第25回日本心不全学会 202１.１0.2

１0 Ａ	 shｏｒt	 teｒm	 eｆｆect	 ｏｆ	 Ｓacubitｒiｌ/
Vaｌsaｒtaｎ	ｆｏｒ	ｎｏｎ-ＨFpEF ○窪田龍二 第25回日本心不全学会 202１.１0.2
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１１ 異なるイメージングモダリティで
debuｌkiｎｇの治療方針を決定した一例

○長井　伸、羽賀智明、白井義憲
　伊藤亮太、堀　仁美、畳　陽佑
　藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
　金子鎮二、篠田政典

第45回日本心血管イン
ターベンション治療学会
第45回東海北陸地方会

202１.１0.１7

１2 カテコラミン依存の難治性虚血性心不
全に対して左室形成術を施行した一例

○井関彰太、畳　陽祐、岩田恵輔
　櫻井礼子、長井　伸、堀　仁美
　近藤喜代太、山内良太、羽賀智明
　藤田雅也、大橋大器、窪田龍二
　金子鎮二、篠田政典、小林明裕
　寺田貴史、荒木善盛、川口　鎮

日本循環器学会
第１58東海第１43回北陸
合同地方会

202１.１0.24

１3

Ｐｏｏｒ	Ｃｏｎtｒast	Eｎhaｎcemeｎt	 iｎ	 the	
Leｆt	 Ａtｒiaｌ	 Ａp-peｎdaｇe	 Ｐｒedicts	
Recuｒｒeｎce	 ｏｆ	Ａtｒiaｌ	 Fibｒiｌｌatiｏｎ	
iｎ	 Ｐatieｎts	with	 Ｐeｒsisteｎt	Ａtｒiaｌ	
Fibｒiｌｌatiｏｎ.

○山内良太、金子鎮二、窪田龍二
　大橋大器、藤田雅也、畳　陽祐
　羽賀智明、近藤喜代太、堀　仁美
　長井　伸、井関彰太、篠田政典

第86回日本循環器学会 2022.3.１3

１4

Tｒaｎsieｎt	aｎd	Ｐeｒsistaｎt	Wｏｒseｎiｎｇ	
Reｎaｌ	Fuｎctiｏｎ	with	Tｏｌvaptaｎ	Bｏth	
have	Ｐｏｏｒ	Ｐｒｏｇｎｏsis	 iｎ	Ｃｏｎｇestive	
Ｈeaｒt	Faiｌuｒe	Ｐatieｎts.

○長井　伸、羽賀智明、岩田恵輔
　井関彰太、堀　仁美、近藤喜代太
　山内良太、畳　陽佑、藤田雅也
　大橋大器、窪田龍二、金子鎮二
　篠田政典

第86回日本循環器学会 2022.3.１3

消化器内科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1

Ｎivｏｌumab	Eｆｆective	 ｆｏｒ	Gastｒic	aｎd	
Luｎｇ	Ｃaｎceｒs	but	Ｎｏt	 ｆｏｒ	Muｌtipｌe	
Myeｌｏma	 iｎ	 a	Muｌtipｌe	 Ｐｒimaｒy	
Ｃaｎceｒ	Ｐatieｎt

Yasuda	T, Ｈiｒaｇa	Ｊ, Ｎaｒita	M	
Taｎikawa	Y, Tsuzuki	T Ｃase	Rep	Ｈematｏｌ. 2021

Ａuｇ	26

2

Ａbseｎce	 ｏｆ	 ｌaｒｇe	 pｏｒtaｌ	 cｏｌｌateｒaｌ	
vesseｌs	is	assｏciated	with	spｏｎtaｎeｏus	
impｒｏvemeｎt	ｏｆ	ciｒｒhｏtic	pｏｒtaｌ	veiｎ	
thｒｏmbｏsis.

Yｏkｏyama	Ｓ, Ishizu	Y, Ｈｏｎda	T	
Imai	Ｎ, Itｏ	T, Yamamｏtｏ	K
Tsuzuki	T, Ishiｇami	M.

Ｈepatｏｌ	Res.	 2022	Feb

学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 抗菌薬関連下痢症におけるプロトンポ
ンプ阻害薬の投与歴についての検討

○安田　司、平岩厚佑、豊島　創
　松葉明彦、松井健一、竹内淳史
　森田　清、高士ひとみ、都築智之

第１07回日本消化器病
学会総会 202１.4.１5

2
当院における医原性十二指腸穿孔、術
後瘻孔に対するOveｒ-The-Ｓcｏpe	Ｃｌip
の治療成績

○安田　司、平岩厚佑、豊島　創
　松葉朋彦、松井健一、竹内淳史
　森田　清、高士ひとみ、都築智之

第１0１回日本消化器内
視鏡学会総会 202１.5.１5

３ OTＳＣによる閉鎖術を施行した左房食
道瘻の一例

○玉腰丈博、松井健一、高士ひとみ
　森田　清、竹内淳史、豊島　創
　平岩厚佑、近藤大也、稲掛優介
　都築智之

第64回日本消化器内視
鏡学会東海支部例会 202１.１2.4

4 多発十二指腸潰瘍を合併した急性壊死
性食道炎の1例

○稲掛優介、近藤大也、玉腰丈博
　平岩厚佑、豊島　創、松井健一
　高士ひとみ、竹内淳史、森田　清
　都築智之

第64回日本消化器内視
鏡学会東海支部例会 202１.１2.4

５ 紅皮症を契機に診断に至った直腸癌の
一例

○玉腰丈博、稲掛優介、近藤大也
　平岩厚佑、豊島　創、松井健一
　竹内敦史、森田　清、高士ひとみ
　都築智之

第１35回日本消化器病
学会東海支部例会 202１.１2.１１

6 当院におけるアナモレリン塩酸塩の使
用経験

○稲掛優介、近藤大也、玉腰丈博
　平岩厚佑、豊島　創、松井健一
　高士ひとみ、竹内淳史、森田　清
　都築智之

第１35回日本消化器病
学会東海支部例会 202１.１2.１１
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７
肝細胞癌に対するＡtezｏｌizumab	 +	
bevacizumab治療中に免疫関連有害事
象の脳炎が疑われた2例

○近藤大也、稲掛優介、玉腰丈博
　平岩厚佑、豊島　創、松井健一
　竹内淳史、森田　清、高士ひとみ
　都築智之

第１35回日本消化器病
学会東海支部例会 202１.１2.１１

脳神経内科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者 共同研究者 学会名または雑誌名

１ Ｎumeｒｏus spiｎdｌe-shaped	 ｌymphｏma
ceｌｌs	iｎ	ｌymphｏmatｏsis	ceｒebｒi ○森　　悠 服部直樹、氏平伸子

成田道彦、吉田眞理 Ｎeuｒｏpathｏｌｇy

2

Ａ	case	 ｏｆ	 seｎsｏｒy	 ataxic	Guiｌｌaiｎ–
Baｒｒé	syｎdｒｏme	with	immuｎｏｇｌｏbuｌiｎ	
G	aｎti-GM1	aｎtibｏdies	 ｆｏｌｌｏwiｎｇ	 the	
fiｒst	dｏse	ｏｆ	mRＮＡ	ＣOVIＤ-19	vacciｎe	
BＮT162b2	(Ｐfizeｒ)	

○T	Fukushima,
　Ｓ	Ikeda,
　M	Tｏmita,	Ｎ	Ｈattｏｒi

QＪM 115(１）	Ｐ	25–27

学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1

肝細胞癌に対するアテゾリズマブ、ベ
バシズマブ初回投与後に免疫関連有害
事象と思われる脳炎、感覚性末梢神経
障害を合併した一例

○池田昇平、豊島　創、森　　悠
　冨田　稔、深見祐樹、小池春樹
　勝野雅央、服部直樹

第32回日本末梢神経学
会学術集会 202１.9.１0

2
初発から27年後に劇症型の経過を繰り
返した再発性ギラン・バレー症候群を
呈した一例

○森　　悠、池田昇平、冨田　稔
　服部直樹

第32回日本抹消神経学
会学術集会

202１
9.１0～9.１１

３ 繰り返す意識障害で発症した神経核内
封入体病の1例

○森　　悠、池田昇平、冨田　稔
　服部直樹、伊藤瑞規

第１60回日本神経学会
東海北陸地方会、名古屋 202１.6.26

4 放射線誘発性頸動脈狭窄症による
hemichｏｒeaの1例

○糸見百合子、森　　悠、池田昇平
　冨田　稔、服部直樹、伊藤瑞規

第１60回日本神経学会
東海北陸地方会、名古屋 202１.6.26

５
抗凝固療法中に脳梗塞を呈した
ＣOVIＤ-１9の臨床特徴－2例の自験例
より

○関本ちひろ、森　　悠、池田昇平
　冨田　稔、服部直樹

第１60回日本神経学会
東海北陸地方会、名古屋 202１.6.26

6 多巣性脳病変を呈したＮＰＳLEの1例 ○武重万里子、森　　悠、池田昇平
　冨田　稔、服部直樹

第１60回日本神経学会
東海北陸地方会、名古屋 202１.6.26

７ 当院におけるＣOVIＤ-１9肺炎に合併し
た脳梗塞2症例の検討 ○池田昇平 第30回豊田加茂医学会 202１.7.１0

８ 反復する脳虚血を呈したＪＡK2変異陽
性本態性血小板血症の1例

○糸見百合子、森　　悠、池田昇平
　冨田　稔、服部直樹

第１6１回日本神経学会
東海北陸地方会、富山 202１.１0.23

9
ミオクローヌスやＰＳＤを欠き、異常眼
球運動を呈したクロイツフェルト・ヤ
コブ病が疑われた1例

○山田崇義、森　　悠、池田昇平
　冨田　稔、服部直樹

第１6１回日本神経学会
東海北陸地方会、富山 202１.１0.23

１0 Ｐ-ＡＮＣＡ陰性であったEGＰＡ2例の臨
床病理学的特徴

○武重万里子、森　　悠、池田昇平
　冨田　稔、服部直樹、水野伸宏
　小池春樹

第１6１回日本神経学会
東海北陸地方会、富山 202１.１0.23

１１
放射線誘発性頸動脈狭窄症による
hemichｏｒeaに対し内頸動脈ステント
留置術が著効した1例

○糸見百合子、森　　悠、池田昇平
　冨田　稔、伊藤瑞規、服部直樹

第39回神経治療学会、
津 202１.１0.28

１2 視神経脊髄炎スペクトラム2例に対す
る免疫グロブリン療法の有効性の検討

○佐藤萌美、服部直樹、冨田　稔
　池田昇平、森　　悠

第39回神経治療学会、
津 202１.１0.28

１3 発作性の自律神経障害・光視症を主徴
とした抗LG1抗体陽性辺縁系脳炎の1例

○尾崎　緑、福島大喜、池田昇平
　冨田　稔、服部直樹

第１62回日本神経学会
東海北陸地方会、富山 2022.3.5
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１4
mRＮＡ	ＣOVIＤ-１9ワクチン初回接種
後に発症した抗GM1抗体陽性感覚失
調型ギランバレー症候群の1例

○福島大喜、池田昇平、冨田　稔
　服部直樹

第１62回日本神経学会
東海北陸地方会、富山 2022.3.5

１5 高齢発症で深部失調を呈した抗
cｏｎtactiｎ1抗体陽性ＣIＤＰの1例

○佐藤萌美、福島大喜、池田昇平
　冨田　稔、服部直樹

第１62回日本神経学会
東海北陸地方会、富山 2022.3.5

１6 ＣOVIＤ-１9肺炎に合併した心房細動を伴
う脳梗塞2症例の検討

○池田昇平、福島大喜、冨田　稔
　服部直樹

第47回日本脳卒中学会
学術集会(ＳTROKE2022）

2022
3.１7～3.20

内分泌・代謝内科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名

1
コロナ禍における2型糖尿病合併高ト
リグリセライド血症患者に対するペマ
フィブラートの有用性、安全性の検討

○加藤大也、増田　富、澤井喜邦 Ｐｒｏｇｒess	iｎ	Mediciｎe

学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1
糖尿病合併高TG血症患者のペマフィ
ブラートの有用性、安全性についての
検討（第二報）

○加藤大也、増田　富、澤井喜邦 第64回日本糖尿病学会
年次学術集会 202１.5.2１

腎臓内科
学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 維持血液透析を施行中、腸管気腫を発
症した2例

○吉岡知輝、水野幸奈、石川稜恭
　斉藤絢恵、堀　貴洋、倉田久嗣

第66回日本透析医学会
学術集会・総会 202１.6.5

2
アセトアミノフェンの大量服薬に対し
て、血液浄化を含めた迅速な治療をお
こない、良好な転機を辿った1例

○吉岡知輝、水野幸奈、石川稜恭
　斉藤絢恵、堀　貴洋、倉田久嗣

第66回日本透析医学会
学術集会・総会 202１.6.6

３
ジルコニウムシクロケイ酸ナトリウム
の内服開始後に腸管穿孔を来した慢性
腎臓病患者の1例

○斉藤絢恵、水野幸奈、石川稜恭
　堀　貴洋、吉岡知輝、倉田久嗣 第245回東海地方会 202１.１0.3１

会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 座長 倉田久嗣 腎性貧血を学ぶWEBセミナー 202１.6.22

2 座長 倉田久嗣 豊田加茂ＣKＤ	Meetiｎｇ 202１.１2.2１

血液内科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名

1

Expｒessiｏｎ	 ｏｆ	 pｒｏｇｒammed	 ceｌｌ	
death	 ｌiｇaｎd-1	by	 immuｎe	 ceｌｌs	 iｎ	
the	micｒｏeｎviｒｏｎmeｎt	 is	a	 ｆavｏｒabｌe	
pｒｏｇｎｏstic	 ｆactｏｒ	 ｆｏｒ	pｒimaｒy	diffuse	
ｌaｒｇe	B-ceｌｌ	 ｌymphｏma	ｏｆ	the	ceｎtｒaｌ	
ｎeｒvｏus	system.

○Yuta	Tsuyuki,	Eｒi	Ishikawa	
　Kei	Kｏhｎｏ,	Kazuyuki	Ｓhimada	
　Fumihaｒu	Ohka,	Yuka	Ｓuzuki	
　Ｓeiyｏ	Mabuchi,	Ａkiｒa	Ｓatｏu	
　Taishi	Takahaｒa,	Ｓeiichi	Katｏ
　Ｓhｏhei	Miyaｇi,	Ｈiｒｏyuki	Ozawa
　Tasuku	Kawaｎｏ,	Yusuke	Takaｇi
　Ｊuｎji	Ｈiｒaｇa,	Tｏshihikｏ	Wakabayashi
　Ｓhiｇeｏ	Ｎakamuｒa.

Ｎeuｒｏpatｏhｌｏｇy.
202１ Ａpｒ; 4１(2）： 99-１08.
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2
肝に多発性髄外形質細胞腫が診断され
た多発性骨髄腫と肺癌の同時性重複が
ん

○小原史也、原田靖彦、谷川吉政
　成田道彦、鏡味良豊、平賀潤二 臨床血液62(7）：727-732, 202１.

３ 多臓器不全を呈し治療に難渋した軽鎖
沈着症の一例

○岩田恵輔、原田靖彦、吉岡知輝
　倉田久嗣、平賀潤二、鏡味良豊

日本内科学会雑誌 202１; １１0(8）： 
１633-１640.

4
Ｎivｏｌumab	effective	ｆｏｒ	ｇastｒic	aｎd	ｌuｎｇ	
caｎceｒs	but	ｎｏt	ｆｏｒ	muｌtipｌe	myeｌｏma	
iｎ	a	muｌtipｌe	pｒimaｒy	caｎceｒ	patieｎt.

○Tsukasa	Yasuda,		Ｊuｎji	Ｈiｒaｇa	
　Michihikｏ	Ｎaｒita,	Yｏshimasa
　Taｎikawa	aｎd	Tｏmｏyuki	Tsuzuki.

Ｃase	Repｏｒts	iｎ	Ｈematｏｌｏｇy. 
202１ Ａuｇ 26; 202１： 996537１. 
eＣｏkkectuib 202１.

５

Ａ	muｌticeｎteｒ,	phase	II	study	ｏｆ	R-TＨＰ-
ＣOＰ	theｒapy	ｆｏｒ	eｌdeｒｌy	patieｎts	with	
ｎewｌy	 diaｇｎｏsed,	 advaｎced-staｇe,	
iｎdｏｌeｎt	B-ceｌｌ	ｌymphｏma.

○Kazuｎｏｒi	Ohｎishi,	keｎ	Ohmachi	
　Kiyｏshi	Ａｎdｏ,	Kazuhitｏ	Yamamｏtｏ
　Tatsuya	Itｏ,	Mitsuｎe	Taｎimｏｎtｏ	
　Kaｎeyuki	Ohbayashi
　Kazuma	Ohyashiki
　Kuｎihiｒｏ	Tsukasaki
　Keｎsuke	Ｎaitｏ,	Takayｏ	Ｓuzuki
　Takaaki	Oｎｏ,	Kｏich	Miyamuｒa
　Yｏshitｏyｏ	Kaｇami
　Tｏmｏhiｒｏ	Kiｎｏshita
　Tｏmｏmitsu	Ｈｏtta,	Michiｎｏｒi	Oｇuｒa

Ｊｏuｒｎaｌ	ｏｆ	Ｃｌiｎicaｌ	Expeｒimeｎtaｌ	
Ｈematｏpathｏｌｏｇy. 202１ Ｓep １0; 
6１(3）： １62-１67.

6

Ｓiｎｇｌe	 ｒespｏｎse	 assessmeｎt	 ｏｆ	
t ｒ aｎsp ｌ aｎ t - i ｎe ｌ i ｇ ib ｌ e 	 mu ｌ t i p ｌ e	
myeｌｏma:	 a	 suppｌemeｎtaｒy	aｎaｌysis	
ｏｆ	ＪＣOG1105	(ＪＣOG1105Ｓ1）.

○Ｎakamuｒa	Ｎ,	Maｒuyama	Ｄ
　Machida	R,	Ichiｎｏhe	T
　Takayama	Ｎ,	Ohba	R,	Ohmachi	K
　Imaizumi	Y,	Tｏkuｎaｇa	M
　Katsuya	Ｈ,	Yｏshida	I,	Ｓuｎami	K
　Kuｒｏsawa	M,	Kubｏta	Ｎ
　Mｏｒimｏtｏ	Ｈ,	Kｏbayashi	M,	Katｏ	Ｈ
　Kameｏka	Y,	Kaｇami	Y,	Kizaki	M
　Takeuchi	K,	Muｎakata	W,	Iida	Ｓ
　Ｎaｇai	Ｈ.	Ｊpｎ	Ｊ	Ｃｌiｎ	

Oｎcｏｌ. 202１ Ｊuｌ １; 5１(7）： １059-
１066

７

Estabｌishmeｎt	ｏｆ	aｎ	ＡTLL	ceｌｌ	 ｌiｎe	
(YG-ＰLL)	 depeｎdeｎt	 ｏｎ	 IL-2	 aｎd	
IL-4,	which	 aｒe	 ｒepｌaced	by	OX40-
ｌiｇaｎd+	ＨK	with	pｏｌy-L-histidiｎe	aｎd	
deｒmataｎ	suｌｆate.

○Kaｇami	Y,	Katｏ	Ｈ,	Okada	Y
　Ｓetｏ	M,	Yamamｏtｏ
　K.Ｊ	Ｃｌiｎ	Exp	Ｈematｏp.

Ｓep １0;6１(3）：１45-１5１.

学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 ＳＡRＳ－ＣｏV－2要請で発見されたEBV
要請末梢性Ｔ細胞リンパ腫の1例

〇武重万里子、原田靖彦、鏡味良豊
　平賀潤二

第１0回日本血液学会東
海地方会 202１.4.25

2 ニボルマブ使用中に発症した急性リン
パ性白血病の1例

〇糸見百合子、原田靖彦、鏡味良豊
　平賀潤二

第１0回日本血液学会東
海地方会 202１.4,25

３ 化学療法抵抗性で致死的経過を辿った
EBV関連血球貪食症候群

〇伊藤怜花、平賀潤二、原田靖彦
　鏡味良豊、同総合内科　加藤誓子

第244回日本内科学会
東海地方会 202１.6.27

4 血管免疫芽球性Ｔ細胞リンパ腫にリン
パ形質細胞性リンパ腫を合併した1例

〇足立奈央、小原史也、原田靖彦
　鏡味良豊、平賀潤二

第244回日本内科学会
東海地方会 202１.6.27

５
2次がんはびまん性大細胞型Ｂ細胞性
リンパ腫の長期生存者の予後因子の可
能性がある

〇平賀潤二、原田靖彦、鏡味良豊 第83回日本血液学会学
術集会 202１.9.25

6
Ｓecｏｎd	pｒimaｒy	maｌiｇｎaｎcies	 as	 a	
ｒisk	ｆactｏｒ	ｆｏｒ	ｌｏｎｇ-teｒm	suｒvivｏｒs	ｏｆ	
ＤLBＣL	

○平賀潤二、原田靖彦、鏡味良豊 第83回日本血液学会学
術集会 202１.9.25

７ 当院における高齢者ＡMLに対する治
療の実際 ○原田靖彦、鏡味良豊、平賀潤二 第83回日本血液学会学

術集会 202１.9.25

８ 高悪性度Ｂ細胞リンパ腫に対するＤＡ-
EＰOＣＨ-R療法の安全性と有効性

〇小林優大、原田靖彦、鏡味良豊
　平賀潤二

第245回日本内科学会
東海地方会 202１.１0.3１
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9
集約的治療により究明に成功したウェ
ルシュ菌による劇症型血管内溶血敗血
症の1例

〇近藤大也、原田靖彦、鏡味良豊
　平賀潤二、消化器内科　都築智之

第245回日本内科学会
東海地方会 202１.１0.3１

１0 70歳以上の初発びまん性大細胞型Ｂ細
胞性リンパ腫における高齢者機能評価 ○平賀潤二、原田靖彦、鏡味良豊 第１9回日本臨床腫瘍学

会学術集会
2022.2.１7

～１9

１１

The	pｒｏｇｎｏstic	impact	ｏｆ	bｏdy	mass	
iｎdex	 decｒease	 duｒiｎｇ	 the	 ｆiｒst	
chemptheｒapy	 iｎ	advaｎded	ｆｏｌｌicuｌaｒ	
ｌymphｏma	patieｎts

○伊藤　真、原田靖彦、鏡味良豊
　平賀潤二

第１9回日本臨床腫瘍学
会学術集会 2022.2.１8

１2

BMI	 decｒease	 duｒiｎｇ	 the	 ｆ iｒst	
chemｏtheｒapy	 aｆ ｆects	 suｒvivaｌ	
ｏutcｏme	 iｎ	 advaｎced	 ｆｏｌ ｌ icuｌaｒ	
ｌymphｏma	patieｎts

〇伊藤　真、原田靖彦、鏡味良豊
　平賀潤二

第１9回日本臨床腫瘍学
会総会 2022.2.１8

１3 70歳以上の初発びまん性大細胞型Ｂ細
胞性リンパ腫における高齢者機能評価 〇平賀潤二、原田靖彦、鏡味良豊 第１9回日本臨床腫瘍学

会総会 2022.2.１9

１4 重症肺炎合併再発ＡML患者に対し集
約的治療により究明できた1例

〇常　裕輔、原田靖彦、飯田しおり
　鏡味良豊、平賀潤二

第246回日本内科学会
東海地方会 2022.2.20

１5 慢性骨髄性白血病治療中に多発肝転移
を来した胃癌の一例

〇木村侑樹、原田靖彦、平賀潤二
　都築智之、鏡味良豊

第246回日本内科学会
東海地方会 2022.2.20

会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 座長 平賀潤二 第10回日本血液学会東海地方会 2022.4.25

総合内科
著書・論文

演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 発熱、高ＣRＰ血症を主要症候に総合内
科入院となった患者の検討 ○西本康浩、加藤誓子、渡口賢隆 第１１8回日本内科学会

講演会
202１.4.１0

WEB

2 ＣOVIＤ-19後に腎梗塞をきたした1例 ○糸見百合子、加藤誓子、渡口賢隆
　西本泰浩

第244回日本内科学会
東海地方会

202１.6.27
WEB

３
脾臓低形成を背景に重症化した侵襲性
肺炎球菌感染症、若年男性における1
例

○尾崎　緑、渡口賢隆、岩田恵輔
　桜井礼子、加藤誓子、西本泰浩

第245回日本内科学会
東海地方会

202１.１0.3１
WEB

4 ＣOVIＤ-19の影響で減少した救急搬送
症例の内訳について

○西本泰浩、伊藤貴康、畑田　剛
　小林修一

第49回日本救急医学会
総会学術集会 202１.１１.2１

５ 不明熱にて入院しＡＣTＨ単独欠損症
と橋本病と診断した症例

〇竹中徳子、加藤誓子、渡口賢隆
　西本泰浩

第246回日本内科学会
東海地方会

2022.2.20
WEB

6 尿管結石による水腎症に合併した腹斜
筋膿瘍の1例

〇名里瑛美、西本泰浩、加藤誓子
　渡口賢隆

第246回日本内科学会
東海地方会

2022.2.20
WEB

７
尿路感染菌血症からBatsｏｎ静脈叢を
介したEＳBL産生大腸菌による化膿性
脊椎炎の1例

〇関本ちひろ、西本泰浩、加藤誓子
　渡口賢隆

第246回日本内科学会
東海地方会

2022.2.20
WEB

会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 座長 西本泰浩 第246回日本内科学会東海地方会 2022.2.20
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内科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名

1 多臓器不全を呈し治療に難渋した軽鎖
沈着症の一例

○岩田恵輔、原田靖彦、吉岡知輝
　倉田久嗣、平賀潤二、鏡味良豊 日本内科学会雑誌

学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 ＳＡRＳ-ＣｏV-2陽性で発見されたEBV陽
性末梢性Ｔ細胞リンパ腫の一例

○武重万里子、原田靖彦、鏡味良豊
　平賀潤二

第１0回日本血液学会東
海地方会 202１.4.25

2 ニボルマブ使用中に発症した急性リン
パ性白血病の一例

○糸見百合子、原田靖彦、鏡味良豊
　平賀潤二

第１0回日本血液学会東
海地方会 202１.4.25

３ 末梢塞栓を伴うRＣＡ＃3の壁在血栓を
OＣTで観察し得たＡＣＳの一例 ○井関彰太

第44回日本心血管イン
ターベンション治療学
会　東海北陸地方会

202１.5.１4

4 放射線誘発性頸動脈狭窄症による
hemichｏｒeaの一例

○糸見百合子、森　　悠、池田昇平
　冨田　稔、服部直樹、伊藤瑞規

第１60回日本神経学会　
東海北陸地方会 202１.6.26

５ ＣOVIＤ-19後に腎梗塞を来した一例 ○糸見百合子、加藤誓子、渡口賢隆
　西本泰浩

第244回日本内科学会　
東海地方会 202１.6.27

6
尿路感染症からBatsｏｎ静脈叢を介し
たEＳBL産生大腸菌による化膿性脊椎
炎の一例

○関本ちひろ、西本泰浩、渡口賢隆
　加藤誓子

日本内科学会東海支部
主催第246回東海地方
会

2022.2.20

感染症内科
会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 座長 川端　厚 第64回日本感染症学会中日本地方会 202１.１１.5

緩和ケア内科
講演会等講師
Ｎｏ. 講演会名及び演題名 演者 主催 日付

1 がん治療トータルケアwebセミナー
緩和支持医療の視点からＣIＰＮを考える 村松雅人 第一三共株式会社 202１.１0.１4

会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 座長 村松雅人 第31回三河緩和医療研究会 202１.9.１１

2 座長 村松雅人 第26回豊田がんフォーラム 2022.3.１7

臨床研修科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 長期ホルモン療法を継続している原発
巣非切除乳癌の３例 ○加藤真由子 第83回日本臨床外科学

会総会 202１.１１.１8

2 重症肺炎合併症再発ＡML患者に対
し、集約的治療により救命できた1例 ○常　裕輔 第246回日本内科学会

東海地方会 2022.2.20
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小児科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名

1
急性膵炎で発症し膵分泌性トリプシン
インヒビター(ＳＰIＮK1）遺伝子変異を
認めた2症例

○宮城島萌、梶田光春、鈴木大路
　武田将典、生駒雅信、正宗　淳 小児内科 53(6）１008-１0１3、202１

学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 激しい運動後の血尿？で紹介受診した
1例（労作性ミオヘモグロビン尿症）

○梶田光春、榎本さやか、植田智希
　高橋ゆま、武田将典、生駒雅信

第７回尾張東部・豊田
小児医療研究会

202１.4.9
WEB

2 顔貌・体型などが気になった症例 ○梶田光春、榎本さやか、植田智希
　高橋ゆま、武田将典、生駒雅信

第１7回三機関合同勉強
会 202１.6.１0

３ 蛋白尿で近医より紹介となった6歳男
児の一例（ネフローゼ症候群）

○高橋ゆま、榎本さやか、武田将典
　生駒雅信、梶田光春

第70回豊田加茂小児科
医会例会 202１.7.１7

4 感冒症状で来院した際に頸部腫脹を認
めた女児例（急性化膿性甲状腺炎）

○植田智希、榎本さやか、高橋ゆま
　武田将典、中西久美子、寺澤富士子
　生駒雅信、梶田光春

第70回豊田加茂小児科
医会例会 202１.7.１7

５ 当院における先天性胆道拡張症の臨床
像

○榎本さやか、梶田光春、大森茉令
　武田将典、生駒雅信

第８回尾張東部・豊田
小児医療研究会 202１.１2.3

6 不随意運動で来院した女児2例（プリ
ンペランによる急性ジスキネジア）

○梶田光春、榎本さやか、大森茉令
　武田将典、生駒雅信、大塚行子

第１8回三機関合同勉強
会 202１.１2.9

７ 術前に診断することができた胆嚢捻転
症の1例

○榎本さやか、梶田光春、大森茉令
　武田将典、生駒雅信、緒方諒仁
　久留宮康浩

第284回日本小児科学
会東海地方会 2022.2.6

８ けいれん重積を疑った１4歳男児例
(ＰＮEＳ）

○榎本さやか、梶田光春、大森茉令
　武田将典、生駒雅信

第7１回豊田加茂小児科
医会例会 2022.2.１2

9 高コレステロール血症で紹介受診した
姉妹例

○梶田光春、榎本さやか、大森茉令
　武田将典、生駒雅信

第7１回豊田加茂小児科
医会例会 2022.2.１2

講演会等講師
Ｎｏ. 講演会名及び演題名 演者 主催 日付

1 豊田厚生病院看護技術研修会
「食物アレルギーの知識と適切な対応について」 中西久美子 豊田厚生病院 202１.6

動画配信

2 第 １6 期アレルギー大学：医学－基礎 中西久美子 アレルギー支援ネット
ワーク

202１.6月
動画配信

３
食物アレルギー対応研修会
「楽しい集団生活のための食物アレルギーの知
識と適切な対応について」

中西久美子 豊田市役所保育課 202１.7.6

4
アレルギー対応研修会　
「学校現場における食物アレルギーの知識と適
切な対応について」

中西久美子 豊田市教育委員会
豊田市役所保健給食課

202１.8月
動画配信

会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 座長 梶田光春 第70回豊田加茂小児科医会例会 202１.7.１7
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放射線診断科
学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 症例検討8-3(回答者）－静脈洞血栓症
で顕在化したｆaｌciｎe	siｎusの一例－ ○櫻井悠介 第4１回神経放射線ワー

クショップ 202１.7.3

講演会等講師
Ｎｏ. 講演会名及び演題名 演者 主催 日付

1 稀少疾患画像診断ケースレビュー　～やってて
よかった !?、フィルムリーディング～ 櫻井悠介 たちばな画像診断勉強

会 202１.１１.8

外科
学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 Ａmyaｎd’s heｒｎiaに対して腹腔鏡下鼠
経ヘルニア修復術を施行した一例

○浜辺健太、南　貴之、久留宮康浩
　水野敬輔、世古口英、菅原　元
　井上昌也、加藤健宏、秋田直宏
　稲田亘佑、関本晃裕、緒方諒仁
　石谷紗希、佐久本一樹、大澤拓哉
　等々力広菜

第299回東海外科学会 202１.4.１8

2 肺動脈塞栓症を契機に発見された膝窩
静脈性血管瘤の一例

○大澤拓哉、等々力広菜、秋田直宏
　水野敬輔

第49回日本血管外科学
会総会 202１.5.１9

３ 当院における傍ストーマヘルニアと腹
壁瘢痕ヘルニアとの比較検討

○久留宮康浩、世古口英、菅原　元
　井上昌也、加藤健宏、南　貴之
　稲田亘佑、関本章裕、緒方諒仁
　長田祥子、若尾　聖

第１9回日本ヘルニア学
会学術集会

202１.
5.2１-22
WEB

4 Ｓeｒｏus	 cystadeｎｏma	 with	 maiｎ	
paｎcｒeatic	duct	diｌatatiｏｎ	:	a	case	ｒepｏｒt

○南　貴之、久留宮康浩、世古口英
　菅原　元、井上昌也

第33回日本肝胆膵外科
学会 202１.6.2

５

Ａ	case	 ｒepｏｒt	ｏｆ	 cuｒative	 ｒesectiｏｎ	
ｆｏｒ	hepatic	 caudate	 ｌｏbe	metastasis	
with	extｒahepatic	biｌe	duct	 iｎvasiｏｎ	
ｆｒｏm	cｏｌｏｎ	caｎceｒ

○井上昌也 第33回日本肝胆膵外科
学会 202１.6.3

6 ＰＡＳＨを併存するepideｒmaｌ cystの一例

○久留宮康浩、丹羽多恵、大西さくら
　雄谷慎吾、世古口英、菅原　元
　井上昌也、加藤健宏、南　貴之
　稲田亘佑、関本晃裕、緒方諒仁
　長田祥子、若尾　聖、加藤真由子

第29回日本乳癌学会学
術総会 202１.7.１

７ 大腸癌肝転移切除例の男女差について
の臨床病理学的検討 ○久留宮康浩 第76回日本消化器外科

学会総会 202１.7.9

８ 両側乳癌に対する再建手術

○久留宮康浩、丹羽多恵、川端明子
　水野玲子、茂木公佑、牧野莉央
　世古口英、菅原　元、井上昌也
　加藤健宏、南　貴之、稲田亘佑
　関本晃裕、緒方諒仁、浜辺健太
　大澤拓哉、等々力広菜、石谷紗希
　佐久本一樹

第9回日本乳房オンコ
プラスティックサー
ジャリー学会総会

202１.9.１6

9 当科の腹腔鏡下膵体尾部切除における
脾周囲の手術手技の工夫 ○南　貴之、菅原　元 第52回日本膵臓学会 202１.9.22

１0 外傷性胸部大動脈損傷に対しステント
グラフト内挿術を施行した一例

○吉田健一郎、水野敬輔、秋田直宏
　大澤拓哉、等々力広菜

第62回日本脈管学会総
会

202１.
１0.１4-１6

１１ 肺動脈塞栓症を契機に発見された膝窩
静脈性血管瘤の2例

○大澤拓哉、等々力広菜、秋田直宏
　水野敬輔

第62回日本脈管学会総
会

202１.
１0.１4-１6
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１2
ステント挿入後に術前化学療法を施行
し環状側切除断端の確保を得た直腸癌
の一例

○久留宮康浩 第76回日本大腸肛門病
学会学術集会 202１.１１.１2

１3 大腸癌卵巣転移症例の検討 ○世古口英、加藤健宏、井上昌也
　菅原　元、久留宮康浩

第76回日本大腸肛門病
学会学術集会 202１.１１.１3

１4 排便機能に留意したLapaｒｏscｏp ic
Veｎtｒaｌ Rectｏpexy

○加藤健宏、久留宮康浩、世古口英
　菅原　元、井上昌也、南　貴之　
他

第83回日本臨床外科学
会総会 202１.１１.１8

１5 術前化学療法後にpuｌｌ-thｒｏuｇh併施
IＳRを行った病的肥満を伴う ○久留宮康浩 第83回日本臨床外科学

会総会 202１.１１.１9

１6 抗血栓薬内服急性胆嚢炎患者における
ＰTGBＤ対緊急腹腔鏡下胆嚢摘出術の検討 ○久留宮康浩 第34回日本内視鏡外科

学会 202１.１2.2

呼吸器外科
学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 抜糸を必要としない胸腔ドレーン閉鎖
法

○今村由人、平松義規、渡邉裕樹
　岡阪敏樹

第38回日本呼吸器外科
学会学術集会 202１.5.20

2 定型肺カルチノイド術後８年目に胸壁
転移で悪性進化した一例

○平松義規、今村由人、渡邉裕樹
　岡阪敏樹

第38回日本呼吸器外科
学会学術集会

202１.
5.20～2１
WEB

３ 肺カルチノイドの臨床経験 ○平松義規、今村由人、岡阪敏樹 第62回日本肺癌学会学
術集会 202１.１１.27

心臓外科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名

1

Ｓuｒｇicaｌ	Ｓtｒateｇy	ｆｏｒ	Ｈuｇe	Riｇht	
Ｃｏｒｏｎaｒy	Ａｒteｒy	Ａｎeuｒysm	
Ｃｏmbiｎed	with	Leｆt	Veｎtｒicuｌaｒ	
Fistuｌa

○Takaｆumi	Teｒada
　Yｏshimｏｒi	Ａｒaki
　Ａkihiｒｏ	Kｏbayashi	
　Osamu	Kawaｇuchi

Ｃase	Rep	Ｃaｒdiｏｌ
202１ Oct 7;202１：8438640

学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1
カテーテルアブレーション後の左房食
道瘻に対して緊急手術を施行し救命し
得た一例

○寺田貴史、小林明裕、荒木善盛
　川口　鎮

第49回日本救急医学会
総会・学術集会 202１.１１.23

2 OＰＣＡB後に冠動脈全域で高度spasm
をきたした1例

○小林明裕、荒木善盛、寺田貴史
　川口　鎮

第１１3回東海心臓外科
懇話会 2022.１.29

３
アブレーション後左房食道瘻に対する
開心術とＳTＳＣsystemによる2期的治
療戦略

○寺田貴史、小林明裕、荒木善盛
　川口　鎮

第52回日本心臓血管外
科学会学術総会 2022.3.3

会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 座長 荒木善盛 第113回東海心臓外科懇話会 2022.１.29
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救急科
学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 With/Ｐｏstコロナ時代のe-ｌeaｒｎiｎｇを
導入したIＣLＳコース ○伊藤貴康 第49回日本救急医学会

総会・学術集会 202１.１１.22

泌尿器科
学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 腹腔鏡手技の習得を目指した折鶴ト
レーニング法

○野田祐介、濱本周造、岡田敦志
　河合憲康、安藤亮介、水野健太郎
　安井孝周

第34回日本内視鏡外科
学会 202１.１2.3

2 折鶴作成による腹腔鏡手術トレーニン
グの確立

○野田祐介、濱本周造、永井　隆
　恵谷俊紀、内木　拓、宇佐美雅之
　窪田裕樹、橋本良博、岩瀬　豊
　安井孝周

第１09回日本泌尿器科
学会総会 202１.１2.7

眼科
学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1
網膜静脈分枝閉塞症と特発性黄斑部毛
細血管拡張症1型の毛細血管異常の分
布

○湯口貴彬、平野佳男、富安胤太
　鈴木識裕、安川　力、小椋祐一郎 第37回日本眼循環学会 202１.9.26

耳鼻咽喉科
学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 当科における甲状腺濾胞癌の検討 ○金屋歳三 第83回耳鼻咽喉科臨床
学会 202１.6.26

麻酔科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名

1 ある市中病院の外国人患者周術期対応 ○上原博和 LiＳＡ

学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 先天性無痛無汗症の小児に対する全身
麻酔管理経験

○川口大地、岩　　伶、水野佑哉
　川口里奈、小島康裕、上原博和

日本麻酔科学会202１年
度支部学術集会第１9回
東海北陸支部学術集会

202１.9.4

2 鎌状赤血球症を有する四肢多発外傷に
対し全身麻酔下にて固定を行った一例

○水野佑哉、小島康裕、川口大地
　川口里奈、岩　　伶、上原博和

日本麻酔科学会202１年
度支部学術集会第１9回
東海北陸支部学術集会

202１.9.4～
１0.4
WEB
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整形外科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名

1

Ｈiｇheｒ	 dｏses	 ｏ ｆ 	 methｏtｒexate	
assｏciated	with	 discｏｎtiｎuatiｏｎ	 ｏｆ	
ｏｒaｌ	ｇｌucｏcｏｒticｏids	aｆteｒ	 iｎitiatiｏｎ	ｏｆ	
biｏｌｏｇicaｌ	ＤMＡRＤs:	Ａ	ｒetｒｏspective	
ｏbseｒvatiｏｎaｌ	 study	based	 ｏｎ	data	
ｆｒｏm	a	Ｊapaｎese	muｌticeｎteｒ	ｒeｇistｒy	
study

Mｏchihitｏ	Ｓuzuki,	Tｏshihisa	Kｏjima
Ｎｏbuｎｏｒi	Takahashi,	Ｓhuji	Ａsai	
Keｎya	Teｒabe,	Ａtsushi	Kaｎekｏ	
Yuji	Ｈiｒaｎｏ,	Masahiｒｏ	Ｈaｎabayashi	
Takeshi	Oｇuchi,	Ｈideki	Takaｇi	
Yasuhide	Kaｎayama,	Yuichiｒｏ	Yabe
Kｏji	Fuｎahashi,	Takayｏshi	
Fujibayashi,	Ｓeiji	Tsubｏi
Takayasu	Itｏ,	Yutaka	Yｏshiｏka	
Ｈisatｏ	Ishikawa,	Yasumｏｒi	Ｓｏbue	
Tsuyｏshi	Ｎishiume,	Yutaka	Yｏkｏta	
Ｎaｏki	Ishiｇuｒｏ

Mｏd	Rheumatｏｌ.
202１ Ｊuｌ;3１(4）：796-802.

2

Ｃｏmpaｒisｏｎ	ｏｆ	the	effects	ｏｆ	baｒicitiｎib	
aｎd	tｏciｌizumab	ｏｎ	disease	activity	iｎ	
patieｎts	with	ｒheumatｏid	aｒthｒitis:	a	
pｒｏpeｎsity	scｏｒe	matchiｎｇ	aｎaｌysis

Ｓhuji	Ａsai,	Ｎｏbuｎｏｒi	Takahashi	
Tｏmｏｎｏｒi	Kｏbayakawa
Ａtsushi	Kaｎekｏ,	Tatsuｏ	Wataｎabe	
Takeｆumi	Katｏ,	Tsuyｏshi	Ｎishiume	
Ｈisatｏ	Ishikawa,	Yutaka	Yｏshiｏka	
Yasuhide	Kaｎayama
Tsuyｏshi	Wataｎabe,	Yuji	Ｈiｒaｎｏ	
Masahiｒｏ	Ｈaｎabayashi,	Yuichiｒｏ	Yabe
Yutaka	Yｏkｏta,	Mｏchihitｏ	Ｓuzuki	
Keｎya	Teｒabe,	Ｎaｏki	Ishiｇuｒｏ	
Ｓhiｒｏ	Imaｇama,	Tｏshihisa	Kｏjima

Ｃｌiｎ	Rheumatｏｌ.
202１ Ａuｇ;40(8）：3１43-3１5１.

３

Ｐｌate	 ｆixatiｏｎ	 thｒｏuｇh	 the	 ｌateｒaｌ	
exteｎsiｌe	appｒｏach	veｒsus	caｎｎuｌated	
scｒew	 ｆixatiｏｎ	 thｒｏuｇh	 the	 siｎus	
taｒsi	appｒｏach	ｆｏｒ	caｌcaｎeaｌ	ｆｒactuｒe:	
a	muｌticeｎteｒ,	 pｒｏpeｎsity	 scｏｒe-
matched	TROＮ	study

Takuya	Ｓuｇimｏtｏ
Katsuhiｒｏ	Tｏkutake
Yasuhikｏ	Takeｇami,	Ｎｏbuyuki	Okui
Yasuhide	Kaｎayama,	Ｈideｎｏｒi	Iｎｏue
Ryｏsuke	Ｓuｇimｏtｏ,	Yujiｒｏ	Kaｇami
Ｓhiｒｏ	Imaｇama

Euｒ	Ｊ	Oｒthｏp	Ｓuｒｇ	Tｒaumatｏｌ. 
202１ Ｓep 9. dｏi

4 発作性心房細動加療中に腸腰筋血腫を
生じた1例 ○寺澤　慧、金山康秀、渡部　拓 中部日本整形外科災害外科学会雑誌	

64(5）, 68１-682, 202１

学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 発作性心房細動加療中に腸腰筋血腫を
生じた1例

○寺澤　慧、二村尚久、金山康秀
　辻　太一、大田恭太郎、足立　維
　杉本遼介、渡部　拓、前田健登

第１36回中部整形災害
外科学会 202１.4.9

2 当科におけるRＡ骨粗鬆症に対するロ
モソズマブの治療成績 ○金山康秀 第64回日本リウマチ学

会総会・学術集会
202１.

4.26～28

３
当科における原発性骨粗鬆症、RＡ骨
粗鬆症に対するロモソズマブの治療成
績　

○金山康秀、辻　太一、二村尚久
　大田恭太郎、足立　維、杉本遼介
　渡部　拓、寺澤　慧、前田健登

第94回日本整形外科学
会学術集会

202１.
5.20～23

4
当科におけるバリシチニブ、TＮF製
剤投与RＡにおける関節エコー所見改
善効果に関する比較検討

○金山康秀 第94回日本整形外科学
会学術集会 202１.5.23

５

Ｃｏmpaｒiｎｇ	 the	 uｌtｒasｏｎｏｇｒaphic	
evaｌuatiｏｎ	 iｎ	patieｎts	with	Ｊapaｎese	
ｒheumatｏid	aｒthｒitis	betweeｎ	Baｒicitiｎib	
aｎd	TＮF	aｎtaｇｏｎist	theｒapy

○Yasuhide	Kaｎayama
　Ａtsushi	Ｎaｇata
　Miyuki	Ｓhimｏtake,	Fumikｏ	Miyachi
　Keisuke	Fujita,	Mai	Kｏyama	aｎd	
Ｓhihｏ	Uｎｏ

第22回欧州リウマチ学
会（EULＡR）

202１.
6.2～5

6
Ｃｌiｎicaｌ	eｆｆicacy	ｏｆ	 ｒｏmｏsｏzumab	 iｎ	
patieｎts	with	ｒheumatｏid	aｒthｒitis	ｆｏｒ	
12	mｏｎths

○Yasuhide	Kaｎayama	
　Ryｏsuke	Ｓuｇimｏtｏ

第22回欧州リウマチ学
会（EULＡR） 202１.6.3
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７ 成人期にサルベージ手術を施行した既術
性脊椎側弯症の一例 ○前田健登、辻　太一、大田恭太郎 東海脊椎脊髄病研究会 202１.6.5

８ 当科におけるアバタセプト投与症例の
関節エコー所見改善効果について ○金山康秀 第32回中部リウマチ学

会 202１.9.１7

9
腰部脊柱管狭窄症を伴う腰椎変性後側
弯症の手術治療成績―当科における術
式別の矯正率の比較―

○大田恭太郎、辻　太一 第30回インストゥルメ
ンテーション学会 202１.１0.１

１0 成人期にサルベージ手術を施行した既
術性脊椎側弯症の一例 ○前田健登、辻　太一、大田恭太郎 第30回インストゥルメ

ンテーション学会 202１.１0.１

１１
腰部脊柱管狭窄症を伴う腰椎変性後側
弯症の手術治療成績―当科における術
式の変遷と手術侵襲の比較―

○大田恭太郎、辻　太一 第30回インストゥルメ
ンテーション学会 202１.１0.2

１2
Ｃｌiｎicaｌ	 eｆｆicacy	ｏｆ	 ｒｏmｏsｏzumab	 iｎ	
patieｎts	with	ｒheumatｏid	aｒthｒitis	aｎd	
pｒimaｒy	ｏsteｏpｏｒｏsis	ｆｏｒ	12mｏｎths

○Yasuhide	Kaｎayama,	Taichi	Tsuji
　Ｈiｒｏｎｏbu	Iｎaｇaki
　Ｎaｏhisa	Futamuｒa,	Kyｏtaｒｏ	Ota
　Yui	Ａdachi,	Taku	Wataｎabe	

Ｓatｏshi	Teｒasawa	aｎd	Keｎtｏ	Maeda

第43回米国骨代謝学会
（ＡＳBMR）

202１.
１0.１～4

１3
当科における原発性骨粗鬆症に対する
ロモソズマブの治療成績～１2ヶ月経過
例の検討～

○金山康秀、辻　太一、二村尚久
　大田恭太郎、足立　維、渡部　拓
　寺澤　慧、前田健登

第2１回日本骨粗鬆症学
会 202１.１0.8

１4 EOＳ治療のフレームワーク―キャス
トから手術まで－ ○辻　太一 第55回日本側彎症学会

学術集会 202１.１１.5

１5
腰部脊柱管狭窄症を伴う腰椎変性後側
弯症の手術治療成績―当科における術
式の変遷と手術侵襲の比較―

○大田恭太郎、辻　太一 第55回日本側彎症学会
学術集会 202１.１１.5

１6

腰部脊柱管狭窄症を伴う腰椎変性後側
弯症に対する腰仙椎固定術の治療成績
－当科における術式別のアライメント
比較－

○大田恭太郎、辻　太一 第55回日本側彎症学会
学術集会 202１.１１.5

１7 関節リウマチ患者に発生した大腿骨近
位部骨折症例の検討

○寺澤　慧、金山康秀、辻　太一
　二村尚久、大田恭太郎、足立　維
　渡部　拓、前田健登

第257回整形外科集談
会東海地方会 202１.１2.１8

１8 関節リウマチ患者に発生した大腿骨近
位部骨折症例の検討 ○寺澤　慧、金山康秀 第36回日本臨床リウマ

チ学会 202１.１2.１8

１9
Ａbatacept投与症例における関節エ
コー所見改善効果について～24週経過
例におけるTＮF製剤との比較検討～

○金山康秀、寺澤　慧 第36回日本臨床リウマ
チ学会 202１.１2.１9

20 大腿骨近位部骨折の近況とその治療 ○前田健登 大腿骨頚部骨折パス会
議 2022.3.3

講演会等講師
Ｎｏ. 講演会名及び演題名 演者 主催 日付

１ 実臨床における骨粗鬆症治療薬の適正使用と二
次骨折予防の重要性 ○金山康秀 骨粗鬆症治療Webセミナー

～ＮEXTセミナー～ 202１.4.2

2 サリルマブのポテンシャルと当科における投与
症例について　 ○金山康秀 Ｎaｇｏya	Ｃｌiｎicaｌ	IL-6	

Ｓpeciaｌist	Meetiｎｇ 202１.4.１6

3 関節リウマチ治療におけるバリシチニブの可能性 ○金山康秀 第1回	臨床	ＪＡK	
Oｎｌiｎe	Ｃｏｎｆeｒeｎce 202１.4.22

4 Liｆe	Eveｎtを見据えたRＡ診療
～WｏＣBＡ女性のリウマチについて考える～ ○金山康秀 関節リウマチ	WｏＣBＡ

講演会 202１.6.3

5 関節リウマチ治療におけるバリシチニブの可能
性　～関節エコー評価を含めて～ ○金山康秀 岐阜ＪＡK	Web	

Ｃｏｎｆeｒeｎce 202１.6.22
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6 関節リウマチ診療における画像評価について ○金山康秀 田辺三菱製薬株式会社　
社内講演会 202１.6.24

7 関節リウマチの最新治療戦略 2021 ○金山康秀 ギリアド・サイエンシズ
株式会社　社内講演会 202１.7.9

8 セルトリズマブペゴルの適正使用について
～WｏＣBＡ女性のRＡについて考える～ ○金山康秀 三河メディカル研究会 202１.7.3１

9 骨粗鬆症紹介外来の現状と治療継続の重要性 ○金山康秀 豊田加茂骨粗鬆症学術	
Web	Ｓemiｎaｒ 202１.9.１

１0 臨床試験から見るスマイラフへの期待 ○金山康秀 ＪＡK阻害薬	Web	
Ｓympｏsium 202１.１0.5

１１ 骨粗鬆症治療 update
～骨粗鬆症治療薬を上手に使いこなすポイント～ ○金山康秀 Meet　The	Ｓpeciaｌists-

Osteｏpｏｒｏsis- 202１.１0.20

１2 関節リウマチ診療におけるイグラチモドの使い
どころについて ○金山康秀 csＤMＡRＤsを語る会

iｎ愛知 202１.１0.23

１3 セルトリズマブペゴルの適正使用について
～若年RＡ女性の治療戦略について考える～ ○金山康秀

関節リウマチセミナー
～女性のライフイベン
トを考慮した治療を考
える～

202１.１１.4

１4 RＡ 治療における薬剤選択について～ MTX 及
びＤMＡRＤs の使い分けを中心に～ ○金山康秀 あゆみ製薬株式会社　

社内講演会 202１.１１.25

１5 関節リウマチ治療について ○金山康秀 旭化成ファーマ株式会
社　社内講演会 202１.１2.3

１6 臨床試験から見るスマイラフへの期待 ○金山康秀 第7回三河関節エコー
研究会 202１.１2.4

１7 ＪＡK 阻害剤による関節エコー所見改善効果に
ついて ○金山康秀 ジセレカ発売1周年講

演会	iｎ	名古屋 2022.１.27

１8 関節リウマチ診療における関節エコー検査の活
用法について ○金山康秀 第19回ＳRＪミーティング 2022.2.5

１9 関節リウマチ治療におけるバリシチニブの可能
性 ○金山康秀 第5回	臨床	ＪＡK	

Oｎｌiｎe	Ｃｏｎｆeｒeｎce 2022.2.１0

20
関節リウマチ治療においてどうアバタセプトを
使いこなすか？　～自験例における関節エコー
データを含めて～

○金山康秀 リウマチWEBセミナー 2022.2.１6

2１ 関節リウマチ合併骨粗鬆症治療における骨吸収
抑制剤の位置づけ ○金山康秀 骨粗鬆症と関節リウマ

チを考える会 2022.2.2１

22 RＡ に対する IL6 阻害薬の関節エコー所見改善
効果について ○金山康秀 BOＮE	REＳERＣＨ	

FORUM	iｎ	OＳＡKＡ 2022.3.１１

23 関節リウマチの診断と治療 ○金山康秀 エーザイ株式会社　社
内講演会 2022.3.１8

24 ＰsＡ 症例に対する人工関節手術の治療経験 ○金山康秀 UＣB	ＰsＡ	WEB	
Ｓemiｎaｒ 2022.3.30

25 関節リウマチの診断と治療 ○金山康秀 大正製薬株式会社　社
内講演会 2022.3.3１

会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

１ 座長 金山康秀 骨粗鬆症治療Webセミナー	～ＮEXTセミナー～ 202１.4.2

2 座長 金山康秀 西三河RＡ	Expeｒt	Meetiｎｇ 202１.4.１7
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3 座長 金山康秀 第11回三河トシリズマブ研究会 202１.5.１5

4 座長 金山康秀 Tsuｒumai	RＡ/OＰ	Ｃｏmmuｎicatiｏｎ 202１.6.１0

5 座長 金山康秀 第5回	RＡ-BETTER	WEB研究会 202１.6.１１

6 座長 金山康秀 Biｏｌｏｇics	Useｒs’	Fｏｒum	2021 202１.6.１2

7 座長 金山康秀 RIＮVOQ	Expeｒt	Meetiｎｇ 202１.6.１7

8 座長 金山康秀 RＡ-ＳUＰREME-研究会 202１.6.１8

9 座長 金山康秀 西三河　RＡ	Expeｒt	meetiｎｇ 202１.6.30

１0 座長 金山康秀 第15回三河骨粗鬆症研究会 202１.7.１0

１１ 座長 金山康秀 豊田関節リウマチWebセミナー 202１.7.１4

１2 座長 金山康秀 骨粗鬆症を語る会 202１.7.１6

１3 座長 金山康秀 三遠	ＪＡKi	カンファレンス 202１.7.30

１4 座長 金山康秀 三遠リウマチカンファレンス	～ふだん聞けない
関節リウマチの話～ 202１.7.3１

１5 座長 金山康秀 RＡ	ｏｎｌiｎe	expeｒt	semiｎaｒ 202１.8.１8

１6 司会 金山康秀 第3回	臨床	ＪＡK	Oｎｌiｎe	Ｃｏｎｆeｒeｎce 202１.8.１9

１7 座長 金山康秀 豊田加茂骨粗鬆症学術	Web	Ｓemiｎaｒ 202１.9.１

１8 座長 金山康秀 ＰsＡセミナー 202１.9.2

１9 座長 金山康秀 第8回全三河リウマチ研究会 202１.9.4

20 司会 金山康秀 TOYOTＡ	ＪＡK	Expeｒt	Oｎｌiｎe	Ｃｏｎｆeｒeｎce 202１.9.4

2１ 座長 金山康秀 ＪＡK	Fｒｏｎtieｒ	web講演会 202１.9.9

22 座長 金山康秀 ＪＡK阻害薬	Web	Ｓympｏsium 202１.１0.5

23 司会 金山康秀 RＡ	Expeｒt	Meetiｎｇ 202１.１0.１4

24 座長 金山康秀 Reaｌ	Wｏｒｌd	Evideｎceリウマチ治療　－ｏｎ	web
講演会－ 202１.１0.１6

25 座長 金山康秀 第8回愛知ＤMＡRＤs研究会 202１.１１.１3

26 座長・司会 金山康秀 リウマチ合併症セミナー	iｎ	MIKＡWＡ 202１.１１.１7

27 司会 金山康秀 第6回RＡ-BETTER	WEB研究会 202１.１2.１0

28 座長 金山康秀 ＪＡK阻害剤を考える会	iｎ	三河 202１.１2.１5

29 座長 金山康秀 Osteｏpｏｒｏsis	Ｓympｏsium 2022.１.22

30 司会 金山康秀 RＡ-ＳUＰREＡM研究会 2022.１.28

3１ 座長 金山康秀 三河脊椎関節炎フォーラム 2022.１.29

32 座長 金山康秀 RＡ	Expeｒt	Ｓemiｎaｒ	iｎ	三河 2022.2.9

33 座長 金山康秀 三河RＡエキスパートミーティング2022 2022.2.１9

34 座長 金山康秀 骨粗鬆症と関節リウマチを考える会 2022.2.2１

35 座長 金山康秀 RＡ	ｏｎｌiｎe	expeｒt	semiｎaｒ 2022.3.2

36 司会 金山康秀 第6回RＡ-BETTER	WEB研究会 2022.3.4

37 座長 金山康秀 第16回三河骨粗鬆症研究会 2022.3.１9

38 座長 金山康秀 ウパダシチニブの適正使用を考える会 2022.3.24

39 座長 金山康秀 UＣB	ＰsＡ	WEB	Ｓemiｎaｒ 2022.3.30
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口腔外科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名

1 Muｌtipｌe	piｌｏmatｒicｏmas	 iｎ	a	middｌe-
aｇed	wｏmaｎ

○澤木　廉、澤木義弘、川口拓郎
　兼子隆次、齋藤昌樹

Ｊｏuｒｎaｌ	ｏｆ	Oｒaｌ	aｎd	Maxiｌｌｏｆaciaｌ	
Ｓuｒｇeｒy,Mediciｎe,	aｎd	Ｐathｏｌｏｇy

2 後天性vｏｎ	Wiｌｌebｒaｎd症候群患者の抜
歯経験

○澤木　廉、岡部一登、坂口晃平
　坂倉寛記、兼子隆次、日比英晴 日本口腔外科学会雑誌

学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 高齢第Ⅶ因子欠乏患者に対する抜歯経
験

○澤木　廉、川口拓郎、澤木佳弘
　河合孝真、兼子隆次、齋藤昌樹

第30回日本有病者歯科
医療学会学術大会

202１.
7.3～4

2 豊田厚生病院歯科口腔外科における過
剰歯症例の臨床的検討

○伊藤大泰、兼子隆次、河合孝真
　澤木　廉

第46回日本口腔外科学
会中部支部学術集会 202１.１0.30

３ 口腔外科疾患を有する刑務所受刑者の
臨床的検討

○兼子隆次、河合孝真、澤木　廉
　伊藤大泰

第66回日本口腔外科学
会総会 202１.１１.１2

4 豊田厚生病院歯科口腔外科における１3
年間の顎矯正手術症例の臨床的検討

○河合孝真、兼子隆次、澤木　廉
　伊藤大泰

第66回日本口腔外科学
会総会 202１.１１.１2

５ 治療可能な歯肉癌に対しBＳＣ（Best
Ｓuppｏｒtive Ｃaｒe）が選択された一例 ○兼子隆次、澤木　廉、河合孝真 第39回日本口腔腫瘍学

会総会 2022.１.28

形成外科
学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 静脈グラフト露出を伴う皮膚欠損部に
ＮＰWTi-dを行った一例

○茂木公佑、水野玲子、牧野莉央
　川端明子

第64回日本形成外科学
会総会学術集会 202１.4.１5

2 ステロイド局注を行った頭部偽嚢腫の
治療経験

○牧野莉央、川端明子、水野玲子
　茂木公佑、曽我宜弘

第55回中部形成外科学
会学術集会 202１.6.26

３ 一般市中病院でのレーザーフェイシャ
ルその他美容レーザー１4年の経験

○川端明子、水野玲子、茂木公佑
　牧野莉央、曽我宜弘

第55回中部形成外科学
会学術集会 202１.6.26

4 当院におけるスムーズタイプインプラ
ントを用いた乳房再建の経験

○曽我宜弘、川端明子、水野玲子
　茂木公佑、牧野莉央

第55回中部形成外科学
会学術集会 202１.6.26

産婦人科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名

1 当院における子宮内避妊器具抜去への
子宮鏡の活用

〇神谷知都世、荒木　甫、宮本絵美里
　安井裕子、新城加奈子、針山由美 東海産婦人科学会雑誌第58号

2 凍結融解胚移植後に卵巣妊娠となった
1例

〇安井裕子、新城加奈子、宮本絵美里
　神谷知都世、安井裕子、山中浩史
　針山由美

東海産婦人科学会雑誌第58号

３
流産手術後に子宮腔癒着となり、2度
にわたる子宮鏡下癒着剥離術後に妊娠
成立した1例

〇安井裕子、新城加奈子、宮本絵美里
　神谷知都世、安井裕子、山中浩史
　針山由美

東海産婦人科学会雑誌第58号
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学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1
MVＡシステムによる流産手術後に子
宮腔癒着となり、2度にわたる子宮鏡
下癒着剥離術後に妊娠成立した一例

○安井裕子、宮本絵美里、神谷知都世
　山中浩史、新城加奈子、針山由美

第6１回日本産婦人科内
視鏡学会 202１.9.１１

2 凍結融解胚移植により卵巣妊娠となっ
た一例

○安井裕子、宮本絵美里、神谷知都世
　山中浩史、新城加奈子、針山由美

第6１回日本産婦人科内
視鏡学会 202１.9.１2

３
流産手術後に子宮腔癒着となり、2度
にわたる子宮鏡下癒着剥離術後に妊娠
成功した一例

○安井裕子、宮本絵美里、神谷知都世
　山中浩史、新城加奈子、針山由美

第2１回東海産婦人科内
視鏡手術研究会 202１.１0.30

4 凍結融解胚移植により卵巣妊娠となっ
た一例

○安井裕子、新城加奈子、宮本絵美里
　神谷知都世、山中浩史、針山由美

第2１回東海産婦人科内
視鏡手術研究会 202１.１0.30

５ 妊娠を契機に発見された悪性卵巣胚細
胞腫瘍の2例

○大澤奈央、荒木　甫、宮本絵美里
　神谷知都世、安井裕子、新城加奈子
　針山由美

第１42回東海産科婦人
科学会 2022.3.5

皮膚科
著書・論文
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名

1 梅毒性乾癬 ○榊原あゆみ、足立秀禎、鈴木伸吾 皮膚病診療43巻9号（202１年9月）

学会発表
Ｎｏ. 演　　題　　名 発表者及び協同研究者 学会名または雑誌名 年月日

1 当院で経験した葡行性迂回性紅斑の2
例 ○榊原あゆみ、足立秀禎、鈴木伸吾 第298回日本皮膚科学

会東海地方会 202１.１2.１2

2 当院で経験したTIF1-γ陽性皮膚筋炎
の2例 ○榊原あゆみ、足立秀禎、鈴木伸吾 第299回日本皮膚科学

会東海地方会 2022.3.１3

３ トシリズマブ使用中に皮膚・肺・眼サ
ルコイドーシスを発症した1例

○近藤綾子、足立秀禎、榊原あゆみ
　鈴木伸吾

第299回日本皮膚科学
会東海地方会 2022.3.１3

会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 座長 鈴木伸吾 豊田皮膚科医師会 2022.2.１9

診療放射線室
学会・研究会
Ｎｏ. 演題 協同研究者 学会名・雑誌名 日付

1 被ばく線量ソフトウェアで用いるボク
セルファントムの体格推定

○柴田英輝、浅田恭生、松原孝祐
　小澤　功

第77回日本放射線技術
学会総会学術大会 202１.4.１8

2

Useｆuｌｎess	 iｎ	Lｏw-kV	ＣT	 imaｇiｎｇ	
us iｎｇ	 the 	 V isua ｌ 	 mｏde ｌ -based	
Iteｒative	Recｏｎstｒuctiｏｎ	methｏd
−Visuaｌ 	 mｏdeｌ -based	 Iteeat ive	
Recｏｎstｒuctiｏｎ法を用いた低管電圧撮
影における有用性について−

○柴田英輝 日本ＣT技術学会
第9回学術大会 202１.１0.2

３ 次世代型逐次近似処理を用いた心臓
ＣT検査 ○鷹羽正悟 映像情報Medicaｌ 2022.2.4

4 頭部ＣT撮影における逐次近似処理を
用いた線量低減への基礎検討 ○浅野功一、柴田英輝 第33回愛知県診療放射

線技師会 学術大会 2022.2.24
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講演会等講師
Ｎｏ. 講演会名及び演題名 演者 主催 日付

1 鳥取造影ＣTゼミナール「実質系の造影理論」 深田真司 鳥取県診療放射線技師
会 2022.2.１9

会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 座長 深田真司 愛知県診療放射線技師会第1回研修会 202１.5.8

2 座長 深田真司 西三地区診療放射線技師会第1回研修会 202１.１0.2１

３ 座長 深田真司 第33回(公社）愛知県診療放射線技師会学術大会 2022.3.6

臨床検査室
学会・研究会
Ｎｏ. 演題 協同研究者 学会名・雑誌名 日付

1
症例やインシデントから学ぶ輸血検
査・輸血療法　－不規則抗体/交差適
合試験編－

○松井貴弘
愛知県臨床検査技師会
輸血検査研究班
５月研究会

202１.5.8
～5.2１

2 クロスミキシング試験が診断に有用で
あったLＡＨＰＳの一例

○藤上卓馬、寺坂明香、熊谷美希
　松久保修、蒲澤康晃、三澤千鶴
　髙嶋幹代、中根生弥

第70回日本医学検査学
会

202１.5.１5
～6.１4

３ 当院における成人侵襲性GBＳ感染症の
検討

○加藤雄大、松本美咲、杉山裕衣
　永田悠起、塩谷厚代、田中浩一
　中根生弥

第70回日本医学検査学
会

202１.5.１5
～6.１4

4 人工物培養の方法と目的菌－この検
体、どうやって処理してる？－ ○永田悠起

愛知県臨床検査技師会
微生物検査研究班
9月研究会

202１.9.5
～9.１8

５ 血液検査部門企画　愛知県の取り組み ○蒲澤康晃、血液検査部門（中部6
県各部門長）

第59回中部圏支部医学
検査学会

202１.9.25
～１0.24

6 当院におけるCOVIＤ-１9遺伝子検査
体制の構築

○松本美咲、加藤雄大、杉山裕衣
　松久保修、永田悠起、永田篤志
　田中浩一、中根生弥

第70回農村医学会学術
集会

202１.１0.6
～27

７ 結果解釈に苦慮した症例 ○藤上卓馬 愛知県臨床検査技師会　
血液検査研究班講演会 202１.１0.１6

８ 当院での術中脊髄モニタリングにおけ
るアラームポイントの検討

○髙本智史、村山舞花、林　健太
　下竹美由紀

第5１回日本臨床神経生
理学会学術大会

202１.１2.１6
～１2.28

9 当院における侵襲性　Ｃampyｌｏbacteｒ	
jejuｎi/cｏｌi感染症の臨床的背景の検討

○加藤雄大、松本美咲、杉山裕衣
　松久保修、永田悠起、永田篤志
　田中浩一、中根生弥

第33回日本臨床微生物
学会総会・学術総会 2022.１.30

１0
202１年度　愛知県臨床検査技師会
精度管理調査報告会　血液検査部門　
形態項目

○藤上卓馬 愛知県臨床検査技師会　
血液検査研究会 2022.2.１9

１１
2022年度　愛知県臨床検査技師会
精度管理調査報告会　生理検査部門
腹部・表在超音波検査

○藤田啓介
愛知県臨床検査技師会　
生理検査研究班　2月
研究会

2022.2.20

講演会等講師
Ｎｏ. 講演会名及び演題名 演者 主催 日付

1 藤田医科大学　企業病院紹介セミナー 田中浩一 藤田医科大学　 2022.１.１3
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会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 座長 蒲澤康晃 第70回　日本医学検査学会 202１.5.１5
～6.１4

2 座長 蒲澤康晃 中部圏支部血液検査部門研修会 202１.１2.4
～１2.5

３ 司会 田中浩一 肺癌病理検査を考える会 2022.2.１

リハビリテーション室
学会・研究会
Ｎｏ. 演題 協同研究者 学会名・雑誌名 日付

1
早期胃瘻造設、嚥下訓練により経口摂取が可能
となったびまん性突発性骨増殖症、サルコペニ
ア合併症例

○山本彩加、渡口賢隆 第22回日本言語聴覚学
会

202１.6.１9
～7.20

臨床工学室
学会・研究会
Ｎｏ. 演題 協同研究者 学会名・雑誌名 日付

1 選択的血漿交換法における血漿分離速
度の検討 ○酒出篤弥 第66回日本透析医学会

学術集会総会 202１.6.5

2 腹水濾過濃縮再静注法（ＣＡRT）の回
収率について行った実験と考察

○菅森　歩、中前健二、兵藤好行
　沖島正幸、小川正博、酒出篤弥
　辻川圭亮、近藤浩史、上村夕貴
　西山和芳、太田委住、谷　亮太
　遠藤泉樹、佐野公俊、澤田知宏
　木内　優、日焼功貴

第66回日本透析医学会
学術集会・総会 202１.6.4

３ 左房前壁より散発する上室性期外収縮
のMappiｎｇが可能であった一例 ○辻川圭亮、金子鎮二、藤田雅也 第67回日本不整脈心電

学会学術大会 202１.7.3

4 「マスキュア腹水濾過/濃縮フィル
タ」の性能評価

○谷　亮太、菅森　歩、日焼功貴
　木内　優、佐野公俊、遠藤泉樹
　太田委住、西山和芳、辻川圭亮
　酒出篤弥、澤田知広、上村夕貴
　近藤浩史、小川正博、沖島正幸
　兵藤好行

第66回日本透析医学会
学術集会・総会 202１.6.4

５ 左房性三心房心に合併した長期持続性
心房細動にBｏx隔離術が奏功した一例 ○辻川圭亮、金子鎮二、藤田雅也 第2回不整脈心電学会

地方会 2022.3.5

6 Keｎtの斜走を確認できた興味深い治
療経過となった房室回帰性頻拍の一例 ○辻川圭亮、金子鎮二、藤田雅也

EＰアブレーション技
術研究会
第1回中部地方会

2022.3.26

講演会等講師
Ｎｏ. 講演会名及び演題名 演者 主催 日付

1 ＣLＳ Webiｎaｒ 辻川圭亮 Biｏtｒｏｎik 202１.9.9

会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 パネリスト 辻川　圭亮 Ａbbｏtt	Web	Ｓemiｎaｒ	ME	Ｓummit	iｎ	Tｏkai	2021 202１.１2.１0
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栄養管理室
著書・論文
Ｎｏ. 演題 協同研究者 学会名・雑誌名

1
超実践！高齢者の栄養ケア　介護保険施設の管理栄養
士・栄養士のためのスキルアップ講座　第22回　症例②
嚥下機能低下1

森　茂雄 Ｎutｒitiｏｎ	Ｃaｒe202１年 4 月号

2 ハイカロッチ®シリーズレシピ集監修 森　茂雄 ハイカロッチ®シリーズレシピ集
アイドゥ株式会社

３
超実践！高齢者の栄養ケア　介護保険施設の管理栄養
士・栄養士のためのスキルアップ講座　第23回　症例②
嚥下機能低下2

森　茂雄 Ｎutｒitiｏｎ	Ｃaｒe202１年 5 月号

4 事例で見る訪問栄養食事指導の実践.非経口の在宅栄養 森　茂雄 訪問栄養食事指導実践テキストブッ
ク.日本在宅栄養管理学会

５ 超実践！高齢者の栄養ケア　介護保険施設の管理栄養
士・栄養士のためのスキルアップ講座　第24回　まとめ 森　茂雄 Ｎutｒitiｏｎ	Ｃaｒe

202１年 6 月号

6 甲状腺原発扁平上皮がんによる食道狭窄に対して半固形
状経腸栄養剤を活用した在宅栄養管理 森　茂雄 栄養経営エキスパート

202１年 7 − 8 月号

７ 肺炎患者に対する管理栄養士による早期栄養サポートの有用
性の検討-粘度調整水を用いた末梢静脈栄養離脱の試み－ 森　茂雄 ＪＳＰEＮ	Vｏｌ.3(3）:	202１

８ 健康の話　清涼飲料水の飲み過ぎに注意 高山日菜 ＪＡあいち豊田　グリーンボイス
vｏｌ223 202１年 8 月号

9 ＪＡ愛知厚生連　あなたの健康まもり隊　清涼飲料水の飲
み過ぎに注意！ 高山日菜 ＪＡ愛知尾東ぐりんぷらざ

vｏｌ269 202１年 8 月号

１0 オピニオン　ジェネラリストの栄養管理を体現する 森　茂雄 ＰＤＮ通信.	ＮＰO法人ＰＤＮ(Ｐatieｎt	
Ｄｏctｏｒs	Ｎetwｏｒk）第77号

１１ からだスマイルレシピ第１5回 寺本　早 ＪＡあいち豊田　グリーンボイス
vｏｌ234 202１年１0月号

１2 超実践高齢者の栄養ケア　病院・高齢者施設でいかせる 森　茂雄 メディカ出版

１3 からだスマイルレシピ第１7回 加藤早絢 ＪＡあいち豊田　グリーンボイス
vｏｌ238 2022年 2 月号

１4 健康の話　冬に飲みたいココアの話 太田　遥 ＪＡあいち豊田　グリーンボイス
vｏｌ238 2022年 2 月号

１5 ＪＡ愛知厚生連　あなたの健康まもり隊　冬に飲みたいコ
コアの話 太田　遥 ＪＡ愛知尾東ぐりんぷらざ

vｏｌ275 2022年 2 月号

学会・研究会
Ｎｏ. 演題 協同研究者 学会名・雑誌名 日付

1 基調講演：栄養指導を極める～管理栄
養士だからできること～ 森　茂雄 実践栄養ケア研究研修

会 202１.8.7

2 一般発表：伝わるＳOＡＰ　～劇的ビ
フォーアフター～ 高山日菜 実践栄養ケア研究研修

会 202１.8.7

３
病院給食における賞味期限切れ食品発
生防止への取り組み～食品棚へのラベ
リング効果の検証～

〇寺本　早、金子広奈、脇阪涼子
　森　茂雄、多氣みつ子

第70回日本農村医学会
学術集会

202１.１0.6
～１0.27

4 給食経営における在庫管理～適正採用
品目数による労働時間削減への検討～

〇金子広奈、寺本　早、脇阪涼子
　森　茂雄、多氣みつ子

第70回日本農村医学会
学術集会

202１.１0.6
～１0.27

５ パントリー給食運営方式における食事
変更業務標準化の検証

〇脇阪涼子、金子広奈、寺本　早
　森　茂雄、多氣みつ子

第70回日本農村医学会
学術集会

202１.１0.6
～１0.27
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6
新型コロナウイルス感染症防止への取
り組み～外来栄養食事指導の運用と環
境整備～

〇森　茂雄、金子広奈、寺本　早
　脇阪涼子、多氣みつ子

第70回日本農村医学会
学術集会

202１.１0.6
～１0.27

７ 愛知県厚生連相互啓発研修会　教育プ
ログラム 森　茂雄 愛知県厚生連栄養士会

相互啓発研修会 202１.１１.6

８
地域基幹病院におけるＨＡＣＣＰ義務化
への取り組み～直営給食運営による病
棟パントリー方式の事例～

森　茂雄 第１6回日本給食経営管
理学会 202１.１１.20

9 器の容量を指標とした献立作成の取り
組み

〇高山日菜、加藤早絢、太田　遥
　津坂弥生、森　茂雄、多氣みつ子

愛知県栄養士研究大会
202１ 2022.１.29

１0 栄養食事指導報告書におけるカルテ記
載方法の統一化

〇加藤早絢、高山日菜、太田　遥
　津坂弥生、森　茂雄、多氣みつ子

愛知県栄養士研究大会
202１ 2022.１.29

１１ 愛知県厚生連相互啓発研修会　教育プ
ログラム 森　茂雄 愛知県厚生連栄養士会

相互啓発研修会 2022.2.5

講演会等講師
Ｎｏ. 講演会名及び演題名 演者 主催 日付

1 栄養トラブルの原因検索 森　茂雄 有限会社ステップアップ 202１.4.１～
2022.3.3１

2 誰も教えてくれなかった看取りの栄養
ケア!! 森　茂雄 有限会社ステップアップ 202１.4.１8

３ 患者・他職種から信頼を得られる栄養
指導～生活習慣病編～ 森　茂雄 有限会社ステップアップ 202１.5.23

4 栄養管理につなぐ給食管理の業務見直
しポイント 森　茂雄 株式会社日本医療企画　中部支社 202１.7.24

５
知っているようで知らなかった!!基礎
から学ぶ病院の給食管理～基本献立作
成編

森　茂雄 有限会社ステップアップ 202１.１0.9
～１0.１0

6 仕組み作りの３ステップ 森　茂雄 株式会社日本医療企画　中部支社 202１.１１.１3

７ 患者のためにともに進む～管理栄養士
と調理師の歩幅合わせ～ 岩本拓郎 株式会社日本医療企画　中部支社 202１.１１.１3

８ 栄養士の役割と連携 森　茂雄 日本福祉大学中央福祉専門学校　介護福
祉科 202１.１2.１6

9 水・電解質の基本と臨床での扱い方 森　茂雄 有限会社ステップアップ 2022.１.29
～１.30

薬剤部
学会・研究会
Ｎｏ. 演題 協同研究者 学会名・雑誌名 日付

1
当院におけるオビオイド使用状況の変
化と特徴について～過去５年間の処方
量調査から～

○植松夏子、近藤　有、横山尚美
　塩﨑沙耶、戸田州俊、祢宜田和正
　村松雅人

第１4回日本緩和医療薬
学会年会

202１.5.１3
～１6

2
オピオイドスイッチにおける悪液質の
影響－オキシコドンからフェンタニル
パッチへ－

○渡邉千尋、吉田ひかり、築山純代
　加藤涼子、大西正文、大橋　渉
　前田圭介、森　直治、三嶋秀行
　築山郁人

第１4回日本緩和医療薬
学会年会

202１.5.１3
～１6

３
末梢血幹細胞移植患者における体重減
少および中心静脈栄養（TＰＮ）導入
に影響を与える因子の検討

○坪井美咲子、植松夏子、近藤　有
　榊原崇芳、三宅芳男

第36回日本臨床栄養代
謝学会学術総会

202１.7.2１
～22
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4 当院における亜鉛製剤内服患者の血清
亜鉛・銅の測定状況に関する調査

○吉川真美、澤井喜邦、桜井美咲子
　安藤千尋、日比祥代、三宅芳男

第36回日本臨床栄養代
謝学会学術総会

202１.7.2１
～2１

５ 当院における新人薬剤師教育体制 ○加藤恭平、古田美里、塩﨑沙耶
　成瀬加代、三宅芳男

第52回前項区厚生連病
院薬剤長会議学術総会 202１.9.26

6 ＤＳT活動によるBZ系使用量の変動に
ついて

○樋口祐莉香、松田詩乃、石川雅恵
　三宅芳男

第40回日本認知症学会
学術集会 202１.１１.26

看護部
学会・研究会
Ｎｏ. 演題 協同研究者 学会名・雑誌名 日付

1 透析中の災害に備えたアクションカー
ドの作成

○山川真由子、小金丸直美、平井綾子
千々岩尚子、酒出篤弥、佐野公俊

　中前健二、倉田久嗣

第66回日本透析医学会
学術集会・総会 202１.6.4

2 緩和ケア病棟看護師の行動制限に対す
る考え方

〇中岡美恵子、野々山明日香、城田智子
　永田幸枝、斎藤靖子、井口多恵子

2022年度ＪＡ愛知厚生
連看護師会看護研究発
表会

202１.１0.30

会長・司会・座長
Ｎｏ. 会長・司会・座長区分 氏名 学会・研究会名 日付

1 座長 阪口浩美 第49回ＪＡ愛知厚生連看護師会研修会 202１.１0.30
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２．院内研修活動

１．全体講演会・全体発表会
№ 題　　名 講　　師 主催部署・主催委員会 開催日

1 第32回医療安全全体研修
「医療と法　全８章」 e-ラーニング 医療安全対策委員会 202１.7.１2～

8.１3

2 第1回脳死下臓器提供ビデオ研
修 e-ラーニング 臓器移植倫理委員会 202１.9.１～

9.１7

3
第23回感染対策委員会全体講
演会「ＣOVIＤ-19時代の感染対
策、抗菌薬の決め方入門」

感染症内科代表部長兼感染制御
室長　川端　厚 感染対策委員会 202１.9.6～

9.24

4 第７回医療倫理講演会「倫理的
対話を促す4分割法」

動画配信　日本臨床倫理学会
オンライン臨床倫理レクチャー
教材

治験倫理審査委員会 202１.１0.１～
１0.3１

5
第１9回保険診療委員会講演会
「OＰＣの仕組み、入院料請求時
の注意事項」

保険診療委員会 保険診療委員会 202１.１１.１～
１１.30

6

第18回患者サービス向上委員会
全体講演会「医療従事者のため
のホスピタリティ～患者様の寄
り添うホスピタリティを実現す
るために～」

システムブレーン　人材育成コ
ンサルタントLeaｆWｒappiｎｇ
代表　山本　志のぶ　氏

患者サービス向上委員会 202１.１2.１0～
１2.24

7
第13回豊田感染症フォーラム
「新型コロナ時代の感染対策と
抗菌薬適正使用支援」

岐阜大学大学院　医学系研究科
感染症寄附講座　手塚　宜行　氏 感染対策委員会 2022.2.6～3.9

8
第7回脳死下臓器提供シミュ
レーション（WEB）「脳死判定
シミュレーション」

臓器移植倫理委員会 臓器移植倫理委員会 2022.2.１5～
2.28

9

第20回保険診療委員会講演会
「令和4年度診療報酬改定を踏
まえ豊田厚生病院が取り組むべ
きこと」

千葉大学病院　副院長
井上貴裕　氏 保険診療委員会 2022.2.2１～

3.１１

10 第2回褥瘡予防対策委員会全体
講演会「褥瘡の基本」

皮膚・排泄ケア認定看護師
福岡沙織 褥瘡予防対策委員会 2022.2.2１～

3.2１

11 第19回大腿骨近位部骨折地域連
携パス合同会議（WEB会議）

整形外科　前田健登
リハビリテーション科　鈴木祥平

地域医療福祉連携部
地域医療福祉連携課　在
宅支援コーディネーター

2022.3.4

12
第4回認知症サポート委員会講
演会「認知症の人への支援～コ
ミュニケーション～」

認知症看護認定看護師
石川雅恵 認知症サポート委員会 2022.3.7～

3.25

13
第26回豊田がんフォーラム「が
ん治療医が実践する緩和ケアと
がん疼痛治療」

富山大学附属病院　臨床腫瘍部
診療講師・副部長　梶浦新也　氏 緩和ケア委員会 2022.3.１7
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2．研修会・勉強会
№ 題　　名 講　　師 主催部署・主催委員会 開催日

1 第1回新入職員研修 豊田厚生病院職員 教育委員会 202１.4.2、
4.5

2
第86回令和３年4月薬剤師勉強会
「ジェネラリストとして知っておき
たいＣKＤの基礎知識」

医薬情報課長　鈴木大介 薬剤部 202１.4.8

3 第158回救急症例検討会 救急科外来部長　畑田　剛 救命救急センター
外来委員会 202１.4.2１

4
第58回豊田厚生病院IＣLＳ講習会
「BLＳ/モニター・電気ショック/気
道管理など」

救命救急センター外来部長
小林修一

救命救急センター
外来委員会 202１.4.25

5
第91回令和4年6月薬剤師勉強会
「緩和ケア領域における輸液療法の
考え方」

緩和ケア内科代表部長　村松雅人 薬剤部 202１.6.9

6
第89回BLＳ/ＡEＤ講習会「1次救命
が必要な患者の発見から処置までの
デモンストレーション」

救命救急センター外来看護師
宮田摩耶
救命救急センター外来看護師
水野由奈

救命救急センター
外来委員会 202１.6.１0

7 第159回救急症例検討会 救急科外来部長　畑田　剛 救命救急センター
外来委員会 202１.6.１6

8
第87回令和３年７月薬剤師勉強会
「ドーピング防止の相談、どう対応
しますか？」

吉田整形外科病院　医療安全室長
山田雅崇氏 薬剤部 202１.7.１6

9
第59回豊田厚生病院IＣLＳ講習会
「BLＳ/モニター・電気ショック/気
道管理」

救命救急センター長　小林修一 救命救急センター
外来委員会 202１.7.22

10 第160回救急症例検討会 救急科外来部長　畑田　剛 救命救急センター
外来委員会 202１.8.１8

11
第90回BLＳ/ＡEＤ講習会「1次救命
が必要な患者の発見から処置までの
デモンストレーション」

救命救急センター外来看護師
藤崎祐子
救命救急センター外来看護師
水野由奈

救命救急センター
外来委員会 202１.9.9

12 第2回新入職員研修 豊田厚生病院職員 教育委員会 202１.１0.１

13
第60回豊田厚生病院IＣLＳ講習会
「BLＳ/モニター・電気ショック/気
道管理」

救命救急センター長　小林修一 救命救急センター
外来委員会 202１.１0.3

14
第1回看護技術研修会「認知症看護
～認知症の人とのコミュニケーショ
ンのコツ～」

認知症看護認定看護師　石川雅恵 地域医療連携課 202１.１0.6

15 第88回令和３年10月薬剤師勉強会
「糖尿病の薬物治療について」

内分泌・代謝内科病棟部長
加藤大也 薬剤部 202１.１0.１4

16 第161回救急症例検討会 救急科外来部長　畑田　剛 救命救急センター
外来委員会 202１.１0.20

17
第2回看護技術研修会「認知症看護
～認知症の人とのコミュニケーショ
ンのコツ～」

認知症看護認定看護師　石川雅恵 地域医療連携課 202１.１１.１１
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№ 題　　名 講　　師 主催部署・主催委員会 開催日

18 第７回がん看護基礎研修会

薬剤部病棟業務課長　間瀬　悟
看護課長　古橋美直子、林眞千子、
　　　　　中王子美保
看護係長　吉田栄里、佐藤修秀
看 護 部　藤本　歩、古賀智美、
　　　　　稲熊幸子、安居　円

がん診療連携推進委
員会

202１.１１.20～
１１.2１

19 第3回看護技術研修会(Web）「自宅
や施設で安心して看取るために」

訪問看護認定看護師　古賀智美
緩和ケア認定看護師　安居　円 地域医療連携課 2022.１2.8

20 第89回令和３年12月薬剤師勉強会
「認知症の薬物治療について」 脳神経内科外来部長　冨田　稔 薬剤部 202１.１2.9

21
第91回BLＳ/ＡEＤ講習会「1次救命
が必要な患者の発見から処置までの
デモンストレーション」

救命救急センター外来看護師
岩井ひかり
救命救急センター外来看護師
加藤　孝

救命救急センター
外来委員会 202１.１2.9

22 第162回救急症例検討会 救急科外来部長　畑田　剛 救命救急センター
外来委員会 202１.１2.１5

23 第4回看護技術研修会(Web）「自
宅や施設で安心して看取るために」

訪問看護認定看護師　古賀智美
緩和ケア認定看護師　安居　円 地域医療連携課 2022.１.１3

24
第90回令和4年2月薬剤師勉強会
「今さら聞けない?!抗がん薬の基礎
のキソ」

医療情報室長　間瀬　悟 薬剤部 2022.2.１0

25

第90回令和4年2月薬剤師勉強会
「今さら聞けない?!　「抗がん薬の
基礎のキソ」～患者さんの？を！に
導くための指導のポイント～」

医薬情報室長　間瀬　悟 薬剤部 2022.2.１0

26
第92回BLＳ/ＡEＤ講習会「1次救命
が必要な患者の発見から処置までの
デモンストレーション」

救命救急センター外来看護師
松本亜紀
救命救急センター外来看護師
伊豫田由紀子

救命救急センター
外来委員会 2022.3.１0
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１．委員会一覧

令和３年３月末現在

名　　　称 設置
年月日 目的 開催回数

診
療
関
連

栄 養 食 事 委 員 会 (法）(保） Ｓ63.4.１ 豊田厚生病院の行う患者の食事療養と及び、賄食に関
する必要な事項を検討協議する 4回

治 験 倫 理 審 査 委 員 会 (法） Ｈ9.4.１

委員会は病院長の諮問に応じ、審査の対象とされる治
験及び臨床研究等が倫理的及び科学的に妥当であるか
を審査することを目的とする。医療の倫理性と患者の
人権保護に関する基本的事項を審議及び検討すること
を目的とする

6回

輸 血 療 法 委 員 会 Ｈ１0.6.１

「輸血療法の適正化に関するガイドライン」に示され
た望ましい輸血の管理体制に基づいた適切な輸血療法
を推進する（厚生省健康政策局通知健政発第502号、
平成元年9月19日制定「輸血療法の適正化に関するガ
イドライン」）

6回

臓 器 移 植 倫 理 委 員 会 Ｈ１4.4.１
医の倫理に基づき検討し、適正に実施する（平成9年
法律第104号臓器移植に関する法律（平成9年10月16
日施行））

6回

診 療 録 管 理 委 員 会 (保） Ｈ１2.4.20
豊田厚生病院の診療録(電子カルテ含む)および印刷物
に関する事項について協議し、診療録の内容の向上と
適切な管理を行う

12回

研 修 管 理 委 員 会 (法） Ｈ１１.5.１ 豊田厚生病院および関連病院、関連施設における医師
臨床研修を統括管理する ３回

臨 床 研 修 委 員 会 (法） Ｈ27.4.１

研修医がプライマリ・ケアの基本的な診療能力（態
度、技能、知識）を身につけ、『患者に適切な医療を
提供』できるようになる為に、臨床研修医プログラ
ム、各部署、各職種間との連携及び研修医の処遇など
を充実させる

12回

歯科医師研修管理委員会(法） Ｈ24.4.１

歯科研修医が『歯科医師として患者を全人的な視点に
配慮した上で、基本的・総合的な臨床能力を修得し、
患者や家族の信頼に応じられる姿勢を身に付ける』こ
とを主旨として、歯科医師臨床研修医プログラム、各
部署、各職種間との連携及び研修医の処遇などを充実
させる

３回

栄 養 サ ポ ー ト 委 員 会 Ｈ１5.5.１ 入院患者の栄養の評価と栄養改善に関する提言を行
い、栄養教育を支援する 11回

褥 瘡 予 防 対 策 委 員 会 Ｈ１5.5.１ 入院患者の褥瘡の発生の予防をし、既造の褥瘡の治療
を集約的に行う ７回

摂 食 ・ 嚥 下 推 進 委 員 会 Ｈ１6.4.１
豊田厚生病院における摂食・嚥下障害を有する患者の
機能評価および機能回復の推進に関する事項について
協議する

12回

ク リ ニ カ ル パ ス 委 員 会 Ｈ１１.8.6
医療資源の効率的な活用と医療の質の向上を図り、ク
リニカルパスの作成とその運用についての協議を行
い、病院の発展に寄与する

6回

化 学 療 法 委 員 会 Ｈ１5.１0.１7 豊田厚生病院の化学療法の安全かつ適正な運用を図
り、診療内容の向上に寄与する 12回
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名　　　称 設置
年月日 目的 開催回数

診
療
関
連

緩 和 ケ ア 委 員 会 Ｈ１6.4.１
患者のQOLに配慮して様々な苦痛や症状の緩和を図る
ことを検討し、緩和医療の適応基準や緩和プログラム
の具体的な支援について協議する

12回

が ん 診 療 連 携 推 進 委 員 会 Ｈ１9.4.１

患者や家族の相談にあたる他、がんに関する専門的、
学術的または総合的な研究を推進するとともに、がん
の予防、診断、治療等に係る技術の向上、その他、が
ん医療を提供する体制の整備を図る

6回

電 子 カ ル テ 運 用 委 員 会 Ｈ20.2.１ 豊田厚生病院における医療情報システムを円滑に運用
する 6回

認 知 症 サ ポ ー ト 委 員 会 Ｈ28.１0.１
認知症の容態に応じた適時・適切な医療を提供するた
め、職員へ認知症患者のサポートに関する提言を行
い、認知症対応能力の向上を目的とする

6回

教
育
・
広
報

教 育 委 員 会 Ｈ１5.4.１ 職員の知識および患者サービス向上を目的とする 6回

ボ ラ ン テ ィ ア 委 員 会 Ｈ6.4.１ 職員とボランティアの協議により、地域の人たちのた
めの病院づくりの活動をする 6回

安
全
管
理
関
連

防 災 対 策 委 員 会 (法） Ｈ１.4.１

地震・火災・その他の災害が発生した場合に人的、物
的被害を最小限に防止するため防災管理対策を徹底す
ることを目的とする。また、災害拠点病院として常に
行動できるよう調整する。

７回

医療ガス安全管理委員会(法） Ｈ2.4.１
医療ガス（医療の用に供する酸素、各種麻酔ガス、吸
引、医用圧縮空気、窒素等をいう）設備の安全管理を
図り、患者の安全を確保する

1回

廃 棄 物 管 理 委 員 会 (法） Ｈ１0.8.１

病院としての特殊性に鑑み、廃棄物処理法及び廃棄物
処理法に基づく感染性廃棄物処理マニュアルに従っ
て、主として感染性廃棄物を中心に、加えて一般廃棄
物および産業廃棄物について、厚生連廃棄物処理規程
に基づき必要な事項を定め、適正な処理を確保し、も
って生活環境の保全及び公衆衛生の向上、推進を図る

1回

感 染 対 策 委 員 会 (保） Ｈ3.4.１ 豊田厚生病院における院内感染防止に関する事項につ
いて協議し、感染対策を立案、実施する 12回

医 療 安 全 対 策 委 員 会 (保） Ｈ１2.4.１ 医療事故・再発防止・対策などを検討及び具体化し
て、患者に安全で質の高い医療を提供する 12回

医 療 事 故 防 止 対 策 委 員 会 Ｈ１4.4.１ 重大な医療事故への具体的対応を行い、併せて再発防
止策を検討し、患者に安心と安全な診療を提供する 1回

虐 待 対 応 委 員 会 Ｈ１2.１１.１
この委員会は、子ども虐待、高齢者虐待、障害者虐
待、配偶者暴力（ＤV）の予防及び早期発見と被虐待
児、被虐待者の救済を目的とする

6回

透析機器安全管理委員会(保） Ｈ22.4.１ 血液浄化療法を安全に運用するため、関連機器の管理
ならびに使用する透析液水質管理をする 2回

コ ン プ ラ イ ア ン ス 委 員 会 Ｈ25.4.１
この委員会は、コンプライアンスに関する意識の向上
とコンプライアンス態勢の確立を図ることを目的とす
る

4回

業
務
改
善

患 者 サ ー ビ ス 向 上 委 員 会 Ｈ１3.2.6 医療はサービス業であるとの認識を持って患者により
良いサービスを提供する 12回

業 務 分 担 推 進 委 員 会 Ｈ24.4.１ 病院勤務医、看護職員・負担の軽減及び処遇の改善を
検討することを目的とする ３回
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名　　　称 設置
年月日 目的 開催回数

経
営
関
連

薬 事 委 員 会 Ｓ55.4.22 医薬品その他薬品の管理、適正使用、医療内容の向上
および病院経営の発展に寄与する 6回

医 療 材 料 委 員 会 Ｈ１6.4.１ 医療材料・検査試薬の管理及び適正合理化を図り、医
療内容の向上、病院経営の発展に寄与する 6回

購 買 委 員 会 Ｈ8.１2.１2 事業年度における固定資産枠内取得品目の選定を適正
かつ円滑に行う 1回

保 険 診 療 委 員 会 Ｈ１2.4.１

診療報酬の効率的な算定、返戻・査定減に関する事
項、ＤＰＣの運用、適切なコーディングに関する事項お
よび病床管理について協議を行い、病院診療の運営に
寄与する

6回

各
部
門
運
営
関
連

放 射 線 安 全 委 員 会 (法） Ｓ60.１0.１ 法律に基づき、放射線発生装置の取扱による放射線障
害の発生を防止すると共に、公共の安全を確保する 1回

中 央 放 射 線 部 運 営 委 員 会 Ｈ１3.6.１ 中央放射線部の適正な活用と質の向上を目的とし、そ
の運営について協議し、病院の発展に寄与する 6回

臨 床 検 査 運 営 委 員 会 (保） Ｈ１2.4.１ 臨床検査の適正な活用と臨床検査の質の向上を目的と
する 6回

救命救急センター外来委員会 Ｈ１5.4.8 救命救急センター外来に係る諸問題を検討し、円滑な
救急医療ができる体制を整える 12回

救命救急センター病棟委員会 Ｈ１5.4.１ 豊田厚生病院におけるIＣU・ＨＣUの利用状況を把握
し、問題点などを検討及び協議する 6回

中 央 手 術 室 運 営 委 員 会 Ｈ１4.4.１ 手術室の運営に関わる諸問題を検討し、円滑な手術室
の運営ができる体制を整える 6回

外 来 運 営 委 員 会 Ｈ20.9.26 外来の運営に関わる諸事項を検討し、円滑な外来診療
ができる体制を整える 6回

入退院支援センター運営委員会 Ｈ24.8.１ 入退院支援センターの円滑な運営に資する １１回

供 給 委 員 会 Ｈ27.１0.１ 豊田厚生病院における薬品、医療材料及び物品の適正
な供給と管理を目的とする 6回

職
員
関
連

安 全 衛 生 委 員 会 (法） Ｈ１.4.１ 豊田厚生病院における職員の安全と健康を確保し、業
務の向上と円滑な遂行を図る １2回

保 育 委 員 会 (法） Ｈ5.4.１
愛知健康性農業協同組合連合会　保育所管理要領第4
条第３項の規程に基づき、院内保育所、病児保育室、
小児病棟、その他附帯する業務の円滑な運営を行う

6回

総 務 委 員 会 (法） Ｈ１0.4.１
愛知県厚生農業協同組合連合会の規程改訂及び病院業
務運営の改善向上に関する意見を集約し病院長に具申
する

1回

厚 生 委 員 会 Ｈ１0.8.１ 職員の親睦ならびに資質の向上と、健全明朗な環境を
作り上げ、豊田厚生病院の繁栄に寄与する 12回

人 事 考 課 制 度 推 進 委 員 会 Ｈ１2.4.１ 事業所における人事考課制度の実施・推進を目的と
し、人事考課制度の円滑な運用を図る 2回

看 護 職 確 保 対 策 委 員 会 Ｈ25.4.１ 看護職の確保に係ることについて検討することを目的
とする 12回

（法）：法律に基づく設置
（保）：診療報酬に基づく設置



豊田厚生病院　令和３年度年報
2022年１0月　発行
発行・編集　愛知県厚生農業協同組合連合会
　　　　　　豊田厚生病院
〒470－0396
愛知県豊田市浄水町伊保原500－１
TEL（0565）43－5000
印刷部数　260部
印　　刷　ニチモウ印刷株式会社



JA 愛知厚生連

豊田厚生病院
TOYOTA KOSEI HOSPITAL

Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連　
豊
田
厚
生
病
院

令
和
３
年
度
（
２
０
２
１
）　

年
報


	豊田厚生病院理念
	基本方針、患者の権利と責任
	発刊にあたり
	主な出来事
	カモメイト院外版
	豊田厚生病院概要
	豊田厚生病院　組織図
	豊田厚生病院 会議・委員会 組織図
	医師名簿
	役付職員名簿
	職員数
	令和３年度　豊田厚生病院事業計画
	Ⅰ　医療実績
	1．診療科別延患者数及び診療収入
	2．市町村別利用状況
	3．年齢別利用状況
	4．救命救急センター外来利用状況
	5．手術件数
	6．分娩数・死亡数・剖検数
	7．退院患者統計
	8．剖検数
	9．臨床研究

	Ⅱ 部署別業務実績
	1．診療放射線室
	2．臨床検査室
	3．リハビリテーション室
	4．臨床工学室
	5．栄養管理室
	6．薬剤部
	7．看護部
	8．医療安全管理部
	9．感染制御部
	10．地域医療連携課（地域医療連携係）
	11．地域医療連携課（在宅支援コーディネーター係）
	12．医療福祉相談課（兼　がん相談支援センター）
	13．豊田厚生訪問看護ステーション
	14．居宅介護支援事業所（豊田厚生介護保険センター）
	15．豊田厚生地域包括支援センター
	16．健康管理室

	Ⅲ　職員活動
	1．研究業績
	2．院内研修活動

	Ⅳ　委員会活動
	1．委員会一覧




